


平安遷都1200年を前に、京都のまちは景観問題で大きく揺れている。この景観問題を、経済学あ  

るいはもっと広く社会科学の切り口から捉えた場合、何が見えてくるのか。これが本年度のゼミナー  

ルの研究課題であった。したがって、本報告蕃は、京都の景観論争に、ある特定の立場か・ら参入し  

ょうという類のものではない。実際、本音を読んでいただければわかるように、ゼミナールの学生  

たちの景観問題に対する考え方は千差万別であり、単一のまとまった見解があるわけではない。   

私たちの研尭の東一の関心は、この景観論争をも客観化したうえで、そのような問題が起きてく  

る構造的な要因がどこにあるかを〈社会科学する〉 ところにおかれている。都市の表層にあたる景  

観が面的に変貌するということは、何よりも都市的景観の構成要素である高層ビルなどへの資本投  

資の高まりと地価構造の大きな変動と結びついている。ふつうの都市経済の発展では比較的スムー  

ズに進むこの都市更新が、歴史的都市京都の場合、大きな障壁をつくりだす。私たちの第二の関心  

は、現代日本において歴史的な景観を保存する場合、どのような方法があり、現に実施されている  

ところではいかなる問題を生み出しているのかということを探る点にあった。高層レンガ遺を主体  

とした欧米の歴史的都市と異なり、低層木造家屋の町並みの保存と住民の営業および生活を結合さ  

せることは可簡なのだろうか。また、住民たちは、自分たちの生活の場である「まち」づくりや、  

京都の景観問題に対してどのキうな意識をもっているのかを探ってみたいという関心も強かった。   

時間と力量からすれば、大きすぎるともいえるテーマに対して、今年度の学生諸君は果敢に挑み、  

ひとつの調査報告書にまとめあげた。整合性のある論理と実証によって固められた首尾一貫した論  

文には未だ到達していないが、各人が、設定された課題に対して数次にわたる現地調査や関係者か  

らのヒアリング、さらには住民や事業所へのアンケート調査にもとづき、精一杯の論述をした現代  

京都論として読んでいただければと思う。   

もちろん、各執筆者ごとに分析や事実評価の深㈲こ違いがあったり、日本語として稚拙な部分も  

残されている。これらは、すべて私の指導貢任にあり、大小にかかわらずお気付きの点をお知らせ  

願えれば幸いである。   

最後になったが、本年度のゼミナール活動においては、京都市や高山市の行政関係者、各種団体  

事務局、町並み保存会役員の方々に、ヒアリングや資料照会の際、随分お世話になった。また＼高  

山市の住民の皆さん、京都市東山清水地区の住民の皆さん、同西陣大黒町ほか6町の住民の皆さん、  

京都市私心部の事業所の皆さんには、面倒なアンケート調査に快く応じていただいた。いちいちお  

名前をあげることはできないが、調査にご協力いただいた全ての方々に、心からお礼を申し上げた  

い。  

1993年3月  

京都大学経済学部助教授   

岡 田 知 弘   
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は じ  

京都…という都市の響きから、みなさんはど  

のような都市を想像するだろうか。歴史都市・  

宗教都市十観光都市・伝統産業都市……。   

昨年度、誕生したばかりの私たち京都大学経  

済学部岡田ゼミナーノレは、、リゾート開発につい  

て調査研究を行ない、その対象地を丹後リゾー  

ト開発の行われている京都府宮津市に絞り、現  

地での住民アンケート調査なども含めた、「リ  

ゾート開発と住民」とヤーう一冊の報告書を作成  

した云この調査を行なっていく中で、過疎地に  

おいては、リゾート開発が地域の活性化の最後  

の手段として採用されていることが明らかに  

なった。   

さて、今年は、過疎地から目を転じて、大都  

市の“まちづくり”というものに注月してみたよ  

対象地は、私たちにとって最も身近な都市＝京  

都を選んだ。ところで、この京都という都市は、  

昨年の宮津とは異なり、冒頭で挙げたとおり多  

機能的な大都市である。また、京都ホテルや京  

都駅ビルの高層化に代表される景観問題、道路  

混雑・高速道路建設を吟ぐる交通問題、伝統蓬  

栄の停滞と先端産業の台頭、などと多くの問題  

を内包している都市である。－京都は、来年（1994  

年）には平安京遷都1200年をむかえ様々な行辛  

が予定されているが、現在、21世紀に向けて過  

去の栄光を引き継ぐブランド都市として＝益々発  

展していくのか、それとも【地方都市と成り下  

がるのか、重要な岐路に立たされている、といっ  

ても過言ではないであろう。   

このような京都を研究していくなかで、私た  

ちが、まず注目したのが景観問題である。その  

ため私たちの研究課題も、景観問題にことを発  

している。産業構造の変化・資本の外部からの  

流入によって、景観がどう変化したか、また地  

価高騰の影響は関係あるのか。京都盆地全体の  

物的景観としての大景観と、一つの”まち”と  

しての小景観について、住民の意識はどうなの  

か。“まちづくり”に対する住民の意識はどの  

ようであるのか。特に最後の住民の意識につい  

め に   

ては、他都市との比較を考えこ対照地に小京都  

のナつである飛騨高山を選び、自主的に行なわ  

れているという、ことで有名な“まちづくり”の  

現状と住民の調査もあわせて行なった。  

．慰たちは、これらの課題設定のもと、京都を  

研究したが、対象が広く、全てをカバーするに  

は人数的にも時間的にも不可能なため、特に問  

題が端的に現れているのではないかと考えた、  

都心部（御池通・四条通・河原町通・鳥丸通に  

囲まれた部分とその周辺地城）、西陣1東山の  

3地区に対象を絞った。前期の間は、都市論に  

ついての学習、京都を歴史的，・地理的にあるい  

は現状を広く捉えるデスクワークを行なった。  

また、夏休みには前述の高山で2泊3日の合宿  

を行なったbそして後期に入って、先程挙げた  

3地区に実際に乗り込んで、住民や事業所など  

ヘのアンケートを行なって、その分析をすすや  

現在に至っている。’   

なお、この報告書『転換期の京都Jの原稿執  

筆も大詰めをむかえつつあった2月12日に、京  

都市の諮問横関「新京都市基本計画審議会」の  

最終会合が開かれ、新たな景観保全条例の制定  

や住民レベルの景観保護の動きを支持ずる「景  

観センタ，－」設立などを盛り込んだ答申案がま  

とゆられた。ところで、この策定案は、・京都市  

1ユ区を針地域に分けているが、都心部と・は上京▼  

区・中京区・下京区・東山区を緒し、私たちか  

前述の∴とおり示した都心部とは異なっている。  

次にこの報告書の内容について大筋の説明を  

加えておきたい。   

Ⅰ草「京都の特性」では、私たちの研究対象  

地である京都について大まかな説明を行ない、  

京都という都市の特徴を探る。1儲「京都らし  

さの形成」では、その特徴を歴史的変遷を踏ま  

えながら、2節の叩地盤沈下』しつつある京都」  

では・、‘・他の政令都市などと京都を＼人口・産業  

等の面から比較をしながら、京都の特性を示し  

てい＜。  

1   



Ⅱ章「京都市産業の構造変化」では、過去10  

年のデータを中心に、京都市の産業がとのよ轟  
に変化したかを示していく。1節「サービス化  

が進度する京都市経済」二密は、京都市綺産業構  
逸め変化F地盤沈下J・圭が叫ばれそいる京都市  

経済の実態をデータをまじえなから報告する。「  
2節「西陣織物集め空洞化」そ敵京都の伝統  

産菓ゐ→つせあ考酋陣軌こスポタトを当て、▲西  
陣織物業がどのような変化をビヤいるのかを明  
ら射三する。3節囁換期たある観光業」こ密は1  

京都め産業のなか否も重要な地位を占め盗観光  
業に惑いてそめ変遷をミト層泊業杢土産物業等○三  
ついせ迫らそいく甘せ齢「支店経済牝が進む都  
心蔀J婆はく÷＝都心部の高層建築物肉に事案所を  

もつ企業の繭壷を㊨と彊、二外部資本め京都進出  
の姿を明ちかにする。  ！巨  

：ー血華†「景観め変貌とまちづくり：」丁軸、．犬景  

観どホ寮観を意識止なかち、京都の景観政策・  
尚奮い蕃ちづぐりについせ検証Lで訂く。＜吏たこ  

高山のまちづくりも偏介する。1節「地価高騰  

と市街地再編」では、地価高騰によって都心部  
か替・う変化也たか㌦商層建築ぎ壷シュは地価高  

騰にどう関係あるのカゝなどを阿らかにす為。■衰  
節「京都あ関東政喪と東観蘭軋億はJ㍉京都帯  

め開発政詰め内容と二二それに伴う住民連動を紹  

介す畠。÷■、5廟■ご「信連地産政策め限界」では∴東  

山地区における伝統的建造物保存地区た指定き   

れている地区とそれ以外の地区の違い、問題点  

尊を示す。4節「r西陣』の変容とこれから」  

では、西陣織を中心とした西陣の産業構造が変  

化したことに伴い」西陣での変化を明らかにす  

る去115節「／ト京都高山のまちづくり」やは、高  

山の観光業等め現状を踏まえながち高山のまち  

づくりを紹介しでいく。   

Ⅳ章イまちづくりをめぐる住民意識」では、  

私たちが各地密行ならたアンタ十トを分析しな  

がら、住民がまちすくりほ対してどのようしこ考  

えているのかを検証七ていく云1節「東山清水  

界醸における住民意識」ではこ■∴東山地区の商店  

街潜行なったアンケートの分析を、2節「西陣  

における佳良意乱では、西陣大東町等で行なっ  

たアンケ⊥トの分析を、3節L「小京都高山の住  

民意識」では、夏休みに高山で行なったアンケヰ  

ドの分析をそれぞれ考察7しでいく。4節「大景  

観をめぐる市民意観では、京都盆地全体の物  

的景観を犬景観と遮て蘭え、京都の開発にづい  

で、あるいは京都のイ▼メ．－ジにづいて住民がど  

めように考えているかを明らかにしでいや。．  

㌻1終章「明屈め京都のために」では、京都の開  

粂状況につ沌－：そ行政・市民の対応確示しなが  

ら、′現在の京都の危機的状況．を検証しながら未  

来の京都のために今私たちが考えかナればなら  

ないことを示すことにゝしたいこ   

・■†－  ＝∴∴十J†羊 ノ1∴∴：  

し  L  

¶禦㌣γ  

亜耳豆  
幣ヨ攣鱒声應準 こ聯軒き  
′二流率嘩軸㌧ 
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の 特 性ノ   

り。理非を正して男を立る気持也。京ハ四十を  

こしたる気にして。能物にたづさハり始終を弁  

へ物をなす気持也。此心なぐてハ。三ケ津の芸  
ハ仕分がたし。しかるに近年京ハ物やハらかな  

る土地にて歌道などこのむべきに。あら事など  

をすき。馬方歌を輿にして。女がたの紅の湯具  

あらはに出る事を好むハ。仝かぶき役者芸のし  

うち。輿になる事のミにか、ハるゆへ。おのれ  

と見る人其心になるといへり。されバこそ。敵  

役が女がたの弟子に成。女がたが敵役の弟子に  

成やうにハ成たり。つゝしむべき事也」。  

新四郎は前段で三都の性格・成熟度をそれぞ  

れ年齢にたとえて対比し、各都市の「気持」に  
芸を対応させることを説く。後段はその各論十  

京都論になっており、教養豊かな京都人が、享  

保期に至って江戸好みの荒事を喜ぶようになっ  

たと嘆く。彼はその責任を創造性を失った役者  

の側に問うが、この時期の元禄京都劇壇の崩壊  

と観客層の交替は芸能史上で確認される。F歌  

舞伎事姶』の他『古今役者大全』にもその記述  

があり、両書を出版した演劇出版書辞八文字屋  

を中心に元禄回帰の気運がたかまっていた。   

三都間の役者の往来はJ元禄期においてすで  

に頻繁で、初代団十郎、中村七三郎など大立物  

の上方来演は、語り草となり伝説を生んだほど  

やある。ポスト元禄の上方芸能界は浄瑠璃全盛  

下に歌舞伎の東漸の時代へと移り、役者たちは  

活路を求めて三都の間を漂った。   

いわゆる三部比較論は旅行の大衆化によって  

活発化した。旅が重要な稼ぎの方途となった役  

者たちはそれに先行して三都観客比較論をのこ  

した。『古今役者大全』にノ「三ケ津潅一うらね  

にいたし、根生、新参の差別なく」とあり、劇  

界の流動がうかがえる。   

文人による旅行記に F見た京物語』（天明元  

年1781、江戸の狂歌師二鐘亭羊山1714－83）カぎ  

ある。「見ぬ京物語」という諺をもじった題名で、  

「花の都は二百年前にて、今は花の田舎たり。  

田舎にしては花残れり」の文句で有名。その胃  
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Ⅰ  京L都   

19衰0年代後半の「ア「バンルネッサンス」の  

動きは、京都だけではなく多くの都市の景観を  

変貌させた。そのなかや、、とりわけ京都の景観  

問題が注目きれたのは、京都が奈良、鎌倉と並  

ぶ代表的な歴史的都市であったからである。そ  

こで本章では、まず1節でヾ京都らしさにづい  

ての歴史的考察から開始することにした。つい  

で2節では、他の大都市と比較しながら京都都  

市経済の特質を検出して、二以下の諸章で主とし  

て1980年代後半の京都市経済と景観の変貌を  

探ら七いくための導入としたい。   

1節 京都らしさの形成  

［1卜 都市の発見 三都論り   

歴史上のある都市について知ろうとすると  

き、生活者自身の書き残したものによる方法と  

来訪者の印象による方法がある。京都の場合、  

江戸時代ゐ後期になって町人自身の記録があら  

われるが、前期はもっばら旅行記・見聞記・比  

較論に頼ることになる。   

京都・大坂・江戸を並び称して「三力津」と  

言われ始めるめは元禄を前後する時期（1700年  

前後）。当時はまだ「都市」を示す言葉がなく、  

交流の場という含意か、港を表す「津」という  

文字があてられた。やがて「宮処」を示す「都」  

の字があてられ「三都」といわれるようになっ  

た。この時期は他の二都市が京都に追いつき、、  

追い越すに至った時期と合致している。   

三都論は先ず、18世紀中期に出版された歌舞  

伎役者の芸談に見られる。宝暦12年（1762）－刊  

『歌舞伎事始』巻4に享保期（1716」36）、を代  

表する上方役乱姉川新四郎の言うにiま、「姉  

川新四郎日。江戸の気持ハ廿斗也。大坂ハ三十  

バかり京ハ四十以上の気待ち㌧也と語りけると  

也。是いか威儀と尋けれバ江戸ハ廿斗の気なれ  

バこそ占物だのもしく受合活気にしてしまらぬ  

やうに見ゆる。さるによってくハつと白眼で見  

へでとる。大坂ハ三十斗の気にして少し分別あ  



に台頭した大名貸、・糸割符商人もあった。  

、∴元禄の昌ろから、快坂の活況、大名貸の焦げ  
つきで経済的地位が斜陽化してくる。このとき、  

京都の富商勢力の後退がありて新たに三井家・  

大樹豪（白木屋）‘†下村家（伏見の小さ理事拭  

店から身をおこした大丸）・わ呉服商が顔を出す  

が、＝後置は桐生二十長浜・丹後の勃興によって独  

占を脅かきれる。  

．町人文化を請げ負ったのは「根生い」′の門閥  

町衆たちで∴狩野家の絵画、－角倉家の出版i本  

阿弥＝t俵屋家の装飾美術、尾形家の光琳などは  

そのヰ例占光琳のパトロンに元禄の著修を「身  

に体現し－な人物、意銀座役八中村内蔵助がいる  

が、彼は元禄8年・（1695）Lから4年間の金銀改  

鋳により巨利を得た成り上がりで、根生いの町  

人からは茶会の同席ぬ拒計れろ膵ゼであっ発。r  

過菅がたたり幕府に追放された内蔵助とは対照  

的に、終生借家住ま咽で「借家大将」ニ・の異名を  

とゥた藤市（r日本永代蔵』巻二）の処世訓は  

やがて石田梅岩の石門心学に通・じる。・■   

貴書・2）年（1685〉＼・京案内上して磯版された  

r京羽二重丘、の巻六に「諸価諸芸打と濁して凍化  

人名簿がおさめられているがJ’その多くが芸事  

の教授に携わる人々であった。彼らは芸道の修  

行に励むといった芸能者とは違うタイプの存在  

でし地元和束都はもちろん∴風辺都市への進出  

も著しかった。′背景に町人を中心とする多数の  

芸事人口がうかがえる。享保以降、各分野で登  

備される家元制反は、諸師たちを伝統的権威を  

もつ家元のもとに組織して広汎な町人遊芸人口  

をその支配下に配置するためのも：野であった。   

西鶴は二F田本永代蔵』などで二代目が芸で身  

を㊨ちムずす話を措き1、7梅岩やir町人考見録l  

を著Lした三井高房も警告を．発Uている。しかし、  

遊芸は元禄期に台涙する新興甲町人たちが、∴根  

盤いの分限者と対等にやきあうためのj「世をわ  

たる男芸」（F好色［代男』）でも應bた占やが  

て芸事に古典的な傾向が強調きれ、新たな創造  

がはば憧れるのも、「世をあた熟男芸」が普遍  

性・古典性を必要としやおり、1生の流行芸では  

通用さしにくい†面があうたからだぅた。   

十鎖・副こイよって’閉■ざ－された市場しかも・ちえな   

演に日く「京は砂糖漬のやうなる所なり。一体、  

雅有て味に比せば甘し。疲れども、二励みし吟て  

むまみなし。からびたるやうにて潤沢なる所な  

し。．きれゐなれど∴どこやらさびし」も  

戸大衆化した三都論は江戸っ了この発生（宝暦斯  

1751一→64）を背景に、，彼らによる下世話で単純  

な比喩による‥京都批判∴という趣になるが、：†こ  

の京都批判が≡都誇の直接的契機薄あり最終的  

帰結であった。、   

三都論を、′‘このような批判という形であれ、  

異者によって都市が発見された⊥つの例として  

確認しておいてもよいだろう占  

【2】L町人文化Z）  

∴鎌倉時伐去での京の商人の多くは∴遠隔地と  

の女易商人ポ肇譲㌔幻にちかい人物だが金売書  

次などはその伐表。東国との取引には武装じ柔  

隊商が編成きれた。∴室町時代になっても1手工業  

者が同時に売り手1iうまり。商人だうたが、こしだ  

いに専業商人が独立しでく・る。首代より賎祝さ  

れできた身分だったがミミtl酉屡1土倉，（高利貸）  

iま室町幕際の臓政を支えるはどに猿うてくる。  

’戦国時代の軍需；、軍資金の需要にも乗‘じたdこ．  

：1ヱゝの時期∴附から！織横技術を輸入軋た西陣織  

など1エ業技術も＼成長所為ムー戦国の折り．からJ  

工業の分野でもF天下十」の称号がP・R野フレー  

ズと■なづで臍てノ皇室は財政衰痍のため∴この  

称号をしきサに乱斉したlという，。染織・、美術  

品≠金属が中心でこ■一今日の京都の伝統産業＝王  

朝文物の技術的ニi＼大衆的拡大・■（宮崎友禅斎の京  

染めの平明なデザインなど）㌧一己の基盤は近世に  

確立されたdl  

÷i元禄の前期頃は京都商人の貴重時代で、1「室町  

以来の立食二Tj酒屋の系譜をづぎ、南蛮貿易や軍  

需品販売で富を重ね、＿特権を与えら’れて政商と  

㍑て活躍し、町衆の封建的支配にも利用された、  

角倉・茶屋・後藤・本阿軋・佐野・尾形一狩  

野・亀崖な．ど、の諸家ヾいわゆてる旦那衆（いずれ  

∴も法華門徒で∵†室町時代1「農民の土→揆：‘十向  

十揆に対抗してい美1ム11送．り次の、’F妙法」にその  

名残）が文化的にノもサロングル←プ（根生いの  

分限者）を形成していた。近世二になってにわか   

4  



10月9日付の町奉行所の触れに「壬生村・中生  

寺柑用水井手筋、堀川筋近辺之町々より、近年  

彩敷塵芥捨候付、用水滞難儀致候旨相願候。塵  

芥捨間数候旨、度々被仰付候処J丁・」とあ  

るように、川筋の塵芥投棄を禁じ、農業用氷り  

確保を指示している。町奉行が都市の生活につ  

いて発言するとき、しばしば農相への関心が背  

景になっているのは注意しておいてよい。   

もうひとつの都市衛生の問題に犀尿の処理が  

ある。『皇都午睡』によると「扱も小便を寵愛  

するは、京の事也。失背小原など遠方へ持ちか  

へるは、檜詰にし、日々、菜でせうな蕪でせう  

なぞと、野菜の物を替て・・・†」、村では野菜  

と尿尿を交換する慣行があり、高瀬舟や牛馬で  

共同便所の尿尿を運んでいた。やがて、商品作  

物の栽培が盛んとなり、遠く摂津、河内の村々  

も京都の床尿をねらうようになる。町の住民に  

とって尿尿処理の問題は生ずべくもなかった。  

むしろ問題は汲み取る側にあり、限りある尿尿  

は売手市場となって、床尿獲得を巡る‘‘フン争’’  

が絶えなかったのである。享保8年（1723）の  

争論の結果、京都の村々は尿尿の他国移送を阻  

止し、洛中の汲み取り責任区域を定めて無用の  

競合を防いだが、この顛末には奉行所の意志が  

関与していた。幕藩体制を支える農村の生産力  

に関係していたかちで、町の生活に拝もと皐：り  

関心がなく、肥料の配分の一点にかかってい  

た。幕府は都市の産業や農村の生産については  

積極的だが町の住民生活は念頭になかったム町  

の自治は宿命であったと言える。  

近代京都のシンボルのひとつに、早くからの  

小学校の設営がある。その建設母体はいまや名  

を番親と改めた町親であった占府はたしかに  

少々の下付金を用意したが」多くの場合、土地  

は地元の篤志家の寄付、経費は軒別集金などの  

町人の負担が主だった。それゆえ、小学校は新  

しい自治センターの役割をもち、議事堂、戸籍  

を扱う役所、交番、消防署、保健所こ時計台、  

税務署‥・の機能を備えた総合庁舎であっ  

た。江戸時代の会所が担ってきた機能を充実さ  

せて教育機関と結合させたものだ。幕末の思想  

家佐藤信淵は新たな国家統治を構想する中で、  

5   

かった京町人の投資先としての町人文化は、今  

日の京都文化、京都らしさの源泉となった。  

【3］ 町人の自治3）   

近世の町は、今日の町内会などととても同∵  

祝することができない、行政機能をもった責任  

の重い自治体であった。自治に参画できるのは  

「町人」（家持ちの住人）にかぎられ、町の人  

口の半数以上を占めていた借家人はその権利も  

義務もなかった。室町時代、土一揆の土倉襲撃  

に備え、また、法華宗vs一向宗の宗論とも重  

なった安保体制としての町の自治は、近世にな  

ると支配機構の底辺をかたちづくった。   

町の業務は（D触れの伝達（訃警察業務（犯罪者  

の告発、外来者の身元調査」「町中法度」こ 町の  

入り口にある頑丈な黒塗門でくぐり戸つきの  

「町木戸」の管理）③戸籍業務（もとキリシタ  

ン禁制のための「宗門改帳」）④会計業務（自  

治費用は町人自身の自主的な、ときには強制的  

な醸金によった）などのほか、．橋などの公共的  

土木工事を中世にあった勧進という募金活動で  

まかなったりしていた（伏見区の勧進橋という  

地名に名残）。   

家持ちの住人が半数以下だったことに加え、  

流動性も高か？た。借家層に流動性が高いのは  

予測できるが∴家持ちも50年以上にわたって一  

家を継続するのはまれであらた。このようなあ  

やうい基盤のもと、明文化された法規「町式目」  

が必要となった。「もし此の旨に相違する輩あ  

るに於ては‥・日本国中大小神砥三十番祇園  

牛頭天王の御罰、おのおの蒙るべきもの也」と  

いった仰々しい誓詞まで添えねばならなかった  

のはそうした背景による。   

可能なかぎり都市行政に手を抜いた幕府も、  

いくつかの行政課題で重い腰をあげた。その一  

つが40万都市における塵芥処理－ゴミ問題であ  

る。元禄のころになると、洛中の中小河川への  

塵芥投棄が日に余るようにならてくる。見かね  

た奉行所は「川面江塵芥すてるべからず」の高  

札で安易にことを済ませようとするがききめな  

く、「洛中塵捨場」7カ所を設定した。それで  

も不法投棄はあとをたたず、安永2年（1773）  



政教不岐の小学校を考えてV～たパ郎ほると、・・  

諸国語郷由付利主力、学校を建て、童子二ト華氏の  
教育に当地ると應も：蛙∴行政・眉畢を管掌，出、  

商工漁業の育成彊怨ず憩おり∴為ら1i空費れはく  

教育≠保険機関惹総括ひ乳醍不磨透く．と．u－う．の  

でぁる、。◆≡は・か額ずも奇席の思想家の夢想が東都  
匪－おいせ現実と博揚たのであった。．・・  

プニレii．  －  

川里l凝滞泰由■仙凄潔馬隼∴  

凋轟鵠羽のミ⊥戦や王政維新め大勢力栗毛患り、、  

束北カ頓走、し。て政棒は全4朝廷ふと遼・り了、京都は  
名実と蓮如さ日本の首府となった。■京都市民は平  

安朝時代を追想して大き恕栄華と幸福とを待ち  
望鳥愁り錘沌項耳拉氷であった風葉菜行のこ  

どは市民を箪ガゝせこ－‘ぁわて．きせ∴絶望にお払し  

いれた」占．∵許衆畔客の中止を∵哀願心御所ゐ周囲  

を御子度七‥たとレ1う・．。′能力あ各人』庖挙げで東  

京に移らたあとく京都の遼代化燈助けたのは敗  
考の会津準倒生き残り、山本発馬であら1た。鳥  

羽統羅、の戟ぬ晩節散の残党として赫ち遠海れ  

薩摩屋敷に幽閉卸身となったが明治亥年、∴朝議  

感覚烏督励鵬る必襲ありぉの決定が巻奉れヾ・釈  

放乳紡㌔咤・巨∴）∴  パ′▼し’．  

；丁 

事転任ぜむ革声め醸雲彪丸め長谷信篤であら虎  
が府政め実権棟木戸孝允の幕下横付正直ゐ事に  
あるた占ナ備市は模村正直㌣歯糞正文以下長岡に  
畢二ふ亨固掛毎払冬V嘩」・ム簸れ嫁帝都麻に人手  

番線孝かづ虎の患ご薩長の尊皇の実体が覇権次  
の執着にあったこと逐凝弁に‡語る1もゆこと言え  

啓dこ〔樵柿は・二㍉傲岸不屈やある払塾むにヾ．よ  

裕太虎考えも費頼u与れる雅量のあ嶺た人でこ・旧  

弊蓉打破じ新文化を聯サ羞好選幕であ匂た。ご  

明暗の初観車余年間は旧物破壊ゐために玉石と  
もに鱒かれた轡・ち森が深く∴二東京育は上野ぬ森  

め老樹を音吐倒し事甘藷を植えよう二ノどいい出す  
要人もあ野木阪せは浄白塵壊にあえぎ煤煙に  
むせぶ二百方め市民は青い松の香とあおい彼の  

響きと．を与えてはころ・古ばれ怒小る浜寺公園一帯  

の磯辺の松⑬ほとんど薪にな㊨捏造倭を∴大久  
保利通の；‘㌻r音にきく高師め浜の老松過せめ仇浪  

はわがれぎり抒り』い。わ名吟によ．ふて為やう、く、免   

6  

れた時セ、・▲京都でも槙村の手によぅてずい分無  

茶苦茶なことまで行われたもめであるd国宝と  

して世界にその名を知られている宇治平等院の  

鳳凰堂は槙村によって二一帯円めト売価壕つ頻ら  

輿清方面に買手を求められた。幸い二千円の  

大金だっためせ買手がつかずヾ■そのこために今団  

も・あ鱒杜訝各藩葵を誇轟■らとができるjの摩あ  

る。」堂の前の産地には殖産・興業の趣者により・、  

槙杵が稲件を命じ琉、心かじ泥が深くメ稲の穂が  

背痛れそしまったの′や農夫主も⊥度でこり・でし  

まった吸せあふらミ．■＝槙村はこんな努め頂、一  

÷方懲は嘗骨き克て散欝にすネこ■と’を強制し  

た。それで民間にも旧弊と開化とみ人間に分か  

礼、．開化発射日弊豪ゐ油断をみて、さ後からその  

暫を切りj落と樟菖旧弊党は切らゝれた暫をとらて  

鏡に向かい暗涙を垂れた薯劇が到′る処で漬ぜら  

れた。‘‥枝村白身はもち杏ん赤い筋の見え  

でい怒洋服を着、薬喰の外に畳の上では食べな  

かゥた牛肉を食べ、・て績め詔供た如こ知事きふは  

牛肉奄食べは慈邑か偵に廟が赤レ＼と∨さわれ恕。  

こ克な風隠槙村は旧弊打破息新開北とにつき進  

んで∨う由仁ためでみる」1這   

この槙村に、発馬は明治学年周切顧問に挙用  

されたダ覚馬の濁示に従′っ紅開設替れたも・のは、  

京都府由学∴（‥÷中）、、聴音場J滞立療病院ぺテく府  

立医東来準神病臥こ∴築書院、濁版印刷軌舎  

密局べ・■アポテキニ・（模範準備ラ、織殿、1薬殿こて博  

覧会∴博物館、疎水蓮どやあ為．占・「患進主義で  

牛肉由す拳焼には育つヒゴみをう．童た槙相知学風  

牛乳・を飲むと色が無くいな堆はしなレゝ功さなどと  

いって、Jさすが牛乳飲用Iさはと瞥惑ゎたの奄あ  

るが、L・遂には他め先覚者匠堪随′U牧畜を奨励す  

ることになった」。「・・ン雁庁め事務め半ぼ以上  

は博覧会事務密あらたふ・博覧会め間京都を外  

人にも腐放いむ．違寛凄せたか臥市の体裁と  

・して替れまでなかうた逝便所忽新設二bi・■下水に  

溝蓋恕作る立と′を強制し、．また巡査の袖にはポ  

リス選印をつ材るこなどのほかも：，・ノ円山の世阿  

滞＼祇冤のヰ村屋、知恩院山冊め商事の寺院を  

ホテルに～した。・・〔‘御所肉わ博覧会は紫展殿か  

ら清涼殿の縁側豪速りL＝出品が陳列されてい  

た。、J・アメ，りガのかリブオル阜ア州二にあ亀農  
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具会社から一人のアメリカ人をつけて農具を出  

品し、馬車まで出したdこれは日本へ外国品出  

品の初めである。‥今から思うと恐れ多いが、  

龍駕東行後、御所は諸侯の城池と同じように不  

用となり、宮内省では市へ御下賜になってもよ  

いほどの意向であったからである」。槙村の雛  

祭と端午の節句廃止命令の撤回を請願する京の  

人形商をまえに覚馬日、「諸君夫れ一考せよ。  

今我国人の総数三千五百万なり、国人挙って十  

個宛人形を買ふも三千五百万たるに過ぎず。而  

して人の生涯は一年にあらず。概して人生を六  

十年とすれば三千五官万は実に六十年間の売高  

ならずやよ然らば一日の売高幾何ぞ。・・且つ  

聴け我に一策あり、則ち外国に輸出すること之  

なり幸に一二の外人は当市中にあれば宜しく紹  

介を得て横浜の外国研究に託し之を外国に輸出  

すべし。若し一朝花主を外国に得ば雛祭の存廃  

何か有らんこと」北垣新知事の府営勧業施設払  

下げで政策が疎水工事に集中。工事費用60万円  

を使わせたのも覚馬の知恵。「この六十万円は  

よく考えると奇妙な性質のものになっていて所  

有権について議論があったほどである。京都へ  

下賜になった金を運用してもうける府の吏員の  

俸給は政府が出していたから、京都は無給金弁  

当持ちの手代を優って商売していたので、．こん  

な便利な事業はどこにもあるはずがない」。「∵  

体わが山本覚馬先生の知恵の源泉ほどこにあら  

たかと尋ねると、それは先生の蘭学と親善で  

あった雇外人の知恵七で・・・■先生は盲目で  

あらたから話相手に仏人シュ∵リー、独人レ⊥  

マン、米人ウイード、英人ボールドゥインなど  

が常に先生の宅に出入りしていた。娼妓に課税  

して府に莫大な収入を得るようにしたのはルド  

ルフ・レ∵マンが先生に話したことが実現され  

たものである」。   

覚馬はまた、大阪に英学校を創ろうとしてい  

た新島を説きふせて、今出川の自分の土地を碇  

供しく共にその設立準備に没頭した。彼なくし  

ては、京都は学閥の府という地位を獲得するこ  

となく、影の薄い第二の奈良にとどまったかも  

しれない。、顕位高官の位置に身を置かないとい  

う意味で、近代日本の公権力を中心に築かれた  

空間の異人にとどまった人物であった。  

［5］ 京都イメージ   

「今週は京都の観光ポスターにつけるコピー  

である。また、多数ってやつから行ってみよう  

かとも思ったが、■あまりにも予想通りなのでや  

める。あえて、その同巧多数の内容をまとめて  

みるとこう．なる。r京都は、．寺の多い所で、つ  

まりは坊主も多く線香の煙がもうもうとしてい  

る。舞妓さんもいて、うれしい。－私はかつて修  

学旅行で行ったが」その後は訪れていない。京  

都の人っていうのは、京都弁を話すのでいいな。 

こういう街が爆撃をうけなくてよかった。碁盤  

の冒になった道も昔のまま、教科書で習った建  

物もたくさんある。賀茂川にはアベックが多い占  

東男に京女というけれど、そうかなあ…でほ．  

さいなら』数千通のハガキの山も、情報量にす  

れば、全部足してもこのく，らいのものだ」。5）  

このように、日本人の京都にたいするイメージ  

は、豊富だが、二様な、歴史趣味風のものだと  

いうことができる。   

アメリカの世界史と地理の教科書6）のJapan  

の節に載っている写真を列挙すると、一着物と  

桜、棚臥富士山と新幹線、ウサギ小屋の家、  

旅館の和室、埴輪、北斎の絵、■灯篭の庭、鎌倉  

大仏、平安神宮、頼朝、侍こ宣教師、江戸城の  

屏風、浮世絵、歌舞伎、ペリー、広島の千羽鶴、  

茶道、輸出車、工場、工場の体操、′野球、・こお参  

り、本田宗一郎、神社、舞妓、鎧、雪山∴エ場、  

工場、横浜港、東京、銀座、一明治神宮十の以上  

であるが、東洋趣味と戦後復興という．2つの  

キーワードで集約できないだろうか。もっとも  

こうした異邦人の日というものは、ハリウッド  

の忍者映画に見られるように偏見を含むものだ  

が、ある意味で本質を見ぬくことがあって油断  

禁物。政治家が海外歴訪の際に使う二枚舌（先  

進国としての発言／日本の特殊性の主張）のよ  

うに日本側で生産しているイメージでもある。   

こうしてみると、京都は、アメリカの日本に  

対するオリエンタリズムを、国内向けに再生産  

しているのだと思えてくる。京都にまつわる議  

論はあるていど普遍的で、地方都市のように単  
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商工業：村田（紅花甘粕〉・山形（紅花）足利（織  

＝物）高山モ飛騨の匠）－ 加茂（紙、桐箪  

L 旬）、■．■食宕（千刃ミ・き）竹原（製塩）  

ノ・・ 伊万里（磁者ト・一卜  

仏．傾：飯山磯席・山口（鳥肉文化） 

こL①解説文に「京の公家の流刑の≡軌「京から  

お嫁に来泡公家のお姫軌「京か撃落人を招い  

て」し闇七り斬痍岨「平家の落人」「山々虐東  

山に、川を鴨川にみたてでj「京を模心たまごち  

ぁり」÷「朝廷に献且†「商人が京へ紆を来」「賀  

茂神社取分塞が祀られ」＝「祇園祭に似せた巡行」  

F下鴨神社の荘園があらた（竹原）」∴，・て・とあ  

る、ように、京都せの9ながりを郷土史家、二愛郷  

的考証家の佳零夙に主張している。ざ■ －  

i一②「明治以降∴鉄道のルナ一卜からはずれ、交  

通秒便がよ¢ないことが、トこ：の町の盾き■たたず  

ま心1を守る幕果と隠り・ま′した占こ拙石）」「巴波  

川二的1ず漫がわ）め舟運を生かした流通七才ダー  

栃木市噸繁栄の名残慨∫世職湧ほう・広．∵青紫栄  

づ礫沈滞（城下町七県庁所在地漏れ街道†鉄  

適ルrb漏れ∴舟運彗陸運掘れり㌻してい考こと  

がごl措きたたずまセ■1溺あり’さ亡ネ．ノ‘残っている”  

条件と購えるか自ら残した如ゝ奇より自ずがら  

残づた∂・T㌻∴  1  
→－  

′・、①、′⑧の条件を兼ね備えてⅤ貪る町が今は昔の  

小京都を宣言でき1る。・i多く：はベタ肯ダウ声や山  

村の買い出しマナケ湧■ト■になろているがく．その  

意味瞳お串て凍京着駅ま小京都のシンボル占≡  

・セツサメ・巧ザル・な歴史∴一丸聞性のふるきとを  

求めるゝ？ィ∴女性雑誌の珂、京都特集ムに類する論  

説は、環境問題が南北関係の凍結を志向するの  

匪同じ賢訪米グで、■地方都市の悲劇に射しで、  

経済的夷敗は今日成功であると∵言うたり、美は  

どこ隠密もあるその町“らこ・怯さこミ，をめでたり（高  

山新市庁舎は高山風と称して中．華飯店風上葬儀  

自動車風の趣鑑こ観光で金を落とすこと牒瀾償  

酎那㍑亮中翫吊絹してメ労れアのなかで地  

方のでむぽこは平面化着れてJあく、までおなじ  

平面止で地方分権、ノ地方の時代が語られる。∴  

地方の側はという鳶ミニL′、プ竿血奉∴高く■売一りつけ  

る・根性だけの政治家・眉相恩文化人がく地域に  

根差した改革と軒吋少和一今までとは別の庸央   

なるお国自慢浸ならないのが長所だが、同時に  

それは日本製東洋趣味に陥りやすいという短所  

でもある。  一・k十丁菩詫  

l・  

■【6］・■ ∨吏とこめ、、－－＼  

Vヽわ1ゆ、る甘まモちづく、わ：」㍉＆lま共同体主義cd血  

血伽通1isぬにほかな泌を．いが、：それらが＝よく議  

論にのほトらぜるこどころの近世町人自治を指向す  

ることの癒簡廟は先権述率恕しミヤ資本主義を単  

純に否定す署ときによくあ為蛤血血由鹿溢が近  

世町組を安直に刹用心で¢、為し気が・し骨香ら三な  

い・こノ、モデル期暗よ卵衷屑直ヴそ肯定するわけ  

・控駐いかないがこ∴－ご・ 二慄∴二1、≡iこ  

勇階今切京都問題にお山セは、∴草の根運動家も 

都市ダ・ラツナーも！′11200年の歴史さ’と．いうヲ、レザ  

ズをよ・く・も、ちだずが、歴史偲そのようrに像履と  

痍定教科書的に流れで来たのでもか、し、／都市  

とい訣むのを丁者推にシニシボライぎ涛ること自  

体ど与れここ1200年の町螢残そう、飢）う・意見も、」  

疲後のこポチ掛夕噸ほうきな社会資本の笠鳥潰れを  

取り戻そう（駅を立派に、ホ泰ルを高く、二高速  

道路を）と僻爾鮎鈍虹商針；（血0年チト戦後と  

両津粗如甥紫蘭瞑遇軋牒濡はど・うあれi  

議論が低調に壕・る理歯恕なこづ骨癖・る。1L衷都を  

叶痘史的意味j’臆遍解放する⊇とナでこごの種の  

議論が内実蓉應ちてく†れぼ廉い塾偲昂。   

さ；霹r十い㌦一  

補論十可ヾ京敵十   1   ，  
〔観光化されだ今月の小蔑称よ、rま■ミどんな歴史を  

背負扮て隋恕¢だろうヾが。亡きで駄：瀾庵的な  

面を確心に凰でん∋く淀㌶とと！し、まず、．観光バン  

クレッ・ホ r心のふるーき七′デカ）京都」の選んだ全  

国の小京都の成り、立ちを整理する◆ii（兼ねでいる  

町もあ杏）定ニ．】Ilr一       価」抽－’  

城市町（：拾前二弘前．盛瀾や水沢．；鳩館パ湯沢   

：L∫1松本1飯田■，・郡上八幡ご伊賀上野■－金  

∵沢出石．絹巨野∴松江デ∴津和野・高梁  

てJ大洲安・芸卜中村∴人瘡膚滴儀肥  

て1、知覧、・、－       ノゝ  

街道町モ：遠野て∴・大野‥村田 篠山、津山テ三次  

1 日田；1ト  

港 町：酒田㍉栃木 小浜木尾道1  
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申していることが特徴である。   

京都の人口は1990年では1，461；1P3人で、全  

国7位である。しかし、1985丁90年の5年間では  

1．2％減少で、北九州とともに減少が著しく、  

この間に神戸に人口数で抜かれてしまった。ち  

なみにそれ以前の人口推移を見ると∴東京卜大  

阪がほぼ常に減少を続けているのに対し、’北九  

州は1980年、京都は1985年までは増加傾向であ  

り、減少し始めたのは薇近のことである。この  

こと曙、この2都市の最近の停滞を如実に物  

語っている。  

一九人口の年齢層別碍成を見ると、65歳以  

上甲高齢者の割合が12．7％と、北九州と並び11  

都市中最も高く、高齢化が伸都市よりも深刻で  

あることがわかる。   

人口の減少と高齢化という現実はヾ「停滞す  

る京都」を象徴的に表している。それでは、京  

都のど（こが停滞しているのだろうか。それに？′  

いては後で触れることにしたい。  

l－2＝－1薫 大都市洞比掛》 人口および面談  （単位：％）  

とのパイプにエントリーしている。   

せっか．くの地方分権論議も、そこから特権利  

益を受け、利用すろ人だけの関心にとどまった  

としたら、従来の土建屋政治と何が違うと．いう  

のだろう。  

1）以下吟声述は守屋毅『三都J柳原書店の  

第1章「三都と京都」、大阪市立大学経  

済研究所編『世界の大都市7東京大阪』  

東京大学出版会のⅩ章「都市と文化」に  

よる。   

2）以下の記述は原田イ半彦『京の人大阪の人』  

朝日遺書のⅠ章「京都の人々小守屋毅  

r京の町人』教育社歴史新香、林屋辰三し  

郎『町衆』中公新書による。   

3）．以下の記述は『京の町人』、．叩丁衆』、r三  

都』257頁以下によるふ   

4）以下甲言弓道は、山口貞男「敗者の精神史  

序説」、∴rぺるめすふ岩波書店、第38卓、  

1992年′7月の72頁、青山霞村『山本覚烏  

倖』京都ライトハウスに－よる。引用は仝  

て後者による。  

．5）糸井重里『糸井重里の萬癒コピ干塾（基  

本篇）』文蛮春秋、1987年＼云34一一5頁。   

6）HBJ，1勒γJdGβOgれゆ妙窄d叩 p・394－  

Hトり． ㌻／r．・けl、r．■、ご．nJJJ．・l．・鳥．PJ‘▲J（▲．・J．一  

p．427”   

7）以下、守屋『三都』273頁による云．、r  

2節 「地盤沈下」しつつある京都  

前節では歴史的都市としての京都に焦点を当  
てたが1この節では、一都市としての京都の位  

置づけについて、政令指定都市に東京都区部を  

加えた11都市間の比較によって見ていき’たい。  

［‖ 面積・人口…・進む人口減少と高齢化   

京都市の面積は610．21kn子で、’札幌・広島・東京  

に次ぐ大きさであるが、東京とはほぼ同じ大き  

さである。しかし、可住地面積は201．23kn子で川  

崎に次ぎ2番目に小さい（Ⅰ－2－1表）。つ  

まり、市内のわずか30％ほどの部分に人口が集  

人口（人〉859的三  年齢層別人H構成此  

▲ 9昨 夏増加率  】5虚栄嘩】5糾革65郡上   

京  8】0．  2D2．7  1．46Ⅰ．1舶＋ ▼】  15，薫 7Ⅰ．α 12．T   
札  112】．】名 447．l   1．67Ⅰ．74亘  8．   柑．召  T2．ま   g，1   
粟  ‘812，叫 載12．a   8．61さ．5T：（2、  13．′ヰ 丁d▲  ペ】1．2   
偵  づユ4．93 885．3   ユ．22l．831… 7、  】7．夷 73，  8．6   
川  14】，  14l．g  1．173，6昭   7．  】6．戻ノノ7T．  ′8．6   
名古  ユ26．  3】】．g  2．】別．1昭  1  、17．宅  72．  1¢．3   
大  22q．  220．」  2．623．8叫  几  1い≡ 72・  1】，7   
神 戸一  5伯．  302．7弓  1．477；4】嘩  4．  18，箋・朗．  
広  T4軋  25ち・5司  1．085．7¢弓  4．  Ⅰ9・q 7仇  
］UL・    2貼．叫  t．028．455  －2．  】8・彗 7l・  皿   
福 画  836．1  2Zづ．も1  】．2汎呵叫  】7．8 69．1妻 12．T   
（宍‡‡）両横個土地理臥人口＝「回☆羽立報告」1閃岬  

［2］文化…・日本有数の文化的都市†京都   

京都が文化的・歴史的都市であるこ七は前節  

で述べたが、日本においてその文化負勺位置がど  

のようなものであるのか、大都市の中での比較  

によって検討してみよう。   

まず学術の面からみていこう。大学の数は、  

1位東京（68）に経き2位京都（22）で、3鱒名古  

屋（16）となり、学生数が10万人を超えるのは東  

京・京都の2都市だけである。博物館数も、東  

京（153）に次ぎ京都が2位（47）、3位が川崎（26）  

となっている。また、文化財も京都には多い。  
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国宝数は東京（220）く：京都′（細飢大阪（34）′の順  

で、重要箪牝㈲の数も凍斎軋7姉卜京都  
（上潮4〉、・大隊て23倶；＝神戸蝕57）と隠宅（ち、なみ  

に∴奈」軌相嘘敏捷、重表文牝財数百26）。、ま  

た京都は素数文化もこ塵‰で、、j宗教法火の数をみ  

ると一再触時価郵相2低率壕都（詮■泡4軌■  

以下吹隊隠壱3鋸・名着擾軋9均と磯買i深耕  

ばノ「大都市地政統計年表Jiご1996年、輝軒は塗符1  

1990年親密汀？キ緑ち睦均簿とこ凍牝的壌産の  

東夷凝如こ掛埼京都は東京碁とむI蔓他都市憲  

り抜きん出ているといえるだろう。こ∴  

■皇宮な刻鋤こ史跡鴻嘩軒も｛ち京都は、1いう  

ませもぃなくil日、本最大ガ観光都市密封りミi†声京都  

市続鮮観Ll対極境川弛む車齢ご京都蘭訪れ鰭  

観光客は4，085万人を数えた。外国人の訪問こも二  

感宜やこ19朗．奉ぬ「訪日刺密訪閑地調査〕個際  

観光嬢射落告訴攣に友る基、↓如d鴻1年踵融ナ  

ぞめ外国火観尭密の恕尚地別の語尚率賭、】東京  

の67．7％、大阪の娘0射二除きさ、J葱鮪鹿献ユ％  

となっており、以下奈良の11．1％、福岡が9．0％  

と巌慧緑還礪ぬぷ鞄触触感離  
幅聯～、学術境野醸督背景と軋たミニリ日韓有数ぬヨ  

巨号 ナ⊥／∵・ ！．シ，† を1・  

巧ン露董頒布でも観。J野蜂¢ト誓p妾ぺ  
挽ヨニ彊綺許速軌H国疲痴醸輿協褒詞頭に  
’h  ’ヒ† ＝lTlゝト‘ ：【E．†・二∴Jl  

＝ よ揚セ：妄・鱒壁画開萄議擁掴離麺重病  

嘩降数等は革都1岬ゼリタブ、手版下東京   
†l 亡こ■ ：こ     1日ilて：d′ご ヱ  

由1件）ふ神副1袖件）遍寂嘩㈲・であっ≠た。ゝ  

うなっているのかにカいて検許してみたい。  

野性宅‘199上年にお繰る着Ⅱ新設住宅戸数を  

みる七、京都は10≡β96戸ゼi北九州の次に少な  

い。そして、‘198（ト9。1年め5弔問でその億は38，4  

ポイントも減少しており、大阪の44．3ポイー、ン、ト  

に次いで大きな減少率である（Ⅰ－2－2表）。  

新設住宅についこては各都市の近隼電動向は共通  

しておりL、l二1985」88年囁を郡山こ一矧こ⊇その数  

は増加し、舶年頃からは逝に激減ニレでレ†る。そ  

の中で」京都のも9年以降の激減蕊りはすさまじ  

く、わずか2年間でその数は半分以下になって  

いる。欄声なぜ汲比べて÷も京都での激減はひど  

いr。．その理由は一体何なのだろうか。tそれは、  

地価め間恕ど少なかぢず関連＝Uているように思  

える。  ）■′   繁  

．F．●島l I⊥皇二歯痛嘉読必∴払お主避バりま（血清％）  
‡lト  

束  ＋1l  姐   暮  Iモ，I声    】，4  ．¢．】3  ＝2琴．再7．   4乙小娘  

軋  ！塁ち      1一  」軋    ，卯  皐，鱒  朗．庭、l．   丁8．f乙  
横一  匹  田   Ⅱ  ー膏．8    i」†  ’竜．軸       ー0．2   
川ご  脚押掛    ち  弓．8    ，5  ＋＋l．I       一0．5   
名古  2】．Ⅰ3     5，  】l．8l    二▲■  l  
大  ・      4．  糾，れ  7，  5頭叩，l掛j．由        －5，0   
稚  】5．45嶺   －3．   ！9．．  4．旦  研削冊1褒、さ．印       35．¢3＆  覇－】2．5  
国  t士、＋jll   ‡Ⅰ5ご   5．8  〔岳，丁  再lピ．旧覇≦2．6l     甘21こ‘こ19．饗誠頭   ■†   
北九  パ川旺＝1．     2，き  l  Ⅰ凛 5．q蝿即        12．8   
謂－  刊い耶 2ど】     j十I    ご3涙’1、T     肇ほ茂1＝】g．8   丁，t   

障）′用遽純一隕1d草たり．1   

う速力轡的鯛菜掛甥   
－つ1 ㌣iて   

な叩本釘担呵疇都  

ると†も劣ら  

ら痘旨で優ろ  

②地価し、ここ教卒ゝ 日本め大都市圏の地価は  

非常に激しい変動を経たが、まず、その変動の  
状況に犬塞か敢触紅てみよ弓う忘∴白妙地価高騰  

は1983年頃から東京の．中心商業地で始まり、85  

年噺ご住宅地I主拡大し、■さ幽欒頃掟乗京骨は高騰  

ゐ・闘グを迎えたd心の頃には横浜上川暗な：ど  

の東京圏内都市にも（1占恥が浪夜′し、，87年頃に怠  

れらノの都市で′もゼナ－タを迎えたよ二≡各7年は大阪せ  

地価高騰が顕著になった頃でもあった。少し遅  

出簡都側室声な人ヒの大阪圏内部滞ミ」捲ら止二名  

古屋圏…に三も蔵及し、これらの地域ではL8鮮89年  

頃に高騰珍ゼ長夜一に達する・めだが、∴こぬ頃には  

東京圏の地価上昇は沈静化した、d二その後札幌ご  

広島牒洞な－遅地方中核都市でも上昇が始ま：り，ヾし  

96年頃に拙せ≒クに達するが、この頃大阪圏の   

といえるだろ琴㌔L▲■L心′，誉－1一人・二÷’i‘・1〔t・り付   

このようl羊、東都は、百万都市である′にもか  

カ解ら慨噂1尋軸臨爾審櫛を、もちi、Ⅹそれ雇主  

台醸！b癒成りナ壷ネ出癖光酪連産業力嘲市重体の  

経済磋左痘心セせ－患塾、い′うミ点ヤ、日本のど由大  

都辞紆も離i独計ゐ地陛を保ネで函㊨葺とは間  

違いないだろう。  童に■し 二  

1、：与すl  

［3を】■＼∴住宅事精工i産地価・ゝ・ヰ高い京都加地価i  

濃近、京執こおける々ンシ富ンの増加が景観  

との如らみせじばしば問題とな！去＝てお肌鬼た  

ち■も歴の問題を後で取り上げるのだが、∴ここ・や  

は、・他都市払胞頑や東廓の住宅事情と・地価がど   
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地価は一転して下落し始める。、90年7月－91年  

7月の間に、大阪圏の地価は10％前後下落し、  

地方中核都市でも上昇は緩やかになり、東京圏  

・名古屋囲ではほぼ横ばいとなっている。  

さて、京都の地価は、Ⅰ－2－2表をみてわ  

かるように、89－90年にかけて39．7％上昇した  

が、これは11都市中最高の上昇率だった。この  

期間だけでなく、87年から3年間、京都の地価  

上昇率は最大であった。しかし、90－．91年にか  

けて一転－して11．6％下落（神戸の12．5％に次ぐ  

下落率）した。このように、京都のここ数年の  

地価の変動は極めて激しかったのである。   

ところで京都の地価には、「他都市に比べ非  

常に高い」という重要な特徴がある。住宅地、  

商業地、工業地をあわせた全用途平均地価は  

1m2当たり129万5，即0円で、これは東京・大阪  

に次いで高く、神戸はもちろん、名古屋や横浜  

をも大きくしのぐ。用途別で地価をみると、商  

業用地価格は314万7，800円であるほか、住宅地  

価格は67万6，900円で大阪とあまり変わらず、  

工業地価格は61万3，300円と大阪より高くなる。  

その理由としては、仁不動産市場への宅地供給  

が少ない以二地の高度利用が進んでいなぺ讃l；心  

と郊外の間の交通が不備なため都心部に土地需  

要が集中するなどがあげられる㌔   

京都の地価の高さは、京都から人や企業を遠  

ざける原因の一つになっていることが予想でき  

る。しかもその要因が容易に解決できない種の  

ものであるから、困ったものである。   

［4仁産業…・京都産業の停滞と  

構造転換の兆し   

①産業全体 まず、11都市の産業構成を比較  

すると、④第2次産業中心の川崎・横浜・北九州、  

①東3次産業中心の札幌・福臥◎第2次・3次  

産業バランス型の京都・東京・大阪・名古屋二神戸  

・広島という3つのグループに分ける土とがで  

きろ2）。京都では、製造業、卸売業・小売業、サー  

ビス業が産業の大部分を占めている。   

京都の事業所総数は1991年で102，385であり、  

11都市中5位である。従業者数は823，847人（6  

位）であるが、1事業所当たり従業者数は8．05  

人で、11都市中最も少ない。また、全民間事業  

所に占吟る個人事業所の比率を見ると、61．2％  

で、最も高い。ここから分かるように、京都に  

は個人の中小事業所が多いのである。   

さて、京都における会社事業所数は1991年で  

32，755で、11都市中7番目である。1986－91年  

の間の事業所増加率は12．7％で、東京に次いで  

低い（Ⅰ－2－3表）。また、全事業所のうち  

他県会社の支店・支社の占める割合をみると、  

京都は13．4％で、本社の集積する東京を除けば  

最小の値である。つまり、京都の産業は他都市  

と比べて地元企業に大きく依存してきたといえ  

よう。道に、川崎（21．2％）、広島（22．3％）、福  

岡（31．2％）は県外資本に大きく依存する′「支店  

径済」であるといえよう。しかし、198691年の  

間の京都における他県企業のJ支社・支店の増加  

率は17．7ヲ‘であり、それ自体は他都市と比べ高  

い訳ではないが、事業所全体の増加に比べれば  

高い値である。近年は京都も支店経済の方向に 

傾きつつあるといえる（詳しくはⅢ章2節で述  

べたい）。つまり、京都の経済はこの意味でも  

構造転換の過程にあるといえよう。   

そこで次に、京都の産業構造に焦点を当てて、  

工業・郵売業イ、売業・サービス業についてそれ  

ぞれ考察していきたい。  

卜2－3表 大♯市Ⅶ比較③事業所およぴエ業 （単位i風％、人）  

（賃料豚某所＝越指庁統計局「平成3相異所統計調査報告」苅椅全国編モのⅠ、日本旗  

計協会」992年、および炉汀昭継3年事業所統計調査報割前博皇国編その1、弟1分臥  

日本統計給食、】98γ年ユ果：通産省調査統計キ工黒統計課「工重鎮計表」．   

②工業 京都は11大都市で唯十、海をもたな  

い都市であるため、工業でも他の大都市にない  

特徴をもつ。まず工場の数は1990年では6，372  
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北九州に次いで低い。づまり、、京都の卸売業の  

中心ば中小業者であると・い計時徴がある。しか  

も、販売額の増加率は88「91年の間で㌢は21・39‘  

で、11都市中最下位であるJイⅠ：ヰ2r⊥4表）。  

また、82一岳8年の増加率2．三0好もf東京f北九州に  

次いで低く、他都市と比べ低迷が続いでい－ると  

断言できるだろ；う。これは京都卸売業の中心で  

あ㈲繊維卸売薬の低迷によるところが大きい。  

■㊥小売業卜小売商店数は1991年で2乳bOOで、  

東京・大阪・名古屋し■横顔東嶺沖て；5僅である。  

従業者数は101灘0人で5位、1月、売放売額は約  

2兆1，155億円で、・札幌よミサ少虔γく6位である  

（Ⅰ「‡2－5表訝。88〔91年の変動をみると、商  

店数は札幌・福岡骨除く全都市で減少した中、  

京都は大阪の5jO捌こ次心〕で大きい3．0％の減  

少く従業者数も受：4％減少した・ム販売額は18．1％  

増劫だが11都市群認も低い増加率で射る。小売  

業でもやはり痘都の相対的地位は低下しづつあ  

冴ようだJ   

小売業芯蘭漬牒牒京都は中小店繍摺心であ  

る。店鏡面頑3，舶Orげ以上の築1種大型店のlT古  

館数洩弧年9′月掛ずか16店で、．誹l時の次に  

歩な：く、その’1店あーた‡り面構畔瀾朗銅11都市  

諷9㌧位である∴（トナ2－5表‰二，また店舗面積  

500m2以上の策2種大型店の数13純川崎の98、’’  

広烏のLl詐に次い′で少なく、その1店痘たり∴面  

積1，3打ばは大阪の次に小さい。さらに、第1  

程・常2種大型店齢の売場面積・の小売業全体の、   

t－2＿5蓑大i諸州蜘▲つ小蒐集およぴサービス1（如た；≠）  

（4億）！とかなり多いム‥■しか‘し、従業者数  

1欺362人、製品出荷額r3兆1・，如億円は・こ棟酔  

潮時より少な′く6世で、神戸と同じ程便であ  

る。1工場あたり－従業見数を計算すると、・■京都  
は1就中人で、東京吐次いで少かト（甘－2⊥3  

表）b・ニま龍ミ製品世帯額の上位6業種をみると、  

京静ば福画牒L幌同様、軽工業が上位艦きてお  

りこ、髄雑や飲料・たぽこが日宇立ヶでい風量工  

業中心の川崎欄浜とは対照的だ叛すなわち、  
京都め正柴ば軽工業め雄藩竣工場を坤心としせ  
いぷ定性が確認せきくる。ゝLl  

ノ次に、・■ごれちめ徴学ばづいで、■≡1、98計90年め5■  

年間の変動せ瀕－ようム′工場数は」テ11都市中7二都  

市や減少七密潜るがJl京都ゐ減少率11jO％は東  

京lさ坂レ呼激しいもゐである。しかし従業者数  

ほ3ヲ9し％液：と比較的小き腰減少セこ地帯領順逆  

lさ乱冶1％埼錦岡い偲烏と同様大官く小増加てじた  

∫（てⅠ≡一、2割増餌庭廟椚攣ら1もわ謝るよ・う・  

に、i・京都み鍛練業なぞの零細業者薄ま不振であ  

りし、水玉場ポ多く′滑えた一方、席付加価値坐産」  
夢行啓聖犬蔑模正場が台頭しっつある。いずれ  
にしろ、中小扱椎正業中心の碩遥かぢ様変池㈲  
しうっあるぬほ確卦庵まうガ云う＝   

‥ノ’∴た  

（資料う′】虎封は顔謂油鶏顔料離両軸細勤  

く賀窄）手許ヨ準筆【重雄計郵工轡計幕間華】   

押葉感雑益由惰問岬鱒華甲卿1  
：rl仁こ「  弓    ・Jし√L  

③鞄亮裏方京都の卸売店薮さま  1991年苛8，599  
と、東静咲阪増庸厨偏屈離雛縛位ぜある■。  

従業者数は91，560人で札幌に次ぐ6位。しかし、  

卸売願売療は約6兆1こ699億円剖叶崎・媚泡洲に  

次V・寺や低猫額となってし－ゝる．（；Ⅰ十ン2－4■表）。  

ちな粛ご・1膚あだりめ販売掛7億1；746万円濾   
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ンポが鈍い。言い換えれば、サービス化の波に  

乗り遅れているのである。ここでも京都経済の  

停滞ぶりが現れているといえそうである。  

以上の統計をみると、京都は、他の都市と比  

較した場合、鉄鋼の構造不況によって産業後退  

を引き起こした北九州とと．もにその地位を低下  

させつつあることがいえる・占京都は都市の大き  

さにおいては神戸とほぼ同程度であるが、近年」  

停滞する京都は神戸に押されがちである。そし  

て今、京都は大きな転換の岐路にたたされてい  

るが、歴史的都市という特質との間で、景観問  

題などの形で大きな葛藤にあえいでいる感があ  

る。そこで、第2章で産業、第3章で景観につ  

いて詳しく見ることで、、その葛藤に追ってみた  

い。  

1）京都市企画調整局活性化推進室「都市研  

究・京都」1992年1月、19頁を参照。   

2）京都市経済局「京都市の経済」1989年、14  

頁を参照。   

3）通産大臣官房調査統計部『工業統計表』  

によるム  

それに占める割合を計算すると京都は30．6％  

で、他都市より抜きん出て小さし－値である（Ⅰ  

－2－5表）。このことから、京都において百  

貨店・スーパーの進出は少なく、店舗も小さく  

抑えられており。、商店街などの中小店舗の比重  

が大きいことがわかる。   

しかし、大店法の緩和を様に大型店舗の出店  

・増床表明が相次いでおり、小売業もまた大き  

な構造転換の兆しを見せている。   

⑤サービス業 京都のサービス業事業所数は  

199■1年では23，619で、11都市中5位である（Ⅰ 

－2－5表）。全事業所に占めるサービス業事  

業所の比率は23．1％で、他都市に比べやや低い  

（10位）。従業者数は210，298人で、6位となっ  

ている。1事業所当たり従業者数は8．90人（10  

位）で、京都はサービス業においてもやはl）事  

業所の規模が比較的小さいことが分かる。  

1986－91年の間の事業所数の増加率を見ると、  

京都ではわずか1．9％であり、最も伸びが小さ  

い（工－2－5表）。従業者数増加率12．6％も、  

北九州に次いで小さい。経済のサービス化が全  

国的に進展し、サービス業の比重が全国的l；大  

きくなる中で、京都と北九州はサービス化のテ  
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い小  

二・÷∴Ⅱ・・京都市産業の構造変化∴  
．：＼一．     ＝1小∵十三」∴L一   

近年における日本産帝の硬長と国際化、貿易  

摩擦ゐ激化渦≠・・憧廠為春レ〕トの助勢内観  

塾産柔構造への転換、イ＝iそじててノ濾ザノレ纏済の崩壊  

と扇ち滋瀬動の、な楓二■千年め都上しての歴史や  

伝統軒歓熱㌫多様な伝統産業を青むむとも粟‥こ  

高鹿な鹿鱒技術ゐ研究蘭掛こ取り組むハイチ・ク  

型ベン應ヰ⊥企業をテ張卸しでき虎廣都め産業界  

に溶いぞば、ニど戚ぉう・・壕構造変化がお土り′づう  

み豪のであ番う瑚主ポ奉華やはごの点jを明らかに  

し、・産業構造痘一過もこや東都こというノ都市がど・う  

いっ澱も〉めであ・鳥がを三理解しご甘みる′ことにす  

石げニまず1葡葡ば√二京都市全般に・おける産業構  

造の概況を説明↓、その特徴をはじき出す。2、  

節では、伝耗的堵雄産業の中心的存在である西  

陣廠物発の変北総無碍壷当竜、耗く誹鱒では、  

日本風未薗観光都市iし京都奉養え募観光業につ  

めて触勃音感■為義・壌観軋塵肺セしは都心部の産  

業構造の変化に注月してみたい云  
J  

l‖．来■‘：▲  

1新 サービス化が進展する京都商竃煽   

［1】京都市経帝の「地盤読下」  

1989年魔の京都市市内総生産額は5兆2，456  

備中で「これは筆画の、1．2声％に相当する㌔し  

かし、その成長率は年々低下の一途をたどって  

おり、ここ近年は国民総生産の成東率を下回っ  

ている。また、かつては国内平均を大きく上回っ  

ていた1人当たりの市民所得も、現在ではほぼ  

千∴一  

国内平均の水準と′なうているこ云こうrした京都経  

済の低迷はⅡ956年代がらみられ、－その後のドル  

ショック、オイルショックを契機にますまこす停  

滞の色を漉くしていIるノいこれはこ西陣の繊維産  

業の縮小、地価高騰による工場の流也をどによ  

るものであり、京都市経済め、「地盤沈下十と呼  

ばれセいる∴ただし、てう七た形態での都市経  

済の「地盤沈下」．の傾向は、他の大都市におい  

ても′共通して混載ごとのやきる現象やあをどい－  

えよサ。▼  

［2ト．京都市の、産業構造と奇ゐ特徴  

◆，①第さ3バ次産業の比重の高さ ま；ずさ1通⊥1－  

1表をみでV二1允だきカいdここれは∴市内の事業  

所数とそこ惣師粁従菜箸数こうシーてみたむので  

あるが」しせ如l云はる；と一、事業所数、従業者数共  

に第3攻撃菜麟割合が青く二rその中でも  

とくに「卸売珂＼売業、飲食店」．と′「サ｝ゼス  

業」の封倉が高V．ヾ占、、これは、第1．に京都が京友  

禅㌃西陣織・丹後縮緬・京プリ′れトな歴の大産  

地をバックとして発展した室町卸売業界の力が  

依然大きいこと、第2に京都が永く日本の政  

治・経済・文化の中心として発展を続けてきた  

ため、今Hでも文化・観光の地として、また教  

育・宗教の中心地としての役割を果たしてお  

り、これらに関係する商業・サービス業者■な・ど  

が多数春草していることなどがその原因として  
考えられる。さらに、経済のソフト化、サーピ  

■  暮  ■  ■  ■  t  ●  ■  
1ら11年    りIl◆  1】t‖ヰ  Illt暮  
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ス化がいわれる㌢今日、京都においては、ホテル・  

旅館こ大学・学術研究棟関などが集積している  

都市特性を反映して、早くから経済のサービス  

化が進行してきた。Ⅱ－1－1表からわかると  

おり、第2次産業の構成比が1986年から1991年  

にかけて事業所数で21．98％から21．39％、従業  

者数で26．86％から25．50％へとダウンしている  

のに対し、第3次産業ではそれぞれ77．99％か  

ら78．57％、73．09％から74．47％へとアップし  

ていることからみても、製造業を中心とした第  

2次産業から、商業・サービス業を中心とした  

第3次産業へと京都経済の比重が移りつつある  

ことがみてとれる。   

ただし、京都において鳥サーゼス経済化が進  

展しつつあるとはいえ、今後高い成長が見込ま  

れ、産業全体をリードしていくと期待がかけら－  

れている専門サービス業、情報サービス業など  

の対事業所サ丁ビス業の成長が、他の大都市と  

比較して著しく遅れている上に、消費構造の高  

度化に対応した対個人サ「ビス業の創出も進ん  

でいないという重要な指摘があることも忘れて  

はならないであろう．。   

②繊維と横械金属中心の製造業 市内におい  

ては年々その地位を急速に下げつつある製造纂  

であるが、その内訳に注目してみると、衰えは  

みせつつあるものの依然高いポジシ云ンにある  

繊維関連製造業と、進取の機械金属製造業のウ  

エイトが高いことが上げられる。両業種を合わ  

せた事業所数、従業者数は共に製造業全体のほ  

ほ6割に達しZ）、京都の製造業の中心的存在で  

あるといえる。   

従来の京都の製造業は、京友禅・西陣織なと  

の繊維製遺業や、その他伏見清酒・京菓子に代 
表されろ飲料・食料品などの軽工業を中心に発 
展がなされてきたため、他地域に比べて軽工業、．  
の占める割合が高い。ところザ、近年は従来か  

らの基幹産業である繊維産業が、主力製品であ  

る和装需要の長期低迷や琴品開発、市場開拓、  

経革多角化、事業転換なギの新分密進出への対  
応の遅れから厳しい経営環境にさらされるなど  
停滞を続けていることもあって、軽工業のウエ  

イトは相対的に低下傾向を示している。代わっ  

て高度な先端技術力を有する、電気棟械などに代  
表される機械金属製造業は塵調に成長をみせて一  
おり、その比重を高めつつある。以上からいえ  

るのは、京都には、京友禅・∴西陣織・、清水焼「7  

京扇子・伏見清酒など古い伝統をもつ多種多様  

な伝統産業と、その技術を源泉として近年急速  

に成長を．遂げてきた、と〈にエレクトロニクス  

などの電子部品関連の機械金属産業などの分野  
における、京セラ・オムロン・村田製作所など  

に代表されるハイテク企業による先端技術産業  
とが並存しているということセある。   

③高いウエイトの小規模企業 先にみてきた  

通り、京都は伝統的な軽工業の比重が高いこと  

もあって、」、規模企業が多くなっている。事業  

所の規模別に産業構造をみてみると、従業者数  

1－4人の事業所数は全事業所数の66．9％を占  

め、そこ〔に従事する従業者数も全従業者数の、  

17，9％にのぼり、1事業所当たりの従業者数も  
8．05人と大都市ではたいへん小さな値を示して  

おり、本市の事業所の零細性が浮き彫りにされ  
ている㌔   

またこうした数字は、高度に発達した分業体  

制を・とる伝統産業が多くへ繊維工業などの軽工  
業の比重が高い京都の産業構造を反映したもの  
といえるが、同時に企業規模こそ小さいが、高  

い付加価値の製品を生産し、小規模ながら堅実  
な経営内容をもつ企業が多い，ことをも意味して  

いる。そして少品種大量生産方式よ．りも、多品  

種少量生産方式に基づいていると′いう大きな特  
色がここに示されているのである。この傾向  

は、伝統産業の分野のみならず，ハイテク牽革  
においても顕著にみられる。  

」‘そしてもう1ついえるのは、京都には全国的  

な大規模企業は少ないものの、機械、金属など  
の産業セは常に先端技術の研究開発に取り組  
み、独自の技術開発や製品企画；よ？て成長を  

成し遂げてきた知識集約型企琴が数多く∴産み出  

されている、ということで量ろ。こうしキ高度 な技術力に基づく独創的な製品の製造により、  
重小企業も含めて京都には特定分野で高し、シェ  

アを占める企業が多く存在しでいる。   
④拡大する京都企業の海外進出1985年の円  
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敵陣、・÷京都で、も安い労働力や新市場督求めて  

海外ぺ進出新る企業が数参観麻珊な虚1与に  

なったわ最近は大企業の威怒らず中小企業でもミ  

混練進拇が扱お砂甘潜り・、二1国際化が急ピタチで  

避展二郎い意。・十ぞ心て式企業こ匿おV〆せは「点」：＝  

感確外遊出の時偲膝捷簡捷終傍、を屠晩対加古簿  

世界た自稚ネタ妻ドワーーク網を構築す思時機陀移  

得じでいる㌦簸種別ぜ慄京酌め整形産業である  

株棟ユキ■釦軌‡繊維関連企業の海外進出が中心と  

なっぜゆるポ、L、最近骨はそ抒以外盛業種儀あ盲る′  

食品、サービ鬼督どゐ企梁ぬ海外進出が盛葡に  

なってV′1ェる浩 諸会費爛小00イゝ工やり粛〔：・  

日ノ肘と心せばイ，モ現地鮮要図俣由願綴拡大が象  

¢が、．・近年は、∴現地市場効き青もズを、把超す忍魔  

圃感情報収集粗略点瑠心る漠席ぷアし悩蠍進出唱  

的蜜じでは車労働赫利相恩感凍亜軽減が多いの  

が特徴庵務翫．感鰹京都にーはナ優艶ね捷衝力を  

針頭金渠が多くこ、属地政府の産業保護政策上、  

凍地盤産廟利せしゝサごとで進出闇承通風企巣  

む少なく；穏ゆよ劇偲・E；・盈Ⅳ諸国埼ヰ塵叔燕国か  

らの投資の流入により、順調に産業基盤が拡大  

む首い蕃国軋みら灘畑今後濾回向産業の振興を  

使先ぜせ思と小謡庚魔終審む漁廓腐ぬめノ単か  

るコスト面での凝堰准見直潜れる■芯ぜ・と應ろ  

う。，・  トラて⊥・謝針正札∵．－1  

■1一対l㌻J食∴∴、う押′卜・ご巧くi    ■L巧旺舶什い  

【3ぎ］ふ’，ミ∴市内事業所の地域分布しi孝一i‡  

∴一擾れやはJ、三．う：隠た特色をも∴ら京都市の産薬  

構造にお豆、や、さ各菜種の事業所は市肉で捗のよ≡  

i止て■（■・－リ・J二‾■■ナ∴ノし、  

うに分有し、ま′たど砂ように準移し甘いるのガ  

ろ、うか。立て之では∴Ⅱナ1r■ニーZ表を参考にしを  

がらこの点に注目してい1きたい。．  

二①第．1凍産業至言1991年現在における第1磯慮  

業の事業所戯は33で1■4全事乗所数の0、：0ぎ％．と相  

対的地催慮瀾押まま1で1億劫恕がら減少傾向にご  

あふbこ＝れらの事業所憶‘ぼ践全市城拡分布■揖て  

い満城県 北区く‡・右京区J■‘南京区、乙供見区なヒ周  

辺行政区に比較的多…くノ残をれて〕いるといった格  

好と・なっ，てやトる．・。‘キ．‡：  ∴卜い一・■  

－＿㌧（訂第之次産業う第2一次産業ほ北区、，上京区、  

中京区忙多く適地して町り㍉－1中でも製造業はこ  

の3区で市内の45．6％に当たるア，6肝の事業所  

が集刺しており三、この内76．ニ2％湖繊維関連産業  

で占め戦況でいる。じかじ、ノノミ）の3・区は1986年  

ほ此べそ珊ぞれ85．甘％、弘．3％∴83．′4■％と事  

業所数を大き嘩†減ら＝／ノでいる1d・遵に製造業にお  

いで覇業所数が増加毯L℃V声るのは、1先見区の対  

1986年比旭qi2％．、’山科区の189．9弥∴粛区の  

103i沌％ミ西京区の101．0㈲で後屈いこのよう◆に、  

1986年かぢ19弧年の㈲密教遺業の動向について  

行政区別にみてみると、伏見区、▲山科区こ南区、■  

そ心で西京区頑健雄菅恕桝照度称一頸胤蓼バ上京  

区ヾ∴中京区ヾ下京区などでは活動が大き、く低下  

して．し，毒る。∴車なわち、ぎi繊維産兼の比重の高い二北  

区ヾ‘ミ■上京区、－中京区儲ど二、，†市街中心部や北部が  

伸び憾んでヤ†るのに対心㍍比較的重化学玉葉の  

比率の高〉華南区や、．さち肥伏見区ご山科区など  

の南都方面が有利な立地条件を背景に順調な伸   
‘’十11  

江‾1‾2嚢事▲顔¢行政広鋼分布（柑き詳〉  】lて＼「‾ つ「；て芝’釘付許r：啓’ミ；】露ニ▼†  

し tゝ。・：  （責科）ー事業析■董丘貯キ書】  

ヽl■ 一  一 －、■■■ －■－■ ■■ヾ● ■■■■■■■●ヽ一■、ヽ■■■■● ● l  

にH㌻∴署一芸＝二ざr；．ふ  

ト亘】け相川薄情嘆美凝鬼石十∴温  

f6  

」鎚．磨   



びを示しており、今後も工業の成長拠点と．して  

発展が予想される地域となってし？る云ご  

③第3次産業第3次産業は中京区と下京区  

がその中心をなしている。卸売・小売業、飲食  

店鱒軍区内に市全体の30．0％に当たる13，899の  

事業所が立地している。この地区は4つの百貨  

店や多数の娯楽施設を備え持つ京都市最大の繁  

華街である四条河原町周辺や、駅ビルの改築で  

伊勢丹の出店などが注目されているJR京都駅  

周辺を含む、商業の中心地域であろ♭ただし2  

区とも事業所数の実数は低下しており、これに  

代わって、宅地開発が進み、人口が急増してし？  

るために大型店の出店や増床が調次いでいる伏  

見区1区甲みがその実数を伸ばしてセ1皐。，また  

中▲京区′・下京区には金融・保険業も集中してお  
り、市全体の43．7％に当たる573事業所が構え  

与れていろ。これは金融需要甲強い京都一のビ  

ジネス街である四条烏丸周辺し手金融曙関が多く、  

互地してい昂ためである、。．声りように、中京  

区・下京区の2区は京都市l；串ける帝業および  

金融業の中心的地区を形成してVゝるのである。  

この2区に上京区を加えた都心部の事業所総数  

は弓与，q与βであり、これは市全体の35．8％を占め  

ており、その／†－センテージは低下レているも  

甲？、京都市において高｝－監禁集積度を誇る地  

区であるといえる。   

［4］ バブル崩壊後の京都帯革漬4）  

「複合不況」「複雑骨折」「′．†プル不況」など、  

平成の景気後退をどうと与えろのか、さまざま  

を造語が新聞や雑誌をにぎわしたが、日本が戦  

後初めて経験心たタイプの景気後退の影響峠、  

京都経済にも現れているら：・   

個人消費は労働所得琴境などの変化により、  

生活必需品にまで落ち込みがみられろよう8；  

なってきており、1992年度の百貨店・スーパー  

の売り上げは前年を下回る見込みである。設備  

投資においては、企業収益の減轟や先行き需要  

に対する不透明感から抑制基調が弓垂ま？■てお  

り、とくⅠ；製造業では大型硬資の一挙に加えて  
企業マインドの冷え込みもあって、1992年度は  

前年を大幅に下回っている（ただし非製造業に  

おいては、ホテルの増改築、百貨店の増床、スー  

パーの出店と小った要因により．、高水準を維持  

し続けている。また住宅投資は、一次取得者が  

購入可能な価格に値下がりした物件が売れ始  

め、実需に一部回復の兆しがみられる）。こ甲  

ように、国内最終需要が落ち込む中、生産活動  

は在庫調整の長期化から全体的に減産が続いて  

おり、とくに電子部品・電気機械・「般機碍な  

どの製造業では、1991年秋以降減産基調が続い  

ている。企業収益は1991年、92年と2年連続で  

対前年比減益見通しが多い。また金融業におい  

ても資産零要は低調で、企業の例華件数も増加  

傾向が続いている。業態別でみてもバブル関連  

から繊維関係を始め全業態へと拡大しつつあ  

り、原因別では不況型が高水準を示しており、  

景気減速の影響が顕著に現れている。地場産業  

では、和装∧口の減少による長期低迷と、景気  

の後埠によ卵肖費マインドの冷え込みから、高  

級高額品の売れ行きが大幅に減少し、生産調整  

を余儀なくされている。 1   

土のよう阜こ、京都においても企業の景況は節  

しさを増しながら、引き続き減速過程にある。  

［5］奉とめ  

最初にも述ったとおり、京都市産業の地位は  

年を追うごとにその地位を低下させつつある。  

古き伝統産業や豊かな観光資源をもちながら、  

押し寄せる時代の披に乗り切れず、伸び悩みに  

あえぎ、そこからの抜け道を模索すろ現代京都  

の姿をさらに明確にすづく・、以下の節ではもう  

少し焦点を絞り、先端産業と並存する伝統産琴  

を支える西陣の織物業甲変化、経済のサービス  

化のカギを振る観光業、そして高い産業集積度  

を示す都心部め産業構造変化、以上の3方向か  

ら京都にナブローチを迫ってみたい。開発か保  
存かで「揺れ動く古都のさまぎ吏な問題を考える  
にあたって二産業構造の転換は重要なトピック  
スとなりうこ皐ので奉る占∴  

1）経済企画庁経済研究所′＝『県民経済計算年  

報』1992年による。。  

亭）、′3）いずれも総務庁統計局『事業所統  
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変化を考察するム・■－   新調査紺勤1986牢い「19如年によ為占J1  

L・4）大蔵省京都財務事務所『管内経済情勢報  

■苦』、∴1992年9月こにょiる。  

① 高付加価値化志向・J巨＼’  

・1白70年璃庭入る塞こ∴オイルシ諒夢・如±伴い西  

陣裁物巣ぼ慢性的な不況ほ陥名占それまで瀬調  
に伸び続けそさた総出荷衝は箸伽d億円前後や  

頭打各になり、塵産数量は減少を競ける。－函睦  

の主要品目やある帯地を見てみるを±、1975年か  

ら由9b年にかけで出砺葡濾1，6由使用前後せは  

は」走なぁに対してこ生産数量は730万本から  

430万本人壱瀬沙戊届けた。，ろまり製品の単価  

は上がってぃる土と踵なるき上れは高付加価値  

化志向ぁあらわれととちえぢ耗る、。J′  

∴7この不況み要因は妾ず光l土述べたように着物  

経れが進んでいるご差i蓋あるふ／春め傾向が景気  

の後退l±よるせ知嚢需要の不振と癌巧形や表面  

化畦たにすぎな痕官つせこり帯嘗め増加は見込め  
ないのせぁる；ふ峰きや単痛の低¢製品を切り絶  

て∴高潰 付加価値を綽占奥晶iら☆ラ下ずること  
海商処Uよサど）したゐである甘実際に付加価値  

峯ニニ［（出荷療三原材料換先帝）予＝轄出＝藤叡こを上  

昇させた企業ほ1事由年毎全体め93鯵にめぼ毎々  

ボ恐㌔．トト∴＝∴袖、     ・・′  

侃着物経れiこ加是宮上；生糸ゐ輸入制限應屈付加  

価値化志向を強め短ふ生糸の帝大制限によぅて  
由内め生糸価格撫鴎画塵塵廃物2・幡紐上昇し  

た。不況にもかかわらず製品価格を上げぎる－感  

得なかったのである。   

付加価値蓼萬爵藩医ほ高麗秘技術カが必衰で  
料翫■1由事J199疎にかけせあ女才＝レ、泰．画ジャ  

ガゥド（直織衰置さめ急ピタ諺ゐ遠大右技術力の  

高ま・りのあらわれせあ烏㌔き儀聞こil、タイレタ’ト  

ジヰ労圭一こドゐ台数牡3ご。5礎石塊i2q2台セなら、た云・   

② 企業の二極分化J；  

1975年以健西陣ゐ盆葉数i立春綻の蓬あ減少し  

続けせを底t∴也帝顧秘減少ごした企棄敷も過半数  

に達した．芝′）。ニミー旦か酌適業当たりめ出荷額は増  
加も掛諺せ音義よ也産構造¢変経巻企棄の魂模  
坐出荷額め尚療射ら塙虻¢二ぞ。∴  
こ土織橡錘紺り観め番数を遜郵津野1檎を鋸5  

乱≒・小巾力織機紺色蓉壷台J並†恒卓広巾力践椴  

1さ台を：針倉に換算y控1由d年め企業の構成を規  

模別に崩濾と、5‘0台以下、5．5ヤ1鋸油、1瓜5   

2節 西陣織勧業の空洞化∴  

、′リ．．阜■心㍉√甘し、11   

前節で述べ克よう「に、・京都帯ゐ産射き潜心iて  

繊確産菓の占める5地位は依然とじぢ重要なもの  

である。二・その貼建立業の製造出荷額ゐ約9二割を  

占める、ぁが西陣織や友禅葉と心、ら産伝統的な縫  

物業、ニ染色整理尭である占1√こゐ廟せは宙醸鰍こ  

痍点を霧て、ニ菌陣あ塵産構適あ吏どう変化じ長か  
＝r∵1  

を考察するd▼■  ÷：  
き  二；．－：1  

【1】西陣綾鰯秦ゐ産壷的簸移  烏ll  

∴覿災應免れた素都膝終疲薇も塵産基盤をそめ  

如鴻離摘嫉桓時的な経済ゐ活溌康幸斐七  

転備㈲触虹湊獅押転封鍼墟感細ら  

1自由奉蛙かけせ由布頑は7．，8借疫増え喪主針‥ト 

ところが1960年代の高度成長顛転入凄整や国  

民所藤ゐ伺上陸伴らで嗜好的薮和装商連の需要  
が伸び羞憲方恐さ・座席用品であ凝着危ゐ汐主テ  

は次第に下がってゆく（Ⅰ－2－1図），。これ  

は大衆向けの製品の生産基盤が他産地にく場長  

で磨寒れ遷座4磯ほ同時に、J国民ゐ卓イウ嘉タ  

イルが変化じたヱぜぢ妻由やあ凱ごJiあゆる着  

物離れせあ姦。∴素澹都市佗の進展た伴唇療織りL  

機を安価な労働力庵得やず扇郊外や丹後地方躊  

資愛す恕傾向も療庵睦強凄窃てリムらた（出磯）占よ  

これらの立とがオイルシ主－ッダを機に西陣め生  

産構造を大きく｝衰え者裏白となちお。L・  

元上之′ゴ1新品紬宛趨由払り  

19帥 ∽ 怖 偽 柁 乃 柑 81叫．8Tl㈱（年】  
㌻＝∵八軒蘭掛博師攣鱒明和∵l  

【2］甲陣織物業め筆産績革の変化∴！   

オイ）レショヅク以後、二西藤織物業は不況に陥  
・れ）垂直線造型大きこく儀海産よさめ変化は景気  

が好転した1980年代後単におじ咤喝基拳的に変  

わちセ心な鴎唖軒、阜も壌妙3わの観点からその   
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一30台がそれぞれ26．3，17．1，31．0％となって  

小・中規模膚が4分の3をしめている。一方、  

100，5台以上の大規模層は4．6兎にすぎない。出  

荷額の割合は、5．0台以下、5．5－10．0台、10．5  

－30．0台がそれぞれ、5．7、3．7、14．1％となっ  

ているのに対して、100．5台以上の大規模層は  

48．0％を占めるに至っている。ここから企業の  

二極分化がうかがえる。すなわち西陣企業の大  

半を構成する小・中規模企業が出荷額を減少さ  
せているのに対◆して、少数の大規模企業は出荷  

額を伸ばしている。そのため過半数の企業が出  

荷額を減少させているにもかかわらず、全体的  

に見た1企業当りの出荷額は増加したわけであ  

る。   

また大規模企業ほど出機の構成比率が高くな  
るため、企業の二極分化は後述する産地の空洞  

化とむすびつく。  

（卦 産地の空洞化  

1975年に22，722人であった従業者数は減少し  

続け、19如年には12，307人となった。内訳を見  

てみると内機従業者のうち事務・営業が5，808  

人から5，118人とほぼ横ばいなのに対して、間  

接工・ウイーバーは9，305人から3，727人に激減  

した。  

Ⅶ－2－1美 禰機台数の推移  
（単位：台）  

悪化にともない二西陣地区の人口は減少した。  

後述のアンケートの対象地区である大黒町を例  

にとると、1980・1985・1990年の人口は131人、  

85人、74人となっている㌔ こう．して安価な労  

働力が不足する。また不況により．在庫数量がふ  

えると、生産調整が必要になってく，る。そこで  

生産調整をやりやすい出機に依存するわけであ  

る。   

先ほどの企業の二極分化と関連づける－と、業  

績の悪化した小・中規模企業が生産規模を縮小  

したのに対して、市外への出機に依存する大規  

模企業が生産規模を維持したため、生産工程が  
西陣地区外ヘシフトしたと考えられる。  

これら3つの変化こそが西陣における生産構  

造変動の特徴であり∴今なお継筒中である。と  

くに産地の空洞化については1980年代後半の好  

景気によらてこ一方で人手不足、他方で地価の  

高騰の影響を受けて加速した。産地の空洞化は  

企業の二極分化とむすび付く十方で、技術力の  

低下という点で高付加価値化と矛盾する。この  

矛盾を解消するため、西陣織工業組合では第3  

次西陣振興対策ビジョンを1991年に制定してい  

る。これによ皐と、①和装商品の多角化、②洋  

琴・装飾テキスタイル素材の開発によって新た  

な需要を生み出すこと、③技術・生産システム  
の再構築によって産地の空洞化に歯止めをかけ  
ること、さらに①（宣XDのベースとして④人材の  

育成をはかることを基本的な方策としているら   

1）八田英二「西陣織物業の企業動向」、京  

都市経済局「京都商工情報」Nり，141、  

1989年、54頁  

2）京都市経済局F前掲書』、49頁を参考。   

3）国勢調査による。   

4）その他の数値はF西陣機業生産動態調査』  

（1～13次）による。 

3節転換期にある観光業  

［‖ ■京都観光の現況   

中世から近世末期まで千年もわ間、都がおか  

19   
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一方織機の推移はⅡ－2－1表のとおりであ  

る。市外への出機のみ横ばいで、他は激減して  

いる。特に丹後地区への出棟の構成比が高まっ  

ているのが日立つ。1975年から1990年にかけて  

仝出様に対する丹後地区への出機のしめる割合  
は46．1％から66．4％にまで上昇した。また全紙  

様に対する出機全体の占める割合は7割を越え  

た。   

これらの傾向は西陣地区の産業の空洞化を意  
味している三つまり西陣織が西陣地区外で生産  
される傾向が強まったのである。この要因はま  

ず都市化の進展にある。地価の上昇と住環境の  



れ、、政治ヾ㌻．i経済の中心であっ†た京都は当然のこ  

とながら、、lあらゆみ時備においてその時代の先  

端文化の集横地であった。．近代以健、東京に都  

が移った後も■、▼先駆的性格は受け継がれ、独自  

の優れた技術、ミ文化を乙生み出至してきた。そういっ  

た都市の性格から京都ほ昔から文化観光都市で  

あったと㌧ゝえるd、．；ただ昔の京都が先端性を観光  

資源としていたのに対し、これらいにしえの優  

れた先端文化国歴史的遺産のスニ取ックを観光資  

源の大部分と・しでいるのが現在の京都観光の特  

徴である∂1了＼仁：  い1■  

r■199丑年．1∈京都を訪れ充詔朝光客数は3，ご930万  

人、1971年に3，000万人を突破し、1975年、に  

3，804万人となって以来、現在までこの水準を  

保らてVミる。∴（∴Ⅳ十3・「、l三国り二1＝こう・した中で、  

1981年には勘鋸0万人こ■ご1990年には4，至000方Aの  

大台に乗ウているよ．しかし、÷与の三？の年の給  

観光客数斡伸びは、ニそれぞれ神戸、ノ．大阪で開催  

された博覧会の影響を愛頼たも）申で怒・り、一束都  

観光そのものの力と昧Ⅴ？えなり占！－逆撞1985年、  

86年には、勺古都税紛気砧の影響で1一時的にそ  

の数を大滝咤減ら心耳レ琴る。’u？まり、京都観光  

は伸び悩んでいあのである。 亘  

1991年には5q万人を突破、京都の国際観光都市  

と．しての貫禄を示している慕うに見え・ろ。しか  

し、全訪日外国人の申で京都を訪れ各人の割合  

は、L実隠滅少しているのである。  

1965年当時、．京都来訪の外国人の仝訪日外国  

人iキたいする制食桂街％も■あ射ぐ日本に来る外  

国人の3人に2人が京都を訪れていたモとにな  

る。それが1991年には16％に蚤で滅々て・しまっ  

てレ；、る。京都は、・観光都市とし耳の相対的地位  

をい国内麿峠む国際的にも、低下させ芯いるよう  

であるd・．   

このような状況の要因iま、先にも述べたよう・  

に、現在の京都隕観光登淵は、，その多くが歴史  

的遺産のストックー主に寺や神社－であり、若  

者にとりて魅力が欠頼ていること、－～偉してこれ  

ら∫の遺産l草たよわ～さ・またその知名度の高さにあ  

ぐらをかき、誘致努力を行なってこなかった京  

都市や観光業界の対応が、」触郡市峰遅れを  

と亘京k鳩手車であるふさら柊仏教会牢京都市  

や企業むの争や七古都税紛争やJR東都駅、京  

都ホテル頃撃で替え問題における封重－は、寺  

側の拝観拒否とノいう手簡に及び、．京都観光に大  

きミくノマイナスに作紺している。∫ゝ   

このように観光都市京都は厳しい情勢におか  巨トヰ■JⅡ∫」8し王威†飽■光痩地  

れている。   費ミrL・㍗、稚躯拉  

羽
盟
こ
即
諷
漉
〓
れ
幻
Ⅵ
二
 
 

￥
管
畠
万
人
 
 

竹●r ・〉瑳：L：軋：  い  

叩∴麺転東都嘩顧嘩「＝  
伝観産幕⊥二兎端寮業常どモノともに帝都の経済 ［†員†  

を支えてい易塾座れ更せ・、．ろ観養蚕業である  
が、占あ森産灘態轟た寄与しているのだろう  
か。経済統計軽を見るときゝ．産業部二門の中に観  

光産業という指標がで不尽る声とは稀である。  

なぜならさ…、観光産業は、・文化施設や宿泊サービ  

ス業、製造業も「卸売業、交通サービス業など多  

数の業種に広がりをもちふ∴着れが複雑にれらみ  

あい、たが叫こぅあるセーは他の産業に影響を及  

ぼしてVうるのであっで、そ松を個別に見ること  

は国難であるからである。しかし、大きな経済  

効果i・・あるい旛波及効果ポ轟■各皐せは確かであ  

る。ミ京都市内甘糾す轟観光産業の規模を、年間  

売上高廿事業所数、従業者数の観点から見てみ  

よ脅さ、．   

」（抽）納経化概・滝ir真＃組細i毎鞭」1別往年  

この更地恐、修学旅行客数ミ。外国九客の推移  

からみてみよう。修学旅行由メタ瓢をよばれる  

京都で遍路が＼⊥番冴客数は速卵弓年の143万人を  

ピークた年々減少し、tl由1年には111万人となっ  

ている。・これは、学生の敢その．ものが減少して  

いることに加え、署ミの衝き先を務紳宣向l博学  

校が増加していることによるものである。一  

方、京都を訪れた外国火客数甚尊者の増減は激  

しい・も＝ののい全体としでは増加傾向にあてり、   
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られるのが、大規模チェーンホテルの進出と、  

それと対照的な、地場産業ともし？うべき旅館の  

減少である（Ⅱ－3－3表）。この変化と、変  

化が及ぼす橙済的影響を探るため、，．まずは旅館  

業の変化について追ってみよう。  
Il－3－3義 旅館、ホテル教の推移  

】l一，3－1表観光産菓の産亮規捜  

（資料）社．団法人京都市観光協会  
F第3次京都奴光基本消費報告書』1g89年  

前表のように京都の観光産業は、京都経済の  

中で大きな比重を占めている占∴  
．さらに観光産業全体の市内調達額は5，110億  

1，300万円で、観光産業全需要の38％、その波  

及効果は．9，825億5，100万円で、波及効果率は  

73％にのぼるム観光産業がいかに京都経済に影  

響力をもっているかがわかる。   

lI－3－2衷 観光森良案別年間売上高（置円）  

（資料）衛生局観墳保全室環壊衛生課   

（D減少する旅館業1旅館業の特徴は、市域内  

調達率が49％と高いことである。そして、その  

内容をホテルと比乾してみると、原材料の分野  

では、、京料理を出す旅館が、米や青果物を多く  

仕入れている。京都の農業が、稲作・果実・読  

莱に多く依存していることから、抹銘菓は農業  

にたいする波及効果が高いといえる。また商品  

の分野では、みやげ・記念品をホテルに比べて  

はるかに多く仕入れている。旅館はみやげもの  

業にと9て大きな市場とな？ている。旅館業の  

波及効果率は96％と非常に大きい。旅館業の京  

都経辛割こ与えろ影響の大きさがうかがえる。  

その旅館が、この10年間で大きく減少してし）  

る。1981年時点で1＼074あつたのが、1990年に  

は782まで減ってしまっている。区ごとに見て  

みると、中京区（東山区での減少の多さが目立  

つ。中京区は京都の中心で、新京極などのみや  

げもの街があり京都観光の拠点として、また東  

山区は清水寺や八坂神社、東山山系など、歴史  

的にも自然的にも多くの観光資源が存在し、と  

もに古くから旅館の多いところである。これら  

め区ではホテルが激増しており、新興のホテル  

に客を奪われた形となっている云地場産業・旅  

館業の衰退の典型的事例といえよう。  

1l－3－4表 ホ■テル、旅館の利用睾  

（資I‡）討：団法人京＃市観光協会  

F第3次京静観光・基本謝j重箱告書」1989年  

産東柳に見てみよう；ここれうの産業の中で、  

宿泊業とみやげもの業峠∴総売上高こそさほど  

高くはないが、．直接観光関係分の売上高では大  

きな比重を占めており、その観光依存率の高さ  

がわかるムそこで、この2つの産業がどの程度  

京都経済に寄与しているか、またその現状はど  

うか、そのあたりを見てみることにする。㌻  

［3］ 京都における宿泊業の変遷  

一族舘の減少、ホテルの増加一   

前で見たように、観光産業の中で宿泊業は、  

直接観光収入が最も多㌧、産業である。1987年に  

おける事業所数は897、従業者数は15，255人で、  

1事業所当たりの平均従業者数は約17人、これ  

は京都全産業の平均7人強を大きく上回うてい  

る。宿泊業の雇用力の強さを示しているといえ  

よう。   

また宿泊業の市域内調達額は490僚9，600万  

円、波及効果額は901億7，500万円と非常に高  

く、また、市域内調達の割合は45％、波及効果  

率は83％で、それぞれ観光産業平均の38％、73％  

を大きく上回っている。   

ここユ0年間の宿泊業界の構造変化として挙げ  
（資料）京都市文化観光局『京都市観光調査年報』1991年  
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．三う克た旅館業衰退の原因はヾ1・旅行者め時好  

の変化によ・る1・兼備麿利用客数の減少ゼある。■  

修学流布客や団体旅行客の就少がこ主命いち海  

容層専門め旅館に打撃を尊避官房怒㌻次三挙げ  

られるのが、後継者め不足せ地価の高騰硬か巌  

旅館無配快蜜な■疲容業であり「、▲後を継ぎたが  

ニ 
ト  

大規戯男房凝ぬ竺空相魂最癌替さはやっ  
ゃ離婚ずミ：経営形態轟法人経菅酵転換心緒生き  

残りをかIナ各旅館名馬る；ごし  

・、このよ酎云兼銘菓肢衰退剋セきて斡為よ密接  

そめ伐替業と∴餌＼兢滅菌泉房如はくきうか。次に  

それを見て叙述うぷパーこ詩（■vt享‡  

⑧相加新海妹テル十ニホテニルl相磯醐達額替  

融：1廉銘菓を上回かや払容か池激地成せ凍凋1J  

軒当ぬ・り：－の親模が爽幅絶遠笥欣めで泌者が調層  

率は旅館業を東園っ．宙いる・j二ま尭市城肉調達額  

の毅聡多い のが1・他め地域需要を喚起じない水  

運笹光兼凛である左巻壌考える1恕波及劾来社怒  

れほ哲夫営一争ないふ′業腹ぐ浪渡効果率iま細姐と  

旅館業龍頭料なか百三及嬢を・やも三瀬は∴大嵐模  

チ去料髄ホテルの進ぬl確固し町レi風恕のと思  

ゎれるよニうま：り京都抑鱒桂膵’もう努玉藻新ホ  

テ妙がざ奉社密議括℃奄他あ地域かち仕入れる  

傾向が強しゝ蒐め瀬と予想料鉦敏打ペ  

ルホラルの増加は麗の加俸蘭書しゎ。、1こ9劉年1ニ  

故知しかなかゎためが1梱軸年■離掩蔽嘲畔  

せいる占・泰テルぬ利精華風儀商卒杜ほ50瘍；を痙  

え、l旅館め鵡％を大き・く′追回お好やることから  

考えキ亀当然の傾向七い道鳥♭チ‡981年から鵡増  

えた洗顔妙めうち35％の瑞がチー立ヰ（シ駄テ加否  

ある′。1991年現在京都帯向陀あ盗野塩半歩凍読  

ルは33＼密室数纏礎呼8，■0『唾あ訊ゝこのうち  

弓  
ニ 

・、  

いはホテル菓をも怒萄困難拡陥らせる一に至って  
いるよう二号あ有訂1芋二幕藩声▼’ニ‡号音ニ∴∴∴∵  

京都肇準郡宣ニ草鞋呈郡毎萎鰊も特  
に市の経済に複雑にから．みみ恵庭地場産業で  

1 

ぁった■こしヵ肯ミ廃染毒地鳥蓮如易去ところ  
の旅館が減少し、吊餌礪凍計軟．じかも市内調  

達率の低い京都外資本め大規模訝主音ンホテル  
が増加ゆ＝思麗とtはく！l宿泊業仝弥増初心調達品の  

市内産業ぺの依存度が減歩払．jl域内経済効果の  

相対的低下叡憩陳ず患こ必になり∵・京都経済の  
；「地盤沈市」こミの十因一となっそ嘗て〕－るといえそ  

うである。   

；こ；且‘わ  

妻謂警「警軍票轟蠍㍉、妄＝…；i  
†  

京都に．購漁網難読農場細励旛掬  
特のみやげものが多い。八ツ穣、せんべいなど  

の菓子類こ各種漬物密事治茶な■どめ風味品、L清  

水焼や京人形な鹿め装飾調度品ミ1西陣織掌友禅  

染な智多種多様礎あ徳き．み密ぼもの業は郎売め  

み簸ちず」崖こ牙茸冬ちた地場産業由製造分野にも  
広ぞ波及・し焙払盗ので濁る。近年ゐ消費者動向  

がこ1本Åの趣味にそるぞ購入す・為個人志向こJ∴ま  

た本物志向であるさ・とは⊥－とれらゐ産業に▲とら  

て、よい傾向でみる、とこい，えそうである。しかし、  

反面、消音者ゐ財布怨敵もは同軍締高級品や⊥  
特徴のな醸箭掛放散遺され二密ゆ悪辻うである。  

，京都のみや騨㊨ぬ活は新寺の門前な．瞥に軒を  

並べる可i規模姦もぁが多めdニ資れゆ鬼」＼‘昨今め  

静ど行政や退寮鰯挙いに悪・為寺側劫拝観拒否  

問題など7までナ1非常匪深刻な問題となるよ牒れに  

加えてむ．二i近年ゐ消費動向旗本物志向で＼∴しかも  

観光情報がいきわたり㌔ご．：、一時定め壱・・しかLも必ず・し  

もみやげもの店という形態をとらない老舗の専  
門店から腐乱す忍傾向が守て増減筑一名志′㌧  

．旬きらI三修学旅行姐ね掛恥ご京都め地場産の叔  

射げもゐでは嶽，宅1ご凋lレミぉ経か畠過・プなどで買  

物壕舟影傾向が増数奇i勝る■㌻京都み嵐山は本  

来、桂川の清流とそれをか‘こむ山塊こiそゐ沖に  

あ冤こ風雅あふれ魔寺院之軋、：う美；しい風景を観   
皇警  
l  

．ふやi■ご ≡，叢J  ▲トト鞘．うーナ∵・葦▼て±  

地元  

奉る  
■・■1  

こう   

の資本  
ド＝．ら■  ≡謀  

2之  



光資源としていたが、修学旅行生にとってはそ   

こはタレントショップのメッカとして知られて  

いる。そうしたあおりを受けて地元のみやげも  

の店は、苦しい立場に置かれている。また、ま  

ちなみや景観に配慮をしてきた地元の店にとっ  

て、そういったことに気を配らないタレント  

ショップは頭痛の種である。しかし、それ以上  

に苦しいのは、こういった商品にシェアを奪わ  

れていくみやげもの製造業だろう。   

みやげもの業は、製造、小売ともに、消費者  

動向の変化や、タレントショップなど外部資本  

の流入によって圧迫されてきているといえる。  

以上のように京都の観光産業は、消費者動向  

の変化とともに、強力な京都外資本の進出に  

よってその構造が変わりつつある。東京系の大  

資本の支店が進出してくることは、地元資本を  

圧迫し、しかも産業全体め京都経済への相対的  
寄与度が低下するということで、京都経済を「地  

盤沈下」させてしまう。この京都の「支店経済  

化」という状況とその影響をより具体的に見て  

いくため、視点を京都の都心部のオフィス街に  

移してみることにしよう。  

1）古都税紛争1985年7月京都市が、観光   

行政、文化財行政のなどのための財源を   

‘得るべく、寺院の拝観料に課税しようと  

した「古都保存協力税」をめぐり仏教会  

と市が対立、12の寺院が拝観を停止し、  

大きな社会問題と．な－った。  

4節 支店経済化が進む都心部 三  

［1］都心部の概要   

京都の都心部は、行政区分では中京区と下京  

区にあたる。大まかに示すと、中京区は鴨川、  

四条通、－丸太町通、西小路通に囲まれた地域を、  

下京区は鴨川、四条通、JR東海道線、西大路  

通に囲まれた地域を指し、四条通は多くが下京  

区に含まれている。この2区の面積はそれぞれ  

7．24kn子、6．74kぷ、人口1〉は941484人と72，752人  

・で、京都市の2．3％の面積に11．5％の人口が住  

んでおり、郊外への人口流出が進んだとはいえ  

相変わらず人口密度が京都で1番高い地域と  

なっている。また、昼間人口．もそれぞれ  

166，054人、149，112人と常住人口の1．76倍、  

2．05倍であり、3番目に高い上京区の1．31倍を  

引き離して京都でもっとも高い地区となってい  

る。しかも、下京区ではこの傾向が強まってい  

る。   

地域別に見ると、オフィス街は四条鳥丸を中  

心に広がっており、銀行は烏丸通沿いに多く、  

証券会社は四条通沿いに多い。これは四条高倉  

に京都証券取引所があるためだ。また烏丸より  

ひとつ西の室町には繊維問屋街が形成されてい  

る。四条河原町周辺ほ京都最大の繁華街であり  

北は御地まで、西は鳥丸まで広がり、大丸、高  

島屋、阪急、藤井大丸と4つの百貨店がある。  

これに続くのがJR京都駅前であり、近鉄百貨  

店に加え近年アパンティや地下街のポルタが  

オープンし、京都駅ビルの改築に伴い伊勢丹の  

出店が計画されているなど、今後商業地として  

の比重がさらに高まると予想されている。この  

ように都心は現在南側へ拡大しつつあるが、他  
方では1981年に鳥丸通に地下鉄が開通し、94年  

には御池適に東西線の開設予定により、御池通  

の市役所周辺や二条駅前の発展も予想されてい  

る。しかしこの2区のなかでも、中京区のJR  

山陰線より西側は工場が多く、それ以外の土地  

は住宅地となっており、都心的な機能は備えて  

いない。 

中京区と下京区の主な産業を数値軍】で表す  

と、全産業の従業者数が242，131人となってお  

り、これは京都市全体の29．4％にあたる。／ト売  

業も、従業者数は32，518人で29，3％と、全産業  

における割合と近いが、年間販売額では5，400  

億円にのぼり、京都市の50，6％というかなり高  

い割合を占める。卸売業の比率はさらに高く、  

従業者数で53．8％の52，518人、年間販売額では  

58．4％を占める。最も都心的な特徴としては1  

金融・保険業が京都市全体の80．8％にあたる従  

業者を集中している点である。逆に製造業は少  

なく、従業者は30，418人で18．0％にとどまって  

いる。その38．3％、11，653人は繊維関係で、．  
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るよ…草葉所歌劇増加率は中京区がⅠ8．5％とFi∴下  

京区の12．7％をはるかに上回うている。■■   

（坤ご劇い4－川‘■ん、榊虐蜘区脚暮  

2沌64の事業所に動埼でおりL、1∵事業所当たり  

5－．6人と非常に小規模であ「るこ占∴またこl下京区の  

事業所は比較的規模が太きくて、1事業所当た  

り11し召人の規模であ強めに対し1し中京区の怒れ  

は7】呈8入ーど京都市の平均・よ≡り下回っ■で¢ざる÷のが  

特徴であり∴産れ憾小童業と金融・1ニ保険業にお  

いて特に顕著碕あ叡よ小売業に関してく‡下京区  

では1事業所当たりの従業者数が13．5人で、各  

種商品初頑滞のこ5事業所（百貨礎計が販売額の  

55．5宛を占め癒b、、患の陪謝し」j中京区守は1一事  

業所当たサ4．g人と小憩模小売鰍帝心である。  

金軋こ仁保険業では↓事業軒数煎はほせんぜ同数  

であるめ1軒下京区が啓倍の従業者を有してい  

るふご・一膏ヤ守〃∵謹  
－  

【之卜、・高度成長期から伯78年代後半ま主での∴‘   

卜まi：一産業構造の変化■・∴1で   ト  

、京都軋＼帝二次大戦で戦災を免れた数妙ない  

都市漆宅あこるこ占1拗ため戦後の復興は早かった  

が、欄撼部偲交通網が江戸時代と変㈲らなセi法  

ミま残さ軋たため、オンテラÅこホラクチヰゝが整  

わず、チ∵董蒜タリ㌧ゼ≠嚢童こ卸本の対応が遅れた。！，  

・－こ之う、じた状況ぬを淑て高度成長期の糧960年か  

烏招年にかけでこ製造柴臆蹄衝3）他面京区で  

3；6償い下京区感払凱’3倍拍伸びを見せた三66年  

まそは古ゐ②区せも製造業の従業者数は伸び競  

机㌻中萩区で■は72準ま”ぜ事業所敬では増加心  

たよ漉か鮎考㊥級、：■都心部ぬ製造業は衰退しミ′  

75年には最盛射であった72年の78．0％まで従業  
者数が滞留込冴、笹酌冴後場椎葉に減少ごし続吋て  

V、る。この虜囚壮・じノぞ地価の鱒騰があ訝られる  

がト63年から69年の間に不動産業の事業所数が  

中京∴・下京区で26細〉、ら453：に急増してレiる－よ違  

の産業が畢匿樹自ずあのが8蜂以像哲あ■りしこ■そ  

れまで濾あまり′変化が見ぢ猟ない。   

月、売業に閲しせは商品販売額がこめ時期に中  

京区や建．・諺播」▼＼下京区隠は5．4倍に伸びた碁後者  

でめ伸びが比較的射きんiの駄以前から百貨店  

i宣よる′販売額が高騨割合を茜地璃ぜた姐∴規模  

聴衆新進み∴弘小売店当たりの従業者が5て．37乳  

と京都全体の乱5鋏や中京区の4‘抽入をはるか  

に五庵堵豪馴こなち籠已とが如きい■と思われ   
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義 一◆■■  

ト  

tり㍗一－■  

・都心部の小売業ほr970年頃かち大きな変化を  

迎還るか・Ⅱ峯4皐1図は各区蝕lこょる個人商店  

数め数を表レ隠避めであ竃・こ（東山区は山科区と  

分区する以前の、旧東山区で表示）dさ70年以前  

は、都心部においても80％以上が個人商店で  

あゎたがこその数が70年から絹布ま，での6年間  

に中京区で16i3％こ下京区別7－ごこ1％点滅少し、  

それ以降も同じよ訝なペ■＃スで減少しでいる。  

三れには73年fO月．め策謀次オイルシきヅクが大  

きな影響を及ぼ屯刹沌∵。jそれ以外には」76年  

の阪急百貨店京都進出ほよ・右影響も見逃せな  

い。これによって危槻を感じた京都の各百貨店  

は、73年頃がら増床鑑動魯こ汀両区l鋳ける≡面貨  

店のシェアを68年の33．6難から72年36・8％、76  

年38．3％と伸ぼした。し恥隠語紗後穏、京都市  

が大型店め出店親御を強化し窄汲め示小売店の  

規模拡大は進まずこ∴京都の都心部、特に中京区  

ば現在や地他藩燐都軒に比啓規模の小さ慈が際  

盗力拓い名云二／直物変化にはら筒中蔵匿のホ売業  

は従業者数を減少遷せたが、汗涼区は百済店の  

規模拡大に適職ミ■牙イルショ＝タゆの・ときにも従  

業者を増加させたも（！ニ；  ・汀・・  

∴卸売業に関（しでもぷ1顎66年を．ピー如こ横ばい   



この二？で74％を占め、3番目に多い滋賀県、  

兵庫県の171を大きく引き離してし、る。東京、   

大阪に本社をもつ会社経営による京都の事業所   
は、81年から91年にかけてそれぞれ57．0％、  

軋9％も増加し、従業者数では14，851人、  

L  4，062人増加した。との時期に京都全体で増加   
した全産業の鍵業者数は49，弓89人でしその増加   

率は8．5％であるから－、この増加率は極めて高 、  

い。また、これらの事業所当たりの従業者琴は、   
東京からが28．0人、大阪が23．8人と、規模が大   
きいものでらるから、これらの事業所が、京都   
の産業構造に大きな変化をもたらしたことは明   

らかといえよこう。  

これは、京都市全体における変化であるか   

ら、これが都心部についておいえることなのか   

を検討する必要がある。そのため私たちは、92   

年の11月に、独自のアンケ十ト調査を行った。   

調査対象は、オフィス街の中心を成す四条鳥丸、  
鳥丸御池に近接す為16のテナシトビルと、10の   

単独ビル内にある176の事業所についてである。  

【4］ アンケートの革果  

これらの事業所の産業構成比I革、卸売・小売  
業、飲食業の割合が21．7％と都心部の中では低   

く、金融業15■．4鱒、サービス業22・3％、不動産  
；ノ業9，7％が高めになっている。繁華街の委素が   

なく、飲食店、小売店が少ないたやである。不   
社所在地別に見ると、東京都か如．白％で最も多   

く、京都市34．7％、大阪府12．5ヲ‘で、全事業所   

数の90％近くを占めており、地場産業が強いと   

いわれる京都でも、都心では外部資本の割合が   

高く、支店経済化が進んでいることがわかる。   

そのなかで京都市本社の企業は、Ⅰ－4－2国   

を見ればわかるように小規模なものが多い。ま   

た、京都への進出時期（京都創業のものは、そ   

の時期を示す）を見ると、Ⅱ－4－1表となり、   

京都本社の企業はどの時期にもまんべんなく進   

出（創業）しているが、外部資本の京都進出は   

70年以降に集中しており、ますます活発化して   

いることが見えてくる。不況下にあるアンケー   

ト実施時期においても、これらのテナントビル   

は満室であったから、この地区では土地の高度  
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状態が続いている。中京区、下京区の卸売業は、  

現在でも繊維関係の業者が多く、販売額の40％  

近くを占めているため、繊維業の不振による影  

響を強く受けているからである一。その一方、商  

店数は漸増している。66年では3，941店であっ  

たのが、91年には4，114店に増え、1店当たり  

の従業者数を減少させた。これは、繊維業の不  

振に対応するための合理化と考えられる云二ま  

た、法人の割合が56％－から72％に上昇している  

のも重要な特徴である。  

［3】1980年以降の産業構造の変化  

1980年代中京区、下京区の従業者数総数は、  

81年242．830人、86年236，458人、91年242，131  

人と、80年代半ばの円高不況時に減少させた  

が、後半の平成景気で盛り返し、あまり増減が  

見られなかった。産業別では、繊維業を中心と  

する製造業が、特に後半のバブル景気による地  

価高騰で激減し、繊維関係の卸売業が減少した  

以外には、ある程度の増加が見られた。しかし、  

詳しく見ると86年”91年には、大き．な産業構造  

の変化が見られるム  

1986年から91年にかけてのもっとも大きな変  

化の一つに、小規模家族経営の事業所が減少  

し、大規模会社経営の事業所が増加しているこ  

とがある。この2区における個人事業者は、78  

年、81年には17，000人程度であったのが、86年  

には15，150人、91年には13－286人と減少し、そ  

れに伴って家族従業者が81年13β59人、86年  

12，461人、91年5．355人と、激減している。また、  

従業者数別の事業者数では、81年には1－4人  

の事業所が18，249と、全事業所数の64．8％を占  

めていたが、91年には16，114に減少している。  

一方、30人以上の事業所は、81年の1，076から  

91年には1，307と、この10年間に21％も増加し  

ている。これらの変化に関係するものとして、  

東京、大阪の外部資本による京都都心部への進  

出が、この時期に集中した。   

京都市外に本所をもつ会社の事業所数は『事  

業所統計調査報告』によると、91年現在4，763  

あり、東京都本所のものはその36．2％を占める  

1，725、大阪府本所のものは38．2ヲ‘の1，818と、  



利用を進めれば、さら碇多くの外部資本が進出  

じでぐることも予想されるよrこうした傾向は、  

京都市全体からすると、多少時期が早い部分も  

あるが、これは都心が時代の流れに最も敏感で  

あるからだろうう。まだく81年には地下鉄が鳥丸  

通に開通し、交通の便がよ」ぐてなったため、，さら  

に活発化した部分もある。調査した烏丸御池周  

辺の事業所は入居時期が80年以降が90％以上  

∴；佃条烏丸では75％弱）を虐めで．いることから  

も、80年代になってから大きく変化した地域で  

あり、それまで鉄道のなかったこの地域にもた  

らした地下鉄の影響は非常匠大嘗l叫iL E］   

こうし虎現象ほ、80年代後半のぺプル繚済と  

密接に関係′していノるが、その地価高騰につ恥務  

は、次華で詳しく述べる。二  

′1）－∴給務局溌計課r国勢調査jt1990年。  

こ 2）′総務局統計課F事業所瀧計調査報告』  

1991年、通商産業省ニr商業統計表J∴止891   

．年。  ∴折烏  

こt，3つ京都市捨務部統計課r京都市長期統雑駁   

19助勢州叩－T‥間ふ⊥ふ㌢■  

′j式砂墟緋酬   
脚憾腑萄稲l前  
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Ⅲ 景観の変貌とまちづくり   

この章では、前章までで扱った京都の産業構  

造の変化が、景観、住民活動にどのような変化  

をもたらしたか、またその変化に対し住民がど  

のような対応を試みているかを、市の政策、清  

水・西陣の実情を踏まえながら考察する。さら  

に、歴史的景観を袖にしたまちづくりを行なウ  

てきた高山と比較検討することにより、京都の  

まちづくりがどのようなものであるかを明らか  

にする。  

1節 地価高騰と市街地再編  

こ甲節では、地価高騰、高層建築音キーワニ  

ドにして、産業構造の変化が市街地再編という  

形をとおして住民生活にどゐ．ような変化をもた  

らした申ゝを明らかにしたい。  

［1］ 都心部の変貌  

（D高度利用の背景  

1980年代の景観は、高層建築の林立によって  

大きく変化した。ここではどのようにして高層  

建築が林立するような状態が生まれたのか、と  

いうことを経済過程の変化と関連づけて検討す  

る。都心での産業構造の変化は、支店経済化と  

いえるものであった。トノそれは府外資本の進出∴  

サービス化経済の進展による、都心での管理丁  

中枢機能の集積であることは前章まででみてき  

た。これが、都心に立地する事業所の質的変化  

となって表れた。それは、業務空間の「インテ  

リジュント化」と〉－えるもので具体捌こはOA  

機器の導入とオンライン化である。これが従業  

正一l一個8F以上僻申譲  

（翻〉京軒「連票行正史年槽j  

貞当たり′の必要業務空間を増大させ、・オフィス  

床に対する需要増へとつながった。Ⅱ－1－1  

図は京都市の8階以上の建物の建築確認中講件  

数であるが、1979年に始まる都心の高層建築  

ラ■ヅ、シュは、こうした要因によるオフィス需要  

の増大を背景にして起こった。  

’②加速する都心部再編   

こうして静かに始まる市街地再編の動きが加  

速されたのは中曽根政権の都市政策「アーバン  

ルネッサンス」を契機としてであった。これは、  

大崎な貿易黒字を解消するため「内需拡大」を  

余儀なくされた政府が、その目玉の1つとして  
「都市再開発」を位置づけキもので、その手段  
は、－「土地利用規制の緩和」と「民間活力の導入」  
で卑った。堅調な需要のある中での規制緩和は、  

採蜜ベナスア行動する民間に土地の高原利用を  
促した。Ⅱ－1－1図は83～84年に第2次高層  

建築ラッシュと呼べる状態が生まれていること  

を示している。またⅡ－，1「2区lは土地取引面  

積の推移を示じているが、実需を背景にした土  

地取引の活性化、それに伴う地価上昇が87年ま  

で見られることがわかる。土地の高度利用への  

要請は、建築物の高度規制が厳しい京都におい  

ても88年に「総合設計制度」‖一を導入させ、92  

年には京都駅ビルに対しても「特定街区制度」2）  

を適用させるにいたる。 
m」－2邑土地取引面穣の推移（】癖1胡）  

京群府土地対策室「土地利用鋤向三E匿l  
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l弼 】捌 】9；5 1髄＄ 】舗7 1捕 l∈∞ 】澗 19∋】1蹴 

‾中京僅・下京区－・・その他の区  

（多士地投機の横行   

この加速された市街地再編を地価高騰と呼ば  
れるまでにしたのは、87年の「買い換え特例」31  

の導入であった。これにより、それまでの土地  

譲渡重課、取得・保有軽課の土地税制が、実質  

27   
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年度  
因下京区・中京区団モの他の区  



突き現象」と表裏一体の関係で住民が周辺部へ  

移動レた‘もので釘り「住民移動の玉突き現象」  

と呼べるものである。  

L▲その結果、周辺部、特にごこ南部郊外地域の人  

口が増加し、居住空欄への特化が進んだ。また、  

土地利用規制の緩和は、土地の高度利用への誘  

因となりミーⅡrl一・＝図に表れせいるせおり、  

周辺部においてもマンショシなどの高層建築が  

姿を見せるようになる。また」波及した地価の  

上昇も土地の高度利用の誘因となり」いわゆる  

「ペンシルピルjが建づことになり・、その過程  

で住民が移動し、地域コミュニティの危機を生  

み出したり、景観・日照権などの様々な問題を  

引き起こすにし姦恕為定・∴＝～rl、等ト∴亘卜圭   

的に土地譲渡軽課の税制となった。これが、金  

余り現象のなか、土地の仲買人たか埠土Ⅰ輝」； 

の土地投機め誘周となった。Ⅱ－1－2区lの88  

年の土地取引面穣の増大がそれを示し、地価の  

大幅な上昇を引き起こした。これに対し、89年  

にJ「土地取引監視区域」が設定されぺ‡÷都心部で  

は≒応の舟来春見ぜた。しかも地価の上昇率を  

抑えた程度で上土昇自体は止まらず、投機に  

よって加速された地価は、≡「どんなに有効利用  

しても採算の取れない膀夜船」■■誌で上昇：Lこ美  

体め蓑執す細魚いも。のとなり二、「バブル崩壊」  

とと′もに急速に下落した（Ⅱ一1一一3）図参照）i云  

19丁8 Ⅰ飛 1錮■ 1朝2 1t■▲ t鵬 l㈱ 1欄 l搬  

1？オ海国甲馳平均－jf  

二その過程で都心部に住んで申美住民はJし自分  

ゐ虚地を売掛撚直さ郊外蔑移動し斬直弼豆腐  

果、都心部波田が減少革∴祇園祭や由担V■う辛が  

いなホな思などミ・・’j地域コミ、土手黄身≡が崩壊務危  

機にき．ぢ簸れ七心る。そこ捲は、一ご土地の高度利  

用の結果さilボブオスゼ灘皇眉畢場陸よって構成  

さ執る∴業務空間が残あLた。   

ユこ，ラーシ∫、三．  ）   ≠竪こI妄i  

【2］ 「職住分爛」の進展∴   

都心部に範賎薫演繹琴寮甲林畢は業務空間の  
拡大であり、それと表裏一体にして都心部漉民  

Il の周辺への移動が起こった。ここではそわ結果  

増加の一途をたどる単身者世帯忍野ぬ椿二わゆ  

る「身軽な世帯」－㌧がj∴とうし先高屠建築の居住  

空間を利用したことと、地価の上昇が周辺部で  

も一戸建て住宅め取得を困難にじたこと・が、－々  

ンてメ箋ンなどの供給を支えたム∴Ⅱrl－1表は  

京都市の住宅形式別世帯数であるトが：80年から  

90年ま′でく：都心部、周辺部とも、1一貫して十戸  

建で住宅の割合が減りご共同僅宅」特に高層部  

に住む世帯の割合が増えでいる三とがわかる。  

牟の傾向は都心部で顕著であり・1∴支店経済化の  

進展によりj三ユ1転勤の容易な単身者世帯が高層建  

築め空間夢利用し∵世帯当たりの人口が†気に  

減少することになるた（Ⅱニ1－4、図）占’  

Ⅰ－！メ可！、世＃当キり人口の椎抄  

・
・
こ
－
－
て
・
 
 

った「職住分晩と住民生活への影畢こつ  

検討する。  壬  

料の土  高層建築の建設用地、駐車場用地に自  
、l－■   

地考声価柊欝売却七た住民断▼翳㌣頓夏特例」  
を利用し、高価格で住宅用地を取得し、北部の  

郊外住宅地へ移住した。この調達陸自：分ゐ土地  

を売却むぬ住民もま㌻た住み替えに「買≠－換え特  

例」牒判厨し、‘高価格で住宅用地を購入するた  

め↓地価の上鼻が波及し「地価の玉突き現象」  

と呼ばれこる状態に′なっ1た♭Jこれはミi「地価め玉  
了■ふ2区T、モ¢倣わ区   
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由をなLくし、特に比較的交埠の便の良い南部へ  

移動した。こうした産業甲市街担再編により、  

業務空間のみが拡大した停滞する都心と、順調  

な伸び膏見せる周辺部ができた。  

［4】 まとめ∴   

80年代の市街地再編の性格は、中曽根政権の  

「アーノ†ンルネッサンス」の土地利用規制・土  

地取引の綬和によって土地収益性中心し採算  

ベースに基づくものとなった。この結果、「職  

住分離」、産業の郊外流出など、都心部甲空洞 

化が進んだ。   

その過程において景観破壊、コミュニティの  

破壊など、住民との摩擦、地価高騰を引き準こ  

し、住民生活の流動性・移動性を高めること，と  

なった結果、「職住分離」をとおして交通渋滞  

を秋イヒさせた。さらに産業が郊外ひいては市外  

へ流出すろことにより、都市経済が停滞し、人  

口も1990年国勢調査で初の減少を記録した。こ  

うした÷とi、享京都の嘩済界に危機感考つのらせ  

ることとなり、・声の危機感が京都ホテル・京都  

駅ビルなどの推進l；，よ，るイ開発による再生」の  

原動力となっている。  

、1′）市街地の高度規制を特定り地域に関して  

除外しようというも甲。新宿副都心再開  

発の際に、この手法が使われた。－   

2）公開空地を開放する替わりに、一部高度   

‘規制を綾和しようとする手法。公開空蝉  

が市民に提供されるものの、単なろ高度   

周制の緩和ととる向きもある。‘  3）一  
り、譲渡所得への課税を綬和したもの。  

具体的には、土地譲渡益に対す卑課税を   

買い換え資産購入の．ときまで興り延べる  

、というもので、課税対象は売却轟革質い  

換え資産額との差額となろ。   

2節 京都の開発政策と景観間畢／  

現在京都では、JR京都駅ビル改築計画、京  
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都心部住民の周辺移動によって、都心部の業  

務空間特化、周辺部の居住空間への特化が進み、  
「職住分離」という状況が生まれた。Ⅱ－1－  

5図は都心部に通勤する従業者の中で比較的遠  

いところから通勤するものが増え、近し！所から 

勤めるものが減って∨）ることを示して、∨、る。  

ロー】う日払2甜著の常住先  

由ヰ    （削）絶誘庁柑斡主任幹副各年板  

田白区内 田自匡せ隙く京伊市 臨宗野市外聯勺 匿爵タト  

このこと憬、都市内・都市一郊外間の交通に  

対する需要を高ゆ、また深刻化す、る交通渋滞り  

根本的な原因となっている。  

［3】 産業の郊外流出   

80年代の市街鞄再編は、土地の高度利用をと  

おした住民居住形態の再編であったと同時に、  

産業立地の再編であったp’てここでは、そり結果  

起こつた産業の郊外流出について検討する。   

都心部においては事業所数ヾ従業者数におぃ  

ても停滞している甲に対し、凋辺部ではそのい  

ずれも増加している（Ⅱ一1十2表参照）。こ  

れは土地収益性の高い産業・機能が都心部㌢ニ集  

中、低い産業・機能が周辺部に移動すろことで  

起こった。OA化1オンライン化など管理・中  

枢機能の発達と、業務空間の質の向上への要請  

は、事業所当たり従業者当たりの業務空間の拡  

大を見せ、都心では事業所が減少、従業員数が  

停滞しているのに、高層ビルの林立など業務空  

間だけが拡大した。   

⊥方、土地収益性の低い産業、都心部への立  

地を必要としない製造業などの産業が、地価の  

上昇、深刻化する交通渋滞など、都心立地の理  



②京都顔発のあらまし、、三∴ミ、l   

つぎに、現在の京都開発め計画めあら資しを、二  

「第4東京都府総合開発計画」ノをもとに概観し  

てみだいム  」  

a都市再開発2】r   

第4∴次京都府給合開発計画では、「京都都市  

圏における半琴軍都帝華甲形動を施鱒享して  
掲げ∴幕郡司準喝区煎二亀軋：古郡■■帯山城地  

域の東重病韓郊郡でネ：壌都南耶軒翼箸担う 1  

半韓状都市群を形成すろこを怒具体化してい  
る。≡ま永二親内では廃しレラインニマ㌻ラ堕衝を含  
む姐顧頗拷進めJ・戸重体とゝしで独自の大都市  

機能わ親筆を■日常す」上す志観篤かちご二条駅  

周辺整備ご了■R舟疲口駅周辺整備㌣京都駅南口  

地区市街地整備、J－R京都駅改築をはじめ上す  

る廟七南都市拠点の整備痘促進し、二都心部の構  

造再繍を図ってい．る。、  

OJR京都駅改築   
平安遷都1200年記念車煮め声うぜじて、観南  

北の一体化を図㊨とと．も軋；国際化に対応で・き  

る磯合ダJミナルを建設じ、・∵京都め表玄関にふ  

さわしいシシ、ボル的な記念駅舎に改築す㌧ること  

を目的どすると。第3セクタて÷′1′京都駅ビル開発  

「 カラ草葉重体b牒事業隷約鱒俵田叫1990集9月、  
廟藤函通勤破鍵丸こ‡・由」5掛澗謝協  

．議会要義鹿転受託が決定芝繹；瀾皐ミわ感奮建設  
・が計画替れね∴∴ポ三・竺．∴淋吏   

敷地横幅500m、高さ60mという「かべ」の  

建設は、べ市民ゐあ由だl去景観論議を引き起こし  

た。さらごに∴行政自身が参加する第3成瀬タ一  

企業がここ・屈亀嵩普規制違反の計画を推進じてい  

る点が問題と媛：りミ、・今後も同様の手法㊨用いで  

市内の各地域奪規制ゐ枠にとらわれなミい開発が  

おこなあれるめではという療恕が生まれてVi  

鳥、。・  

○南部開発機憑ニ  
京都南部の本格的開発と市街地化が今後の京  
都め薗発め主軸と＝なっ牽いる。・   

京都駅南口地区市街地整備計画は、市の南の  
玄関、ロー孟ふきわしいタ「■ミナル機能め整備と」  

南部め開発の拠点として関連プロジュタトと由  
整合をはか■りつつ結合飴な整備を画ることをめ  

都高速道路の建設計画㊨はBめ一とサる大規模プ  

ロジェクトが甘白紳しセある。これらわ周発政  
尭は」京都庫犬景観の変更に直接関ゎる庵’のが  

多い。この節では＼′京都め大貴戟の凌貌艦注甘  

し、京都府、市による京都の開発政策の現状と、  
それが景観上どのような問題をばら－′ぷでいるか  

をつかみながち、土れまでめ東嶺保全政策と′そ  

の限界点粍逝いてまとめる、。′まだ、景観問題に  
対する佳良の側の運軌こういて′も痕離するよ領：  

後に∴土のほどまとめられたし「新京都市基本計  
画容申最終棄』をながめ、魂段階iこおいでの京  

都市のまちづくりの方向をつかみたい。   

［†】■‘雇葡♯め由無政宥r  

①第由次全面総合廊尭計画lこおける京都開発の  

位薗づけ  
†嶺在の政府の画  

領  
は、r987年に瀾議  

一画て以下、西金総  
とする）・車あrる這1画全線はニー「東京艮橿渠甲の是  

正と多極分散∴高速交通体系ぬ整備などを掲げ  
せーいる。二■ここセ軋近畿地方整備の基本的方向  
と京都蘭桑に関わる細分を見香おこう云⊥  

「古くから二大中心地としで我が国め諸活動をミ  

支えてきた近畿地方も、近年その相対的な地位  
ゐ低下が見られ為㌧危れ：らの同塵に対隠しうつ、  

登国軋㌧噛廃萬な中枢拠点さしてその様能を果  
たすことが課題せあるよごのため＼＝京都・、大阪、  

神戸を濾じめとずる儀都市め蓄穣の活用と高度  

化こ1大鹿模プdジ主‥クトめ展頂如こよる庵済を始  

め文化、・学術、研究などめ機鰭の集敵・・丁これら  

を基礎とした国内各地域およが諸外国としの交流  
によりこ如世紀に向けわ独創的な彦菓、と一文化を  
創造す点中枢画域ゐ形成転囲離r療iこ国際的な  

経済療能の強化、，近融と他の地方を結ぶ交通網  

ゐ整備などの条件を整備するユリ這∴  
ミ㌧京軌こ蘭わ志具体的な諸施策と・bで軋関西  

文相学痴研兎都市めiまか、′京都国際日本文化セ  

ンターなどの鹿諒恕敵地陸新幹線わ建設着手、  

第二京阪道路、近畿自動車道舞鶴線、束奈和白  
動車遭、東強癖芦拍動単産番どゐ簡顔遠路絢の  

整備について言及している。  

l liゴノ  
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ざしている。84年にはA地区の「アパンティ」  

（核テナントはイズミヤ）、京阪ホテルが完成。  

現在、B、C地区の3．9ヘクタールが調査・検  

討中。事業主体は京都市。  

○各拠点整備事業   

地下鉄東西線の開通をめざして、沿線5大プ  

ロジェクトとして、JR二条駅周辺整備事業、  

御池地下街・地下駐車場建設事業、京阪三条駅  

前広場整備事業、京都市醍醐団地総合再生事業、  

山科駅前地区第一種市街地再開発事業などが目  

されている9その他にも、北大路周辺地区再開  

発事業、JR丹波口駅地区土地区画整理事業な  

どがある。  

b交通整備3）  

○高速道路建設   

京都高速道路は現在南部を中心に5本計画さ  

れている。南部開発と一体になった京都開発計  

画の重要な柱である。（Ⅱ一2－1図）．  

Ⅶ」2－1図 京都高速迫路更堕設計圃－  

・堀川線（久世橋通一五条通、3．7km、2車線、   

地下式、南行き，一方通行）  

・西大路線（久世橋通一五条通、4．Okm、2車  

′線、地下式、北行き一方通行）  

・新十条通（鴨川一新大石道、；2．8km、′4車線、  

．トンネル式）  

いずれも、事業主体は「阪神高速道路公団」  

が予定されている。京都市をとりまく広域幹線  

道路と市街地を円滑な連絡、交通混雑の抜本的  

解決と都市活動の活性化をかかげ、特に新十条  

通は、東山連峰を横断して、京都市南部市街地  

と山科とを結ぶ予定である。   

また、その他の京都南部の高速道路について  

は、現在、京都縦貫自動車道（京都第2外環状  

道路）、第2京阪道路、京奈道路の3本が計画  

中である。この計画によりヾ一京都南部は他都市  

とのネットワークの要の位置を占めることにな  

る。しかし、交通混雑、公害、景観破壊などが  

予想される点から住民の反対運動が起こってい  

る。L  

O高速鉄道計画   

京都市の高速鉄道は、既設の烏丸線に加え  

て、現在東西線の建設が進められている。j第1  

次事業区間の醍醐⊥二条の12．7kmは1994年の  

完成をめどに建設が進行中である。また、烏丸  

線の延長も計画されているd二  

③京都の景観政策   

■現在の京都の景観保護政策には∴まず、」軋致  

地区、美観地区、巨大工作物規制区域、歴史的  

界隈景観地区、伝統的建造物群保存地区及び近  

郊緑地保全区域などに指定することによって、 

特別にピルの高さや形態・意匠の指定を行うや  

り方がある。このうち、伝統的建造物群保存地  

区の実態については、次節においてくわしく見  

ることにする。通常の地域においても」その用  

途地域（住居地域、商業地域など）∴によろて建  

造物の容積率が指定され、－高さの制限を受けて  

いる。さらに、実際に開発を行なう∵業者は、∴建  

築基準法、都市計画法などにも、とづぐ開発許可  

が必要となっている。   

マンションやゴルフ場の建設をする業者は、  

これらの規定にしたがって市の規制を受けるこ  
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（資料）日本経済新聞社碍『京都』同社、1992年、39瓦   

・油小路線（外環状線一久世橋通、4」5km、4   

車線、高架式）  

・久世橋線（上久世⊥鴨川、4．8km、4車裸、   

高架式）  



テイ喪失に危機感を臆み運動を進める。マン  

シ才‡ンの建設計画確止、しまちづ‘くとり憲章の自主  

制定登ゼの取り組み各行なっでいる′。  

・一条山開発問題   

82年、業者が違法工事をお古搬ミ前他郷十  

条山を：与ヒれアに刈り止げ喪た松汗地域低層が  

市ぺ現状回復の串しÅ勃も．89年、市が業者に対  

し全面的瀾発を許可したためくこ男～40p袈を這え1  

る米審査請求団が紅級掌れ払京都布開発審査会  

に殊じて開発許可の脂肖麿戒め起審査請求を街  

春㍍繹年主審査会は住民の訴え凍全面的に認め、  

とぎ睦程洛。′▲廉’bて、直線ンシま‥ン：1；ぜルフ賜建設  

が問題となるのは、（1）市の規制自、体がゆ諸川上  

（2り市の運用姿勢が厳格でなし￥、r＝どいう2こりの場  

合がある。さらほほ近年京都懇は1このよう慮瀾  

発規制政策の抜け道をぬっ司∴壬以町凱よこう機関  

J発が行なわれて問題となった。東山地域の大文  

＝ 宇山ぎ減薯場計画覧i▲岩倉五Ⅷlせ属すぶナ廃山の  

・（都開発と’陣甘酢刈拙凋紺地域のポジ溺苛山  

j、ゴ；腺頑腸建紋＼已う尉ヒj排保護法濫従ら‥て厳格を混「  

弓 制が燃さ射きて㌦爆伝凝的建造物厳探藩地区以鍾  

j髄蹄茶室嬬層寵済シ．訂払1感9レ建設などであるi占・  

j ■また、1988年に導入謡離た■F総合設計制庭の取   

扱要軋1佑；よ連濁容積率が緩和き玖市街地で   

め脚恕越モガ繍膚晩翠容認蓉てれたが、粥詩郁  

こ く勒ほ痴建；で榊集関配應blた富fま籠、し   

虎腱絢げ船津必読郁駅ビル藤改築應、高歯浅利   

を∵無視じ東商層化計画恕・虹て問題也な頑てい  

二■ る。二〔・こ歌劇狐欄醜鈎京都蒲劇景観保護政策の   

限界の魂渥と・開脚軋ら㌢Lる。・‘患た」‥：京都   

の大景観の破壊べ京都らしンさの喪失軋これら、」・   

個々の開発が集穣した結果である濃淡き脇嘉   

i‥トニ；粟．〕ミ1FLj．立荒恩．王！！：〔l’ L－り   

【2」 市ホの住民託勤●   －   、   

（領妄都のi蟻傾こねじゴ二に反射研る住属運動を   

義郎す准ば、琢汝滋増新建設反称のこよ争′な個せ■   

の地域の具体的な利春にごもと再婚饉損凝度好運   

動七、京都ホテル、駅ビル建設脚薇戯寧曖京  

・都劫爽景観に′関tわさる瀾発瀧脚市民職側から！顔掟  

越挽駁て虚≒運動那挽1南都ま不聯あ机∴  

歴変態ぼ猷瀾㈱；餅転地で概則朗こ梅原   

間宮れ花椿把佳良運動が交流番地鰍；細膿！隙き   

れこ市民的蓮鰍逝二∈し電流噂∴幼：ことなlっ」てき悩紬：   

恕諦胡臓㍑彗京都灘掠朝と′こJ【二R濠都駅ぬ高尾化   

橿反対す滝市融」号ミ＿「京都；：∵水と牌轡泰る連  

紆余止「住環境を守劫妙京囁疫ちづくり連絡   

鮎（闇道路問責監連馳凱な懸の永豆二′ト   

サ阜喜身潜榔じ）で瀦る′。jt京都府具体的な住民運   

動に悪弊膏予箭挙ほ紆珊烏脅好こうJ。‥≡ぢ   

①個別臓恕住民運動ナ畑庸  ▲1二■：酢択■r   

－・マンション建設反対運軌ト∵つ‘・∴土㍉ 一  

名馳せ住民が緑地追贈、・マ■ンシ、ヨンニ・∴ビル  

ラ頑＼シ～立せよ罵る漆ち－なみ破壊、一倍統的コミ立ニ  
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許可を取り瀕す裁決を刊u允。ん  

・ゴルフ場建設反対運動   
地域住民の運動が軸となって、そ杵牽聴衆の  

大文字山ゴルフ場、西のボンポ凱鮎翻路啄と  
いう大規模開発計画を阻也、し÷て謡たこ：i予∵プ  

＝斬熱水テル間認．ぎ： l弓   

鋸年、欄イヒ調整区域、風致地区黄二種地域  

という法規制宅無策圭子申だ津野野9・地再任  

民軒畢堰l誌去声民選動が様々な法的手段を声  

着 り轡闇酌‰∵†雪  
②木景観に関わる市民細雨 j  

芸
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るヾ京都駅ビル関与払埠  
の蓋し止めおよ、fげ返還奄求           1   

・．亨  

（1桓都の歴礫景観弾頭  

と禁聖器量買  
レ  

： 
二11∴ご、  
南画■た竜戻す葛京都駅ゼj碕帯革帯革をコ  

ゾ覇。j■編露錆親藩鯛発稚翫蓮  
法、．の偲点であ讃鉦小 弟．′、ト淋∨ 二■、■－   

【3証．・新京都市基東新画答申案 〔≡． ‥＼・  

京都市が1993年2月12日に策定した＿∈新京都   



祝するとともに、今までの計画に沿って、市南  

部を「新しい都市機能集積地域」として、今後  

積極的に市街化を図っていく地域としている。  

北は保全し、南は開発するという大きな枠組み  

が見える。  

（∋都市機能の配置鋸  

．計画では、市域を3つの地域に大別した際、  

市街地のきめ細かな土地利用の現況をふまえる  

という観点から、さらに7つの都市機能を配置  

している′。．これが、具体的な将来の京都像とい  

えそうである（Ⅱ－2－3図）。さらに、「7つ  

に区分したそれぞれの地区においても、多様な  

機能が地域的にまとまりを持って立地している  

ことから、これらの特性を尊重し、多様な都市  

活動が享受できる都市本来の魅力を向上させる  

ため、個々の機能の単純な純化と分担ではな  

市基本計画答申案』は、21世紀へ向けての長期  

的な京都の都市計画案となっている。ここでは  

開発と景観保全に関わる部分を紹介しておく。  

①「保存か開発か」でなく「地域の特性を   

生かした保全J再生・創造」を5〉   

「市域を、ア）自然・歴史的景観保全地域、  

イ）調和を基調とする都心再生地域、ウ）新し  

い都市磯能集積地域、の三つの地域に大別し、  

土地利用及び景観対策について基本的な考え方  

を位置ヴけ、それぞれにおいて自然環境や歴史  

的特性と．の調和を図ったきめ細かなまちづくり  

を進める」′こと‘が本計画の基本コンセプトであ  

る。Ⅱ一2－2図でわかるように、京都駅以北  

の市街地ならびに周辺部を「自然・歴史的景観  

保全地域」「調和を基調とする都心再生地域」  

として位置づけ、景観の保全・育成∴再生を重  

Ⅲ一2－2図 京都市将来構想図  

（資料）京都市『新京都市基本計画答申案』  
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く、機能の複合化、こ共有化を図る」、とじでいる．ム  

複合化された機能配置にし．たがらて容穂率が決  

定される上斬れぼ，．都市景観を決め穏建造物の  

高啓が地区ごとに兢÷的濫親儀礼き．れるめか5と．い  

う疑問が残る。  
③歴史的風土′・景観の保全と制造了拇ザ晶トチエ   

‘「保全晶再生・÷，・創造ゃめ’りこは1りあ考景観塵備  

を進掛るたモ戦＝・3地域に大別心た景観対策虜基  

本附な滞温かた・をふまえく・現行法規制故基づ式  

・地区指定の拡大小瀧創麿容の拡充襲化をゼを検  

討する息どこぢに、景観指導を充奏しJ∴デザイン  

水準め高貯．、公共施設の整備や蔑間襲集活動の誘  

導など∴総督的な都市景観行政啓推進沖牒」去  
自然十歴史的景観わ保全整備士市街地景観の保  

全完と創造、・ノき1み抵市堰参加め農新盤備め推進を  

はかるb：   

具体的計画としては、三山の保全と活用、歴  

∴史的町並み景観の保全、優雅た都市景観め形  

成、∴電線類地中化の促進∴景劉備報システムの  
整備と活用があ伊られていこる。∴  

④ませトめチノ什∴柚   

基本的にこの計画古む一之め許の宥［ユ】．卜で説明  

した今ま、守の■京都の開発計画を推進するものと  

ならており㌢屠の濾応変露点放ない′。むかしJ  

この間め市民の景観保全の声乾こた見：る中身も  

しもサ温息れたおのとして濃葉風れてレ・－‡る漉か且  

る：だろ潟1去、こぬ開発計画収－ま一．る二景観破壊なぜめ  

影響、新しぐ隆起捲れた泉観保全政策の実効性  

・などについで【鼓さ＝今後の議論がまたれるとこ・ろ  

である三。J  ・「風に－・二（－：〔  

i；⊥   

1巨国土庁＝F第四次全国総督開発計画白二、・1て1包   

▼トト頁を参照も★十」辛 －＼∫・■・－   

2）京都府F第4次京都府稔合開発計画』59  
照軋猟裾′‖高▼∴！ミi罠；一ニ・捕  

Ⅱ「2－3国 東都市都市機能¢配置   

囲中鱒象・如削疲  
■■■t・■任鴨  

竃印琴貧地区ト 乍  
′
 ！
1
．
」
／
 
．
 

皿工業塾区  
国i魔女由地区1  

胡帥押鱒．・－   高さ三．…毒  

竜南中警用地区二／  

＼
 
 

†■  

（堂科）≒素紐帯ヰ薪素都市基本計画答申棄j   
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頁、60頁を参照。『週刊東洋経済臨時増  

刊 92全国都市再開発マップ』東洋経済  

新報社、参照。∴J   

3）F週刊東洋経済臨時増 国交通整  

備計画マシプ』東洋経済新報社、参照。   

4）飯田昭、南部孝男著F歴史都市京都の保  

全・再生のために』文理閣＼参照。   

5）京都市『新京都市基本計画答申案』1993  

年2月、30頁よしり引用。   

6）同上、33頁を参照。－   

7）同上、270頁～275頁を参照。   

3節 伝達地区政策の限界・  

これまでは歴史都市京都の景観問題を、包括  

的な大景観のレベノ｝で捉えてきた。前節で見て  

きたように、今後京都は、．「北は保存、南は開発」  

という方向で、都市計画が進められ七い〈こと  
と思われる。こ申うち開発に関しては、現在進  
行している計画につしミて前節において述べた。  

様々な問題を抱えてはいるものの、、開発計画は  
徐々に、確実に進んでいるよてうであるムさは、 

＼／∴ 保存のほうはどうであろうか。界たこ㌧てうー：まく  
いっているのであろうか。そこで本節および次  

節では、北における景観保存活動にっいてニ′特  
に中・′ト景観という観点から考えて：レ、．くミキに  

する。   

現雇京都にお‘し、ては、町内単位で自発的に建  
築協定などが設けられ各地で町並みを保存し  
ていく上での様々な活動が行なわれセいる。ま  
た住民のまちづくりに対する関心ノも高く、連絡  

たい。  

・［1］ 「伝統的建造物群保存地区」  

①伝建地区とは 京都は、山紫水明とうたわ   

れる美しい′自然と多くの寺社仏閣、および「う   

なぎの寝床」と呼ばれる独特の町家などが調和   

をなし、苦から多くの人々の心を引き付けてき  

た。しかし昭和に入り、日本の経済発展に伴う   

乱開発によぅて、その実しい景観の破壊が次第   

に問題となってきた。こうした中で、住民から   

の要望や外部からの要請もあり、市としても、   

自然的景観、および市街地景観に対する様々な   

輝仝硬策を与るよう：にをったのである。  

1976年、全国的な町並み保存運動の展開に呼   
応する形で、文化財保護法が改正され、それま   

で各都市が独自に行なってきた町並み保存に国   

の手が差しのべられることとなった。その際制   

定されたのが「伝統的建造物群保存条例」であ  

り、この条例により京都においては、産寧坂、   

祇露新橋申地区が、伝統的建造物群保存地区（以   

下、伝建地区とす皐）に指定された。その後  
‾t1979年に嵯峨鳥居本、1988年に上賀茂（社家町）   

が新たに伝建地区指定を受け、現在京都には4  

J？の伝建地区が存在する（Ⅱ－3－1匡l）。こ  
：∴れらの地城頭、伝統的建造物が比較的集中し  

‘J∴て存在レて卑サ、わ町並みをそのまま保存し   
∫て心くことか求められている。そのため、伝建  
地区内の建造物には、各地区ごとに高さや建築   

r儀式なゼに関する厳しい規制が設けられてお  

、Lり、補修、建て替えの際にはその度に届出をし   

こなければならない。そめかわり改修費用に閲し  

ては、国と市から補助金が支給されることに   

■‡なっている。  

②伝達地区の抱える問題 伝建地区制度は町 ＼ 
、  

、並みを保全していく上で大きな効果をあげては   

いるが、様々な問題も抱えている。その一つは、   

支給される補助金の少なさである。平成3年度   

の京都市の伝建予算は3，420万円であり、1件   
当たりに支給される補助金は平均200万円弱で   

ある。しかし建築材科にいたるまでの細かい規   

制によりこく実際の補修には莫大な費用がかかり、   

ネの程度の補助金では家主側の負担軽減になら  
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会などが活発に開かれ1／盛んに情報交換が行寧  

われている。伝統的建造物群保存地区は、そう  
した活動の中心的役割を果たしている地域であ  

り、市の景観保存政策の軸をなす場所でもある。  
このような意味で、景観保全一宇？いて考えてい  

く際、；の保存地区春分析すろこと、は重要な意  

味を持つと考える。そこで二本節ではまず、こ  

の伝統的建造物群保存地区とはどのようなもの  

かを簡単に述べた後で、その中の一つである産  

寧坂地区、程よびその周辺に焦点をあて、町並  
みを保存していく上でめ問題点を検討していき  



組み込め飢離を問題、 

】・ 

，［2］ 産寧坂地区およぴその周辺ゝ．，  
〕  
－  

l成址射伝建地区の現状L二二間題点を簡単に述べ 毒  

でき蒐。．伝建地区はミ．いわゆる「京都ちしさ」  

を今鳩伝えくる地域であ軋＼多くの観光客が足を  

運ぷ所で滝あ恥国際観光都市としての性格を 

】 持ち、観光業が産業物量夢な位置を占める京都、∃  
においては、観光客に対しでその魅力を十分に 

∃  

■二仁 ．り∴三里1 ．かノ  

美観地区・巨大茄高遠握礫芦訃濯8 †  

ム．誹如．二  lし－∴J無封㌧ミ   1  

壕いのが実状である。また建築基準法の防火親  

密により、現在の家屋を建て直し、同様の木造  

建造物を新築照ることさま簸じこられでいる。その  

ため、伝建地区の住民は古くなる豪産密補修・  

改築じて生活していくしかなじ■、のやあるが」そ  

の改築の鮫の木材め傭用烏周法iこよ．り規制され  

蜜お＝りいミのこ七が外観をそのま‘ま保存する上  

，療）制約老淀埠昭レ哨。．さ封こ、・保存の視点が  

癖希少性」‖「均須催」」に偏重しているため㌔点  

からせレーぜい線でのざ保存しか行lなわれ石おち  

ず、掛亡、の住商工顕在型の地域にてはこの制度濠  
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う儲Mも、，、，も逮鞠健1離貯蓄臆堕簡繁  

≡こt＝正座史的揮わい瓜は1岨 買主争ゴし、部き罰  

卜ふ五代よ．■，禦慧禁璧禁漁，抽乱射¢古瀬討ぐさ  

顔ふ凄サか1輌噂摩ノ如紅け魔訂那鋸頼  渾・J俺蝋巾チエさかノニト持場姦射」咄J。  
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市内で観光客がもっとも多く訪れや清水寺の近  

くにあり、観光業とも深い関わりを持つ産寧坂  

地区に焦点を当て、伝建鱒区、およびその周辺  

地区の現状をふまえた上で、それぞれが抱える  

問題を検許していきたいと思う。   

①伝達地区内 清水から高台寺へと続く石畳  

の道は、昔から人々の散策道路として親しまれ  

てきた。しかし昭和中期よりバス通りの整備カチ  

進んだことによって、人々の息はこの道路から」  

遠のいていき、町の雰囲気も次第に沈滞化Lそ  

I一った。この事態を憂慮した当時の住民達は「東  

山観光散策道路を守る会」（以下、「寺る会」と  
する）を結成し、京情緒溢れる町並みを守って  

いくことによって、再びここを人々の往来する  

活気のある通りにしようとした。こうして、産  

寧坂地域における住民主導型の町並み保存運動  

が始まったのである。そしてその動きが、その  

後の保存運動や市の景観政策に、大きな影響を．  

与えることとなったのである。   

現在この地域は、八坂の塔、高台寺などの申  

渚ある社寺建造物や、長い石段、折れ曲卑ぎった  

石畳の坂道、江戸時代末期から大正時代に如ナ  
ての町家群が一体となったJ京都らしし、町並み  

が整備されており、道行く人乍の目を楽しませ  
ている。「守る会」会長さんの．お話によるとJ  

地域住民の町並み保存に対す名意詠ま高く、運  
動は比較的うまく‘いっていえという。現在、八  

坂神社に続くアスファルトの道蕗を二石畳夙に1  

整備する計画が進んでい畠ということであ為。 

また、こうした活動に関しては後継者も青？て  

きており、今後ともさらなる活動の発展が期待  

される。   

しかし、同時に様々な問題点も指摘される。  

その1つの原因は、近年の著しい地価の上昇に  

ある。バブル経済の余波は、ここ産寧坂地区に  

も否応なく押し寄せた。地価高騰に伴い固定資  

産税・相続税額が上昇し、住民の中にははそれ  

らを支払うために、土地を手放さなくてはなら  

ない状態に追い込まれている人もあるノ。その上  

規制が厳しく、思うように修理・改築が行なえ  

ず生活しにくいことや、補修費にも莫大な費用  

がかかること、こうした制約の大きさの割に、  

市・国からの援助が少ないことなどの理由か  

ら、実際に土地を売却し他の地域に移住する人  

もでてきている。こうした移転は、空き家の増  

加を引き起こし、町並み保有をしていく上での  

問題とならている。また、若年層の流出により、  

子どもの数が激減して、学区の維持が困難に  

なってきて如、地域社会の崩壊も懸念されて  

いる。こうした現象を阻止するため、「守る会」  

としても、市に対して固定資産税の減額、補助  

金の増額を申請して、地域住民の負担を軽減し  
よう阜働きかナてはし、るが、よい返事は今のと  

ころ得ちれそ奉らず、今後の見通しも立たない  
状況でぁる。  

②伝窪地区周辺 以上、産寧坂の伝建地区指  
定区域における現状、及び問題点についてみて  
さた。伝建地区ならではの様々な問題はあるも  

のの、幸いこの地域内においては、「現状維持  

または＝階建程度」占いう厳しい高さ規制があ  

る≠め、満層建築物問題は生じていない。しか  

し⊥歩伝建地区の外に出ると、美観地区という  
指走 は受けてし1る、が∴規制は「高さ15mまで」  

「高さ写0Inまで」と急に嶺やかになり、ある程  

度の高層建造物の建築が可能になる。そこで、  

ノ〈カレ全盛射±は∴伝建地区固辺部において、  

京都らしい町革みを楽しめるということを売り  

物にしウマンション計画か次々と持ち上がるよ  

うになった。  

1由9年以降、空前の好景気を背景に、全国各  
地で財テクマンションの建設が相次いだ。そん  

なヰで、∴美しい自然と多くの寺社、古い町並み  

が渾然叫体となり美しい調和をなしている京都  

はトそうL美マンシ云．■シ建設の格好のターゲッ  

トとなったのである。建設業者は高さ規制を考  

慮しつつ、できるだけマンショ．ンか与の眺望の  

息レ甥所を選ぼうとした。こうして狙われたの  

が、伝建地区周辺部であった。実際、1989年以  

降、この他域では数件のマンション計画が持ち∵  

上がり、その度に住民にさる反対運動が繰り広  

げられて、様々な措置が取られて．きた。以下、  

その経過を細かく見ていくことにすろ（聾「3  

－2国）。  
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Ⅱ－う⊥2図清水伝建地区周辺開発地固  

．
1
；
．
．
 
 

j
」
－
川
．
月
一
一
川
一
－
1
1
－
1
1
 
 

J
誓
．
 
 

1j∨⊥J、  

・（・資料卜『ねけとね予く京都jl明1・6月号  

ヤ  
t  

計画。これた対して、80年ぶりの八坂の塔1日  

公開によ者世論べの訴えかけJLておよび住民側か  

らめ代案提出如＼ぅた反対運動が起こる。．∵且  

業者もこの案を呑むカ㌔そゐ後とこめ計画にりニク  

ルー・トが関係し肇：いる塾とが判明。し所有者は二  

転三転しヾ－、現在も空地めまま怒ある。   

CD．Jパレス清水 敷地面積38b㌦J・，㌫反対運  

動Ⅰ±よカ．J－‥】5Fウンルームが3Fフナミリ十に  

計画変更され為。∴  

；、∴ヨ   

魚i下河慮マンションヰ仮称ザ心→シイー京蔀  

兼山）－ 敷地両軸一，82之．・75汀f、J地上6F∴地下  

・2⊥F、47室。童衰信託銀行∴竹中工務店＝の出資云  

96年5＼月・11日より約5ケ月滴の反対連動により 

署名路ニ74d名を集めるがい現在建愚計画中。  

′b八坂の塔八イツ予意地敬地面穣599．96m雫  

ゐ、伝建地区を含む土地∴遠路に画して門だけ  

建て、そこから20m奥の伝建地区外1ト85ぬゐと  
ころに地上4F、地下1pのマンション建設を   

車  



d清水寺石垣下 敷地面積2－600nfの旅館跡  

地に、大阪の業者が6F建の億ションを計画。  

清水寺が約10億円でこの土地を買い取り、計画  

阻止。   

eデ・リード清水坂 相続税の関係で売却さ  

れた京風数寄屋造りの屋敷跡地を、最終的にデ  

トムが入手。これに対し、住民側はポスター作  

成、環境ゴンサートの開催などの反対運動を行  

芸孟さ三三芸表芸≡警芸≡言諾警芸芸忘≡這  
ぎているという理由で、申し立てを却下される．。  

92年完成、地上6F、地下1F。   

以上、清水地区におけるマンション建設反対  

運動の様々な事例を見てきた。現在、こうした  

マンション建設計画に閲する新しい動きは見ら  

れない。これは、バブル経済が崩壊し狂乱地価  

が沈静化してきたことが大きな要因ではある  

が、住民の活発な反対運動により、業者の意欲  

がそがれたことも少なからず影響していると思  

われる。  

本節で見てきたように、町並みの保存に関し  

ては、まだまだ解決すべき問題が山積している。  

しかし世界的にもその歴史的・文化的価値が認  

められ、連日多くの観光客が訪れる京都が、こ  

れからも国際観光都市としての性格を持ち続け 

て行くためには、調和のとれた町並みの整備が  

必要不可欠な条件となって√くる。そうで接ある  

が観光客だけ甲ための博物館のような町になっ  
てしまっては意味がない。現在のように、その  

地区に住む住民が、．「この町に愛着を感じるか  

ら」町並み考保存してし．、きたい、そしてこれか  

らも住み続けていきたし－と感じて保存運動を展  

開していくなうば、人の温もりのあるまちづく  

りが進んでし、くことだろう。そのためにも財政  
的な援助や、税制現革、規制の見直しといった  
行政的な措置が一日も早く行なわれるよう、こ  

れからも働きかけていく必要がある。・  

4節 「西陣」の変容とこれから  

西陣における織物業の産業構造の変化につい  

ては、前章で述べた。それにより、西陣産業と  

密接な関係を持って来た西陣の景観、生活環境  

はどう変わったのか。こ与では、甲嘩を上京区  

と北区およびその周辺の旧来の地区と規定し  
て、検討の対象とする。なお、この地区の考察  

にあたって元学区1）別の統計を随時使用した。  

Ⅲ二4－1国 領軌域の元学区（北大路通風北を除く）  

旗科）上鱒鱒二r西陣地区の再生に郎Jての欄寧」  

す京都商工情報』N0．1吼19gl  

［1］ 織物業建物の転用実態   

織物業界の停滞についてはこ－前章で述べた。  

こうした中で、健闘したネクタイや室内装飾部  

門の事例もあるが、多くは経営の再検討により＿、  

設備の外部依存、織り手め地区外依存が進んだ。  

これにより、織物業産地としての西陣という′枠  

ほ大きくなったが、旧来の西陣地区における織  

物業建物のあり様は大きく変わった。皿－4）二  

＝図で見ると、翔鸞や仁和学区、おおむね知恵  

光院通以西の元学区での転用か顕著であること  

がわかる。一全体的には、戸建専用住宅への転用  

を中心としつつ、商業や∵部他業種の工場への  

転用、空地て空き家、鹿車場への変化がうかが  

える。学区別では∴西陣地域の中心となる桃園、  

西陣、義楽、小川学区等では、駐車場への転用  

が目立ち、縁辺部ともいえる紫野、相野、仁和ヾ  

翔鸞、正親学区では戸建住宅への転用が多い㌔   

また、西陣地区の全住宅の中に占める共同住  

宅の割合は年々増加しており、1965年頃にはr、  

剖程度であった共同住宅率（共同住宅数／全住  

宅数）は、1990年には4割位になっている。・こ  

のことは、「長屋建」の多かった西陣も、住宅  

の建て方が中高層化へと変化しつつあることを  

示している。   

西陣地区においてのマンションの増加の原因  

としては、1つには、容積率（延べ床面積／敦  
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蓮となって・くる′町並み景観の点敵臼法師l規制  

されないかぎり考慮されない。≡．また住環境の面  

から見ても、狭い敷地での高密度住宅では日■照  

量・採光・通風の問題や、プレイロットヤ自転  

車置き場∴駐車場など共有空間の貧弱さが指摘  

されるとこころであろ。1現在、そう・噂づた建築物  

にまる町並み景観破壊の問題が憂思替れでお  

り＼公園施設、道路問題等も含めた生活環境づ  

くりのため粟も・現行法今の見直し、、あるいは行  

晩による取りト組みが求掛られている～鮎  

1  

【2】 人口・世帯数の変化  

－1978勢と、、1990年の国勢調査の韓果を比較し  

て、20年間の人口、世帯数の変化を見るてと（町  

⊥4・丁．2′泰）、次のよ膏．÷なことがわかる。人口  

は葵祭学区を除∨亨て、全での元学区で減少して  

いる、。その傾向が最も強かぅたのは、横業の立  

地歴度が最も高かった乾隆学区であゐq・嘉楽学  

区で人口が増加したのは、大規模マンう／ヲン「メt  

ガロコープ西陣」の立地による。   

世帯数は、増加傾向の元学区が10、減少の元  

学区が12でこ、∵桔抗している・。特握大きく増加し  

たのはさき免募楽土堀川通り一の脊出川界隈の学  

区であ▲り、．こ、ぐ耽はマンションの増加成よ倦も∴の  

と思われ穏。′ご・し巧・      1  

l：】1’  

l⊥4⊥r貞義′こ式占∴世細め維繍（雨塵」触由ヰ叫成如 一  

L  

Ⅰ－4－1義 元学区抑こみた納女建鞠のt用′昭和絆と謎年の比職 

r  －二 嶺≒肝要  

1聖二ヤ千丁i平戸モ付ワ・  ＝r 許∫け・  
鱒両J■L1L牛7∴  ：一■聖  

地両横）二が比較的高斡準工業地域イ容棟率餌0女  

や300％）てや商業地城ペ同4ぬ％禽6む0％か・陣給  

念きれでレ轟腐心と＼、■もtかf増輝按都心からの時  

間海難、こ交通蘭堰甘蛸関連施設の充実を考えこ  

る臥価の地区一対Eベゼき腰掛地価やあるノギ  

と∠が挙げられるよ警醒に」∴容穣率が高l梨れi璧清  

vニーほゼ、′1ニ隙鍬瑚劉斬特待■i・！諌′恕建管iるユ三途磯ぎ  

骨軌一多牒頑住持憾設けるここ題礎招き。る、dル、か  

じヾ／㌔西陣地域使者慄存在ずる袋小港の中の建物  

や工1うな1歩め濾床ら雌評′緋る憫口が狭童蘭  

奥行温が深い敷地も触一建築基準法掟よ】らで立  
替ぇが困難あ靡いは認捗られていないも一の庵多  

くこ】老朽の濃度鋼匝に潅ごUでしゝる恕の牒多い＝。さ、  

こヱ感の礎勒習合法的な行為邑を忌た纏にi凄’Jl  

瀞道都葬制熟快サる′な－密個水密糠事臨負嘉な＝い  

奄領の股姿／秘要とずる1U郎避難糟段・▲通路常  

際由部明海）、丁場〉さ設け方等■ごり特殊なメ・快ハ■訪朝重  

要であるこご－こうⅧ￥う；た事情の沓扱ではメ〉り豆1－ウ  

を誓構睦せ召病臥、衷藤経済的姫鰍親株な建築  

会社等か有利なに忍ば明白・で封凱◆・結果、．従来  

の権利者が±地を手放し、不動産業者が袋小路  

と≡雇さう1芯どで安・く買収を行い、一利益を焉未限追  

求す審判用計画を好学こと．も多い。しかし、間   
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と∫して＼．職と住が近接した形で発逐してきた西  

陣軋当該産業の停滞とともに織物業関係者が  

減机織物業建物料地の建築物碇変化‘している。  

ま虎、「地上吠」による土地投私賢才シ富ンブ⊥  

ムな怒の都市の構造的変化がそれを加速世た＝と  

思わ範る這（現在くこの地区においでや、オフ■雅  

兄ゼリせや凍ンお」ぎ㌢くなどが旧泣ってき確、∨）る  

．♭ふそれとと射こ＼よ人口の流地久Jこミよる地区の  

社会的変化が起こ毒突桓鼻ぷ共同住宅の増加は」  

産業都市と心ての色合Ⅵが強かった西陣に、ヒ任  

宅都市・とじ竃二の性格を付l三相口え：る沌のぜあろ  

う甘こうィし喪中芳さ紙屋建の町家の連を一ろ町並  

みが集熟れ、．西陣ゆ変容が危憬されて来たよも  

ち発欄昆†これまでの住環境が豊かでをか占たヱ  

，ともその筈困であ．るし、，二・地域的に住宅地域化に  

何か童市進心こセはあらが見放い守あろうてよ・′し  

かし、乙佳尭地城化すればするほ＝ピント生活道路の  

整備去1線環境の整備等、・生活環境の充実は必要  

とならてくるじこチ共同住宅め多炉地域では特に  

そうこである。現在の状況を見る限㊨、．そうpる  

た芭血潮充たぜれでい塵主は考えられず、「都市  

の景観梶対射る配慮ととも．防長虚軋良い住環境  

への奉盤整備が求められて雇）るd∴1・  

．－Å日登世帯数の変化では、人口はこどは世帯数   

で妙変化が無∇－。これほこて÷象二を挙げて転出す   

るのではなくこ両親鹿妻凄甥㍑k1世帯宣しては   

推称されてヤ）遜譲と着え．鳥粛盛4）。二√皿ナ4－3表   

港見あ七ノ主世帯乱貞成対する65歳玖上人貞の   

割合が長屋建恕共同住宅にお滋．さて高ゆ乞とがわ   

潜る；l造れらのこ要は、・二地区の老齢化を早める   

ものであゃJまた這う㌻した中でこ逆に世帯数が   

増加領竃七い‥竜乏む杜よヲ1他かち両液火が多かっ   

たかちであろうご㌔1西陣地区廼か学疲労は今、児   

童数が極端に減少、しで挙凱！て若年世帯が少ない  

こと聯推定怠れる㌔■＼．‘」l、1－   L  －  Ⅰ  

∴ －「．∴．∴． ト ．1二 伸率り頻頻極東 
再・． 購∴ノ∵∴㌻ 
■    ■     ●  

嶺蒜二蜘菰i∴き蛸1主     劉申融∵量嘩人▲r儲幾言冗已   

■■←  1ヂ 箆  ：芸酢≡還蒜づ耶出    、ト讐l■∴票・町∃丁・】さ・m l∬  衰私     描■ 電器 一旦：誠 王，S王        rl川l√．・車岬・1l・折1 l■鉱  ト血      誹    l鶉   m   し加  囲        ！11    一博    抄   2．乃  叫岨ヤ ◆●■                       こ      ・   
（ふ歳描轟砧通馳    く骨吊†畔二J  

」．こ ぎユ、．占ぃでごl」i∴艶王   

統計で見ると、上京区において、15歳末滞の  

人口は、1985年やf3・，爵5財制闇串腰瞳坤14貌％  

だったのが、t990年には10，138人、年齢別割合  

ほ11ヾち％．亀依然盗もで減少僚向阻あ為広庭がわ  

かるい反称紅、点5歳以上の；．應ロ：は、：∴土9箪年で  

15灘勘虹、奪齢別割合葡雉6ム．8刻だ姦た⑳が胡髄  

常には揮，1胡映忠．年齢別割合カデⅠβ丑％塑増加傾  

向にあ亀．9云ごま、超よⅠ99¢年の京都市の15歳未満  

の割合はt5㌦8％ホ65歳以上の割合は1望．7賂聡¢  

卦こさを見易をし1）西棟におせ）てÅ口の老齢化が  

渕北柏さ這二と痴細か為。．ま兎∵上扉区にお嫁偽こ  

65最以こじ紗独居老（人数も1985奔の2J63火恕ら  

1990年の2，682人へとモ増加してお、り？＝〉．、ン社会問  

題化していると考えられよう。   

また世帯数の増加率弾滴蘭嘲頂植牌幹線道滞  

㊤沿道常夜羞魚付近忙多媛謝こ「痘呑。胞づた場所  

で噂量：［：1かで触れ患よ■う吊こ駐車場帝公共施設  
、 ．吟需要が高扉、滑あろう才       巨「   

，－二⊥†よ■ ′（妄（モ■チイて∴∵十∵1∴世・H∵∴∴∴‡しミ‘：±1  

′．［毯牛日鉦まも、吟変化：二rごnl」∴：′与′たさこ  ∴等  

ノミi以上の事禰漁港字1菌陣：における住民周変化、、、  

住環境の変化が、うかがえる′br織物産募集横地滅  

け4】トl＼まちづ1くシ甘の新心根劇帽■斗‥Jl  

ペ現在、－画睡には、1街づ？密働密横猿助に考え実  
行心で二拘る鶉∵痴態し昭二！根葉町衝撃くり協議  

会封ヲ】t・が怒る畳這の金で駄11織屋を中心に織物  

産業患軌と」した毒扱承くり．・瀾並払づく．－り：が考え  

：ら猟剋錯は地区計画療輌景観保全軒環境形成  

，Q具体鞄虻娃、滴桂の盤没＼、道路掲敷石化、周  

囲と調和感のある建築や表示の推進等）∴が図ら  

れて｝、る。産業の停滞や景顧問彊に悩む西陣に  

おレ∫1て、職住近接を園る地場産喋卑復興への新  

．し）y動き息、じ審注臥されでおすり∴行政側もこれ  

と提掛見様な形で龍デルタ予夕1？〉を出してい  

るもl大黒町に戯噛てミj一利鱒；恕殖朝自広彪アリン  

グ調査を宥恕づたへとこ已jろ、ゝ：地元産業句倍滞に村  

しては、和装産業軍産産環境締めな帝晶生産  

過株数見昭穐賂｝王‥琶棟さ〉粍た伝統技術を新し  

切情報宜し昔伝えゐ坤け外敵充翠呼びこむ町で  

頼なぐ、」大人の哩解い濫斐l頸村浸れる▲ものをつ  

姓l   





1  

、川：∴㌧∵．－・：ト ．  ．  

人口：64・222人（1埼  

世帯数：苧？・7嘲済鞠郷関㌫  

がづている↓⇒方で観光客自体の増加子もここ数  

年頭打ちのようで、観光客の増加率は明らかに  

下がらてき紆V、る様子であ竃。今後、一癖部縦貫  

自動車道の整備、高山本線のスピ十ヤアヅプ化  

にともない観光客の増加がみこまれるが三⊥その  

反面、一高山の通過型観光地化に拍車がかかるこ  

；さも予想登れこ≡■・さらなる二「魅力ある観光地Jぜ  

くりの勢力が必要とならセいる。そして1・高山  

においてはこ観光の皿要索道心てめ汀歴史的な  

ま一ち改み」：，が非常眩重要な位置を占めていると  

思われる占‡そこで＼、／高山の・丘「）ま為づ、く．り」．にう  

いて歴史的経緯をたどろてみるt恵庭とし＝よう占、  

，血－5二1島釦卸元鹿巌ぬ－さミ  

‥
ナ
 髄8  こエ封  

小売吸引人口亨通4讃通敗軍？攣  
準  

示建都摘録齢儲櫻澤  
小売業売場面横：83，7i纏避‡已仁心、芦  

l郡上い火ロ心火当掘り＝’－：丑舶万円∴．  冒   
小売業商店数封崩靴店＝圭一 l  

・1人当たり課税対象所得水準－：・弧5喧9白9年）  

l  

、：上に挙げたのは数ある指標の・うちのはんの一  

部奪ある。以上め指標かノらだけでニも様吟なこと  

がわかるが注それらにりいでの考察はここでは  

行数わなV）這‘・ただこの抱起触れる機会が壕いの  

でここで半音だ紛いるてお巷た廟別封・高山が  

まぎれもなiく萱飛騨地方の中心都市であrりご√その  

動向が観光面を車心を立飛騨地方全体に影響を与  
えるゼ・躯寄道と育あ竃嘉■∴■、！  

：】宮∴；・’ユゝ一 己∴ニ鮒】江川l声二，「ユメ、Tご  

【2】†さ－こ1高山の観光客動向ご〕rも：1－L藩意ノ宣巨  

j岐阜県北部め飛藤池読物碑叱瑚市とナ車間虚心o  

万九以上め観光客が訪施、き＿岐阜県では下風と並  

ぷ対太観光都市であゐぷ元渓謡観光客は年間30  

万汲台庭草ほ邁塚牒鴇亘な観光都市密はをかっ  

たがヾ■r旧国鉄が昭和劾年代半ばに姶あたデ諌ス  

カノぎ≒′ジャパンのキ淘シペナシを追む風として  

大幅に観光客澄増加≡拳三鼓払（皿掲録司凋m  

JR高山本線と国道4正号線が他都市との大動脈  
迩な二‘ちて幾多ノの観光客め超越護句呪いるがこニー名  

古屋か㊨速ぶと砿2時間以上かかる殖め1一決し  

て交通の便が庚申と渡七壌ないる■ま衆汀－・温泉街  

がな宅夜㊥活気に乏しいためかこrlそ昭観光客数  

に比】駐て宿泊客は非常に少ない去（交通網め整備  

基二さもにこの傾向は顕著起なサウつあり、二畳め  

観光は高山やJ、宿泊ほ下呂でと）、1う観光客が増  

加心てぃる模様貯ある占ご宿泊客の高山恐ぬ消費  

金額億1絹F宿泊展の約乱・5倍の頗密あ潜とめ報  

告やⅡノー㌧5一】1r表）．があゃミ、）■この傾向は経済波  

及効果孤視点から見農法大幅奄収入減ほ脅挙  

戸ぜ年  
g8LJ訂J∵帰■‥′タしU－†■。・、左しJ約も9   
「■さて■’・、     二＝・す1†！tl、．山  

（事料）高山市虎工加納増加＝地俺銚打j  
l、【ご‾‾’    、．／巨岩、さ  Iljキ・S．ウイ，  

Ⅲ‘⊥畠ごi姦嘉ム蒜城⊥扇臨お適法及惑蔚（ふl蛤   

や甲）ト声翠晒さ斬甲紆字曙禦・彗幣一．・i   

－  巧予．∵∴エリ照∵いトヂ：r、ニニ，斗二  

・【・3】か諷ちづ塞卑を牒成増動き・＝ こ・■ハト、   

高山のまち野・考凱の経絡め詳細につ¢ゝ穂ほ、Ⅱ  

一i5キ2衰を参照t密脚線だ阜ヾて～こ主密臆その  

うちめセ、：くきつ掛鞄事項につ申せのみ触れる庇Lと  

〉どめるぶちi‥らji」、r    ∴＼仁こ訂ト  

高山めまちづ礪〔り．の起療は、1962年に始まわ  

た宮川切清掃運動に求められる仁一この運動は＼〔  

高山4鰯が儒砿庭喧取結動凍る市民参加型飽そ  

れであ■ネたJ・やまり‥「止から砂椚凱、蜃はなく  

「下から’の二行動元であ；ったので歯署名：宮川の清  

掃に対する行政の参加二は完1墾63年かみせみづたb  

この運動を喫磯としで、以後の高由における  

様々なまちづくりに関する運動は、・おおむね民  

間先行型のものとな為J  
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．さ町並保存会が設立され㌻歴史的な町並や景観   

という壱とが一般肘に住火の聞で考えられ始め   

るの粛丑966年からであるよ高度経済成長の集っ   

只ヰでこ全国的にくも量、老も街の景観が変化じて   
いた時代否あらた。■な料∴こう：したまち、なみ保   

存会の成立シ憧ちなみ保存運動は全国的にiも最   

も早射も吟であら発とされ、近年再評価登れ始   
め拓いる。！三’  ’1∴  

1978年lま高山の景観保存の転機である七中旬   

てよい。∫怒れはi■色の年濫初めせ保存条例がし   

かれ、行政の参加がな惑乱たからである。‥前述   
のとおり、′高山駐おいでは、－‘まちをみに対する   

取り組みは馬鹿摘レから起這pたものが多   

く、行政の布動は連れがちだったのであるが、  
ここへ釆て吏うヤi剋牽努が整・つたといって   

よい。この後、高山のまちづくり七おいて、市   
の役割が財政面でも施策面でも増大、してゆくこ   
ととなったごとは言を待たない。   

さて、高山のまちなみを取り上げるときに必  柑‘ 

苛海らオ藷軒ああfちであろ「電柱の．ないまち」  といぅのは、■1974年から順次行われてき■ている  
171鵜二ヾ封1て・：轟けl‘11・！旦J〔れミち′  －1   

ものゼ、高山におけるまちづくりの目玉セある。   

し軸森厳遥前納和一鼻毎常宿軌凄ゝ  

ごt亡111   

であった土㌧と．しぎ芝ヨ1新た左奄掛呈軒下配線で   
ぁる越生淡海軒数繋撃た斐隆ぜ瞥整‘離郷明   

白であぅたこと等々め理由により、当初は住民   
からのコンセ汐培寡を得るのが大変であづた生   
伝え聞くよ－だ鋏㌧住民ゆ合意を得るにあた動、   

L「伝建地区の大半が観光地であ胡r観光客相手   

の商売をずる店が多かづたが放成∵何むかコン   

センサスが得られた」という背景は見逃せない   
事実薄あろ：争いこの事実は高山のまちづlく≡りの   

特徴叡よく表し有廉る庭坂わ漁乳姥領’う明峰、   

京都馴ま息め竃磨る客都市での同様め試みが1   

主に蛭民の反対忙よヤあ篭りうまく漬か轟いの   
ほ、こ1蹄が要因め・1つだセ思わ揮熱かち1であ≡る。   

そこ軍＼二次に苛め」・「高山め特殊性招こつ‘いて少   

し考ぇてみる・心とにてしおう、ムニ三ぎ隼 ネミ’  

づ∴匪二 †ナ紺  

c：一  

Ⅱ－5－2糞 r嘉山市三町鰍均蜘＃虐森組ミの歩み†   

脚）仙市町干「野望－叩禦撃！幣照攣テ士ヤア                 1，ト  

［4】高山の特殊性て、し：・うー｛，こ  －さノ   

高山は、押U■も胡さ署；もご鱒ぬ観光都市である。  

そしてその観光の目玉は高山祭ごりと朝市ミそれ  

から飛騨のホ京都．の風情≦と匝ちたところであろ  

う。つまり、観光客は、高山祭りに代表される  

イベン椚の類ぃ倭別史すれば11高山に∴「古きよ  

き日本の情緒」・‘軒■「小京都鞄雅」i．といらた観念  

的なものを求めでやづ貯く・るのだ森吉すれl乳  

ある特定の彗名所瑠1日跡〕・を見ようとtて高山  

を訪れる観光客は決氾て多くはないのだという  

ことである言′・これがり「観光都市高山」、の特殊性  

と考え洛とふろのお喝やあるぷ■こ     L   

さて、一方で「産業都市高山」・の特殊性を考  

えてみようモム海山は眉他ともに認める伝統産業  

が盛んな都市である斎藤慶塗浄斧惚気刀彫工渋  

革境港栂じめ恕す徴陶盛器類敢（どの正喜品か地  

酒に朴葉味噌ミュl赤かぶ漬けな：どの漬物ヾ山菜i＼  

飛騨牛ビ由与賂農産加工品療育るばば語法被な  

どの民芸品占・籠の茸引こ伝統産業は多種多掛エ  

わたって存在：し、高山ゆ産業港概表麟ゐも物色  

なっている試走だし、・上に挙げたのはいずれも  

土産物紗範疇｝コ決る地！の‡l裁かり懲あ忍如こ刺兼  

敏免て希う：しためで媒ない占】；そうな二って鳥まう  

のであるら工業出荷像貯見符鴇明辟射であるこ（Ⅱ  

一5′「（3上表）三＞が、こ，う1u発産業に従事する人身  

の数も高山において放非常に多沿のであるふま  

飽く・1飲食店や旅館なぜのサナざヌ産業ごも盛んで  

酎机照掩川多数のサ≒ビス産業関連従業者考  

抱兇ているb・1986年のヂ＊針に凍ると第3次産  

業の市内純生産に占める剖倉70％強ゝ卜同就業城  

田率鍋二％必M予てうぇ二むと狩あるdこ池ぢさ閃こと吻班鋸  

南山は観光関連産業を凍斡と叱jた産業都市で■あ  

毎払単お庵磯せ虻の℡あさり、固ルた是劫が「産  

嘗都市高山」、め特殊性逝両液■るのである諜■、；i1・   



翫黒豆㌔染あ鮎払柵（血判  
地元財界がいがみ合わずに三位一体となった取  

り組み方をして恕何ら不思議ではなせ－i。・さらに  

このよしうな状況下ではL、思ちづくり最大のポイ  

ントであるニコン′センサス獲得が比叡的容易であ  

さ恕担うニ∈と≡は改め宅言う、までもないだろう。モ  

ト京都と∵高山吸をちづく∴りを比較するにあたり：  

必ず者膚しなほればならない言とと比て強調し  

町おき．恕幅のはこまさにこの点なのであるム1特  

ほ帝政の活動についてしっ永私ことだがJ一京都の  

場合」粥見たよi＝う妻特殊性がぅなし吻ミゆえに「複  

合都市京都⊥∴としでの色合いカきどう心耳も強く  

出てしまい、住民間のあるい時行酸；た住民・財  

界の利害の対立がおこり・、■J高山申まうミなコンセ  

ンサスがなかなか得られなレ～の瑠なこかろうーか。  

蛇足ながら今、ミ‥何の定義もな料便顔たト「複合都  

市京都山という言葉は、京都がく丁観光」／だけで  

なく様珍な軸泰もって勤りでいを都市なのであ  

るといった程度の意味合いで理解してもらえば  

結構かと思う。   

さて、本来ここで京都と高山のまちづくりの  

遠いを述べるべきなのであるが、前節までで京  

都のまちづくり自身は触れられていろのでここ  

では取り救わないことにする。そこでこのあと  
は、ちょっと視点を変えて高山のまち、そして  

まちづくりについて考えてみることにしよう。  

【5］ 大景観の発想   

これまでこの節では、まちなみ、あるいは景  

観を考察するにあたって小さなテリアに限定し  

たもの（小景観）だけを念頭に入れて述べてき  

．た。それでは片手落ちになることは昨今の京都  

ホテルや新京都駅に対する様々な論議からも明  

らかであろう。つまり、エリアを小さく限定せ  

ず、より大きな視点からまちづくりを考える大  

景観の思考も必要になってきたのである。元  

来、この思考法は借景の概念などにも見られる  

とおり、かなり古くから存在するものである  

が、町が都市化していく過程の中で忘れ去られ  

ていった。これは土地の有効利用の観点からは  

当然の淀れであったが、その思考法自身に疑問  

がもたれだした今日、特に歴史文化都市や敏光  

都市にとっては、町をマクロの視点でとらえる  
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肺）通産省F工撤計恥  rさ二  

、さらに「商業都市高山」．の側面にも触れねば   

なるまいd－先に挙げ粟とおり、高山の人口1人   

当たりの小売業販売詔は約き亜方周であり．、二・こ  

．れは岐阜県の市部における最高額であるb1この  

jことは決して南山市民の消費水準が高いらと壕  

i示してulるのではなヤーdむしろ1高山に填か広  

i多眞jの市外の小売消費者がおとずれ、■∧いかに彼  

′らの消費額が多V弾かを示していると考えるほう  

－jが自然である云 をれは既樗指標として挙げたと■   

お、り、人口1叔当たりの課税対象所得の水準値   

が90．5と比較的低い水準を示していることから   

も明らかであると思う。また、ここで市外の小  

三売消費者と表現されるものが主として飛騨地方  

ノ他町村の住民よりも観光客を指していること  

は、前述の小売商圏人口のデータから読み取れ  

丁るとおりである。そして、このような状況であ  

・れば観光客を対象とする商業形態が発展するの  

も理の当然だといえよう。すなわち、高山にお  

いては商業面においても観光関連産業が基盤と  

なっているのである。  

「以上のような「観光都市高山」や「産業都市  

高山」、あるいはまた「商業都市高山」として  

の特殊性が結びつくことによって高山のまちづ  

！ ■ くりが促進きれてきたといってもよいだろう。  

ニ「高山の特殊性」がそのまま高山のまちづくり   

の特殊性につながるのだ。そして、そのキーワー  

ドは“観光産業”である。極端に言うと、高山   

は、あらゆる面で「観光」に依存した都市なの   

である。農業・工業・商業・サービス業をはじ   

めとして行政をも含めた非常に広範な活動領域   

が「観光」という軸を中心として回っている。  

こうした状況の中では、観光戦略上大変重要な  

「歴史的な町並の構成」、つまり高山の「まち  

づくり」の運動が、観光閑適商業に携わるもの   

の多い住民のあいだから趣こり、行政・住民・  



景観の鱒考法はきすま轟棉蛸、蕎ているであ∃  
ろうし、濠姦して．二ゃゃノくで義ち盲。そして今まで∃ t  

の開発か保存かと嘩う．虎辛苛択㌃の思考から、 いかに脱却しセ減軽．如澗繍てゆくであろ  
～こニヲ＝ト弘  
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） 、－へ▼トー・ －1r◆■山一－  

＿▼【二」聖5皇しし禦撃墜堅竺．■  

【6】まと厨‘価軒声鱒が榔紆一  

⊥’まちづ川先進地で幽庵好紬¢－ても、い∃  

まだぞの適切なる方向は模索中のようである。ご、こ  

今後、伝建地区の建物が老朽化したときにどう 誓  
するか、、税制上め援助はどうすればよいのか、．  

高層建築物な≡しやめ産業の活性化はどうすれぼ  

よいか、観光に依存した都市であり続けても良  

♭、のかなど問題は山積であるノ。しかし、高山が  

全国のまちづくりノのモデルであ志こともまた事，浣  

実である。これからも高山に注目していかねば；  

なら・ないと強調しモ」≦この節を結ぶことにする。＝≠  

重要性がク成一ズアシプされできた。．■てそわ中で  

市は・：「建築物等形態ふ意匠保全連絡会議規程」・  

をもううけミふ一地上3階あるん－は裔首9・．二5In以出，  

床面積30d緑以上b再建築勒についいrは・会議やの  

審査を義務づけてせ、る占、会議での決定に強制力  

はないものの、1おおむね会議の意向が反映きれ  

るよ．う、である。またJ■し私たちが行なづね市役所  

でのヒアリ‘ング調査では∴市では積極的lこ舌L開  

発の規制を行ない調和のとれたま宙ぜく・二りを模  

索してい、るようノであう．たよ二．こう■＝した行政ぐ盗み  

め大貴戟保全の動きは他の地域に先立うた戦の  

ゼあり1．く三画期的なもの密ある」しが、それを単に  

理念の問題や臥らえるのではなく、・高山めよう  

な「観光中心都市」∫においだは、こうした取り  

組み自体が観光資源の育成にづ▼ながるが故に促  

進されると揖うコ1三けキストで読むこと㊨必要  

であろう。＼むゝずれにせ軋今後高山に参単音犬  

か・・上l】仁＼い・1ゴご  
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」瑚さⅣ∴・1凌ちすぐりをめ1ぐる住民意識‥＝  い  

ー1  （ナ）一こ   

h前車までは∵京都はこおいて今なぜ景観論争が  

起きでいるのかヾその昔最を社会科学的側面か  

島検討じてきプヒ。そぬ蹄潅嘲らかになったのはミ  

土台としでの京都嶽地域経済構造におけ各近年  

の変化が都市の空間構造に多大な影響を及ぼし  

ているということで或るb・しかしながら、こう  

した京都の構造■変化の主役猷：順庵黍推進じ都  

市の再編を企図す孝行政当局や民間資本である  

ため、開発によ恕塗面的再編に£竜感凋頃め生  

活過程に多大愈ノ顛恕が遊ん酎たるはずめ地域住  

民の意識は、・≠れ車でぬ叙述の車では依然明ら  

かにされてこなか診た占・それはこうもた土連の  

動きが地域住民ぬぬ発的な要求に基づや廃藩・め  
でないことの証左ではないだろうか。したがっ  

てい私たちはが絶域軋郎招魂啓子糾の主体  

とU篭め住民糎焦点を当てるべ冬l実際に地域  

に入るて粁摂鮮珊瑚査祖業臆する占・と越山  

たよそれ匿よ這て住民が地域の変化黍ど与認識  

しこ・どゐ法令な景観狩開発を望ふ呼ulる．ぁか藩  

操車布いこうと息ふたか・ら潜あ悉ム」調査対象地  

域はい景観問題思慮僕問題とを関連二して考えぞ  

いくという私たちめ基本的な視座l三基づき1・さ観  

光業の中心地め二1＝車紆ある東山地域と織物業め  

集積地である西陣地域；さらに京都と同肥歴凝  

的都市とくし煎め性格を有している高山市の忍地  

点妾選んだよ穏心患壱アンケ主トの回答羞果を  

基に－ニ・都市全体め衰観岩夫景観也住民⑳身近な  

地域景観＝小景観．とめ双方に射す為住民意識を  

分析厄、記述に際‥どては明確な結論づ闇虻セう  

よりも、できるだけ事実に語ら；せ恕ようノ努離．ム  

ー～岨たがぁて本章の構成は潤肝のはう破顔る。  

まず1長倉節ほぃ各藩ンケ←ト調墓地城での小  

景観に対する住民意識を分析しJそれ居れの地  
域特性を、浮薄勺彫′椚王斬恕ことiを狙せゞ起心偏い  

る3：1－節ではぐノ観光業の中心地であり周辺腐マ  

ン．シニ占お建設等虻よ■為景観問題がク日韓亥炉ッ  

プされている京都の東山清雄界隈でぬまち捧攣  

り意識を、伝建地区と非伝建地区め比扱を交澄  

な斬ら分析を衛ならている。コ恕節やほ寺ミ伝統産  

ー1‾      ．；即－†トき  

業の集積地であるものの近年そ㊥停滞が著しい  

西庫地城でこ1産業史，町並みの関係射いう視点か  

ら分析を府豪迩棄V与る。ノ‘3節ではミニ地場産莱と  

観光業が融合も皇三≒タを蓮「ちぜく！りが展開さ  

れせ吏・沌冊小京都」高山はお椿てJtそめ積極的  

な町並み保存庭対する住民意醜の分析を行なっ  

ている。都市の規模や自治の単位に大きな差異  
があぁ轍まE成脛の管舞茸1て〉頑菓脚と布巾  

えるこの都市における住民意識は、京都の将来  

を考えるうえで大き㈱衝くれてい  

るノ。を猷‘㌻1以狙愈地域酔夢■シ栃・÷トに関争しだで  

あるがバ各地域特有効率情から質問の仕方や選  

択肢の文章は全く同じというわけではない豆そ  

のため地域別こl嘩宜した記述澄術廃毒磯がこ．い  

ず熟も景観の変佃恕行政当局の評価i町並みの  

ありj方怒軸にや．鳴られてVさるためLふ－正れを基に  

相互比較鮎読哀歌れる二患うにな挙怒偏屈け∴   

最後に笛節やは」都市痴大景観に視点澄移し  

てlい京都駅ぜ加ナ京都ホ貴り岬†高速道路せ■掛っ  

たいわ掛る三東関題に対新患友持圭不支持′と、  

京都府現在及び将来の都市像黎めう、ゼつの貸  

間事項に対する■回螢を盈l冠野師を行なづ好い  

るム月計者は京都の現在進行中の開発に称じゃこ  

また後者は都市のタイテりティテ堆に参恵咋l】1  

市民がぎ汐考儀河釣、為かを明らか挺節魔題せ藩  

に豆高山索の同様ぬ質問陸尉す名画答をめ比較  

をとおして高山市民と京都市民の意識の差異を  
津別教り1に榊麓庭祖狽が超し河畔翫－＼以上を  

扱お鮎杵軒郷項滑ほ・大乗観檻関する億磯の差異  

が両都市の問で見辛に表れ惹こ七正な二ろiう。＝‘   

最後ほ頂ンケ⊥やの調査好法に習い布述べて  

封受造とにす，る⊆ト調査はV＝）ずれも据発生が、1軒  

ずめ回っヤ軍該ケナト用紙鋸酎元牒「の家の代  

表者・1人にア訝タ≒正に答え薄もら怯）後日回収  

するセいう方法を妻ちた占ナ実施旧は東山・西陣  

が92年迫月初句意高山が同年・ン9月1田方あるふ  

、、さ．J   

・‡）・弓最近′の矛が・リカで重要なトレ。ンミド1とな．う   

∴ ′で頓遷都両政策め新．Uい葡姦坊ニ’「生活  
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の質の向上は、ある時には、成長を促進  

する土とによっや印東風凍蒔ろ威風  
を制限することによってなされる」とい   

トi手薄掛が基本的を竜チナフ詔あ軋‘Ji生活め  

・子！，‡・質の’観点かち都市開発の速度∵‘規模、・†内  

、・Ⅴ，容億コント毎せルする住民参加に曇る意   

し三l∴■】識的な都市開発のことをVづ‖緋詳虻パ・は   

L・しi亘†矢件弘．i大野輝之．！日本め都市は救える   

こう，、か」；順ヨ文社出版iて二1990年参照d∴∴l  

：＝さド≡ Yり  トし7－∴∵廿  し   

1節り乗出清水界隈にお煉る住民意識＝、巨・  

わi÷ ′上描出 l一：ト1＝∴1∴半在㌣‘－’  

［1】†ト〉臍査地域棚要＼′．  

＼東山区はく；京都市のほ二暫雷東南部に位置も、清  

水地区はその中冬も新観光地と、退で有名な地区  

である。：j」∴     i・衰∵で㌧㌧草㌧  

．■こめ地区め発展凱j；古くは聖徳太承の建立し  

た法談寺（廣際は臥卜飛鳥時代匿什渡来系豪族  

八坂造が建立也たとい奇説泡ある）二：㊥創建に始  

まるとV）われ有給るよそしで、主延勝正鱗i（罰98年）  

にく二i坂上田村麻呂内助成艦より清雄寺が創建さ  

れるとご・澗ほ僧仰の霊場避もて発属龍藩㍍清水  

寺べ＝迄娃、たる清水故に－は、二毎月億例の縁一日が閑  

静れ－多くの参拝客が訪れ虎・首い見め室町時概  

の頃にlま、ナ清水焼きが創始嘗れヾま】た、．近戒柁  

高台寺が移さ軋る七∴その周囲ほ今の下河原の  

町が形成されていらたといわれで掛るよ江戸時  

代初期前後の頃に苛壊J清水寺の門前町も形成さ  

れ、こ－；行楽地化bた寺社捉付随．b得い賑わ好手を見  

せた。＝、・斗∴十．車ふぃ∵ ∴〃吊＝訂しト  

∴現在の清水町は、1998蕪ぬ国梨調査甘駁鮎軋  

面積仇．90坪方借≦ロ湖上下ル骨批．685世帯3ち8詑  

人が居住オ：る二地域とな】っ芯＼ゝ上るJ；！男1女tの此率  

はミ男性1雄72九、し激憤Z、16て）人とゞ女性由ほう  

が多喰∂京都に数ある観光地の中でもJ上長も多  

J4の観光客が訪軋る清水寺やこ㌧ラ産寧坂、正年坂  

奄抱えミうまたく’i祇園砿も近いミとからヾl・年舘久  

遠＝りjの絶息ぬ観光地と：bて栄え溜めるもノそのた  

め、’こ飲食店や11土産物屋山納売店なぎが多扉。一  

骨に観光客や、修学旅行生で賑わっているこの  

地域ではあるが寸士方でiさ1984年かちi990年に  

かけて、し清水町では豆t聯こ服首82戸、人口   
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にして458人が減少している。これは10．7％の  

減少であ東嶺齢別八軒構成比率について見る  

と、最も多数を占めるのは55才から59才の層で  

・（東山区総人口5ユ，171人中3こ；782人）、15才未満  

の子供■は減少め丁途を辿って〉－〈る（5；40．6人、  

約111％）。この様に、・当地区登は、高齢化が進  

んでお机＝将来まも領・くt．りこ運動の担い手不足を  

生じる違‥どが懸念される請ぃ＼     ＝、LL  

；【2】ジ弘回答養の眉牡・∴  

∴むの才率甥徳用・調査軋「清水坂∴（清水寺から  

七味屋本舗まで）∴甚ぺ1・産寧坂から二年坂、高台  

寺道沿道のふ名商店に協力暫堺ただいて行われ  

た。ただしこ‘▼金澤怨商店に協力をし？ただセ■、たわ  

け要はないしこ酢決ケー：ドの項巨＝こよっては1．  

無記入セいうと蔓ちもあ容色′と豊前も・らて断ち  

ておく。．■     ㌧、・．、j■■：い≡  

ち勘、・ア著房皇祖調査の範囲を2うの地  

獄ているふ■1．つはJ伝統的建造物群保存  

地区ニニ（以下、二伝建地区蝕と省略すこる－）Jもう1二  

短はよそれ以外の地区ニ（以下、∴伝建地区外と省  

略する‡である吉‘これち⑳地域では、まちづく  

鳳掠対する意識が異なるであ患うしJ行政の指  

導のあり方や商業形態毒も】異なるのでし1比較する  

薄めのtl葱の指標と張て用V）るこ逝に■した。  

トまた萬＝この粛誕ケ「．肘調査の目的であるが、ゝ  

清水地区におけ為まちづ施政瞳対するごノ住民の  

意識を明らかにするととも・削｝†伝統的な町並み  

を保存厨郡｝くことが、、当地の商業」l特に観光  

業’ど呑軋二ち．かの利害関係廃盤じさせ釘滋？るのか  

ど奇．か義明らかにする£・とに轟患も毒・   ↑  

lそれでは1．これ射ら済ンケ詳二情調査の結果を  

見′℡い埠て或鉦㌣打乱■∴三ト⊥－・  

‘意ず回答者の鳳隆に短躯てみていこ・う ㌧（Ⅳ－  

′1＼牛：1－表盈以顕すべての数字埠小数点以下四捨  

五入したものとする）’。二   「  

ト回収総数煉78件。．．男性40入ヾ二女牲33人、1不明  

（無記災）が5火やあうた忘・－浄のうち、．伝建地  

区内は46火・＝（そ紗tう偶二，男性20入i女性22人、  

不明4久）・、億建地区外は32、叔1乙（そのうちく’男  

性加入盲－≧女性放心．不明1八粧と恋って桁た。  

－ご1回答者の年齢層については11熟も多レーのが∵   



ノ  

ものが毎るたぬ狩ある占ノ‡そもそも六三‘まちぎ強わ  
という活動握，十革新昭文化が経済活動申充実  

を基盤拉発展心薫き程ように・＼卜その場の経済活  

動の理解なくしては、十分な理解に至ることは  

でき巻いと思われろ占∴、  

、さ七ゝ，碍水の経済括動につ｝予て逐ボる副；，・  

私たをの時期区分睾つや．肯述べてあく。．きず、  

私たち拙朝年か卵締、にかけてを、：ナ？の区  

切りとしている。91年以前という時期轟くエバプ  

ル隠削こ代表され最速う妊、∴異常な好景蒸遼全  

国捌こ芦した時期でみり甜192年以降と㌢さう時期  

は、バブル経済の崩壊と共に、徐々蜂不況へと  

至ろ過程であ為青ごこのよう蓉景気変動が、この  
地申経帝括動軽，料影響も河駁モるのカ誉†まや彩筆  

七郎．－をな．ら堵ど甲程度のものか。≡∈申点から  

見冨し）く。こととこも凄うむ： ，■けJ．「r†  

印代（34肇）、・ついで、40代（289‘）、16離（23％）  

である占家殊の鞠乾A数峠ゝ，両埠区でヰ人が革  

も多かった（伝建地区内37％、伝建地区外軍  

肇）。伝建地区内剰紅絹凍阻如ほいうとこ  

ろが1g鱒と、こ第3位庫位置しや掛り、■お年計り  

野望永住辛いなど、、子供が家を出た後で、中高  

年の未婦だけで商売をし、符b、、ること与ろが∴見受  

けあ拘たも  ：l享    f  

，Ⅳ十1丁二1鶉二F響■汐■性∴、りl‘木  

善詳   
〉二さキ鰹各†上．ミ・：！手三門本数「lニ1（た、r†ニJ   

次に、職業についてで轟暴が替癌建地厚内で  

特長「商業1∵鍵食草」′■ぅが81％、・伝建鱒区外否は、  

F「土嚢物販売革」が74‰と1・それぞれ餐敬重卓  

めてV鳩軒・寒昧清水坂沿道は｝敏光屠蜃修学  

旅行生相承何重彙物蜃がほと一んぎで卑喝らこ㌻方  

で、産寧坂、′ニ年坂沿漬は、潤‘ら穀樗雰囲気邸  
乗考・．り．、ごし申と．りこと落ち着ゝ1、カ小■売店軌j飲食  

店黍ぎが並々でお！り、i上達漁の匂いの：きし【う査もの  

肴感じ発。両地区とちキ⊂現地担任んでいる人の  
錐率昼過券数奇超庭て蝉各が、．通勤吐パ持、る人  

の比率軋三瀬建地区内で3p潔をしめる庚申ヾ・伝  

建地区外ぞ嬢蝮％索感轟外一言も伝建地底肉のほ  

＝う汎1当掛買住む熱食味少数かっ．た。ちなみに、  

江連執しでい掻」ニセ答ネ売木もi，市内連動者が  

8創考占吟て掛虹涼都府外煎ら甲通勤者凍軒さ  

なか到鮎■  

ゝ1ナ⊥．，†羊，，・■J「  ト  
止3】∵i＝清水埠区中経済洒動こ三ぺ∴．‥二ス  

，まちぜや乳の意責削こタ附耳述べる前に、当地  

区の経済暗勤将窄や偲看渡してお範必要が率  

る＝。・．走㍍うのも、し′このア㌢ケ澤．も調査の月的の  

十部と、して，†「居ち頭皮粗とし滞水の凝光熱も  

凍みらか¢相車胞な利害関係ポあ多か」と憩う  

ニ音ミ†∴    爾て 十′い－  ゞ・∴プ章凰レL・   

俵初に、91年以前柊早いて蛛デー恥茸：2－衷匪  

よわ渾身てく雛よ舟。．客数l芦i？レ硝才［減少」二と  

答えた人が、両地区で過半数を示して∨ゝる仕、確  

かにJ京都市適地親米同の轍耳峨京都  

への観光客教組丈照輝牒料β46禾兆をぜ㌣ク  

にゝ牒年匿は鱒部帥と城努レていろムきノレ  

かし、：二これ軸二「鹿啄J花唇緑野・博覧会」∴や二・よ  

う奄、京都周辺呼如全国的に観光客を帯引ヰ芦  

イヴ、声ホ甜あ夕顔ぬ革嘲・！9晴匠市時節I；増′え  

た遵二釘ぎ怨タ）。．棄際れ卵廃牽蒋9挿観刊む卯  

年奉殿改盤よ一束都押韻光客数は芦鉛PqQ洋一永前後  

を微増ご－微減ふ音哩噂厚東が確蓼呼き擾暮色売出  

勘恥餌⑥が瀬丸：し：と港養奄鵬妙ぎ、  

．、「変ヰヒ漆、抽成風如鉢ふ それぞれ′3勧以上  

おり∴R軌：．蜃動きり敷く感じてヤ）虎連うで  

嬢藤押韻うlこ思えみ汗陪軌パ雄和レの影響が漣  

東恕捏われ啓一「高級品の売上」lキ中i＼、て甚i．．ヤ  

はり、′より多くの人が、・「減少」したと感じて  

畔翫予∴∵ 仁ト イ←＋十 ＋ 子沌絞＿ 

巨ノー寿い地価史薫妥￥ミて峰JLそれぞれでセ剖以上  

斡久針「上昇転車」＼凄答え耳‘し、る・。庚阻勘一声  
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題＝ば、傑劾なものではないようであるbさらに、  

半数以上め画答者が二′F後継者と同居していlる」  

と答えせいぬム    l  

’④市の観光業lと対する施策克ついて 市の観  

光業に対す恕施策につ腑巧∴・∴「不十分」と・「全  

く…足りておiなか」、㍉をあ浴せると、7両地区密9剖  

巻起えた（回答率紗射。ノ、具価鋸こ何が不満か  

というと、「鮭畢場不足」、「案内板、公衆便所ヾ  

灰皿などの埠笹」、＝と寧をpとP■Rを」‘などがあっ  

た。．風車塔撞料；を犠ぎ後述す孝、。  
⑤最近昭二靭篭る寮と■最近悩わでいること  
として、轟ちも・多からたのが、プ＝・巨売強が減った」、  

っいで庖巌元＝・と孝子恕鱒。やはり、 チ・：．ィ訴  

売上、客雛減数は諭鱒恕纏1享ど身にしみ  
て感じられて？さる疏じい。1酔おこ†イ後継者がい  

・．√・しiヰニ ない」と答え超人は←店建地区内で13％（30人  
中）、伝建地区簸で7塊建9人串nこすぎなかっ  

‾、 I▼  

た。   ∴欄‘1し■ ■L  

（動こわからの清水門前における観光業の  

■i・’1尭恵良必要逸三と‘予・  

・上組のガう應タイLドルで＼ヒ転建地区ニ商品ミニ  

建物こJ＝鹿車蕩、：町並みにカ頓て尋転琉‡Ⅳ－1  

」、巻■表：を見ても・ら．¢娠直音態ずミ†lト伝建地区にら  

レ、てだ妖拡張につVゝ・羽沢1伝建地区外の方でこ  

積極的な意見か細かれ患許湿れは、‥伝建地区内  

の鹿民の方が1■伝建地区海象きれることの√利  

益、も不利益も知ちせ心るため＼慎重査態度哀  

取らているからであ藩壱考えられ患。次にこ1商  

品にう小せ尭如、∴亘れ憬ヾそ猟奇軋め地区七最  

も多ギ相手にする客層に抜∵りミ、、定′二塞が生：とでい■る  

もの～と思あれ為占上伝線駒凍商品垣親らキい，く包  

言う毛：とでは、一両地区せ悪風め多数㊨占めてい  

るが1・修学旅行生患最多客層に持つ伝建地区外  

の裔唐恐は、∴仁流布匪rのらtた商品を扱う‥」基い  

う店の比率がわずかながら高い。建物につ心  

て、伝建地区外で100％の人が「伝統的な外見」  

の建物が良いと答ぇ恕ぬ絶対温払底建地区内恋  

わずかながち「近代的な外見」め建物が良し、、と  

答えた入がいる－。イ云建地区内の僅民が行故に渡  

る■（封るヾ叫ま近所付き合ぃによ為）各種規制や  

不利益は由む毎＼伝建地区外の住民よりも身近  

た感じているテためあぁてうい能率場についてだ   

め地域の地価ほ、、同時期ゐ他の地域と同じく上  

鼻先窄む畠義一（国土庁．・r地価螢示ムーニ渇9L91年）。  

Ji巻でミり続いせ92年た入っそからの動向につV－  

で見そ万一く■こ盗1とする。：   

まず、客数についてだがさ」に減少」と答えた  

人が飢年以前と比べて隠師転宅いるこぶ・売上につ  

いては、さすがに．す減少〕と答え長英が増えで  

ウ、iるム、当然ヾユ「高級品め読生1・i主っい感は∴「減  

少」が高混ミ割合を示軋是ムさ）  

ノ：地価■iまb漬そ濾、．過半数以上め火が「下落し  

村里頭挽煎頼紅明らかにヾ■傾向は91年以前  

と此奴で変わ毒た虻．軋む翫  

・ここま海憩舌鼓象畠と漉こやは・りヾ大きな経  

済あ流れが、二（ヱめ地域の経済活動に軸係七てVi  

る・畠↓為ゝうこと；密翁如、』射も、住民は大きを経  

済の流れの影響を強く感じせおりごほぼこ・1当地  

阜、－▲華甲弊堅景気㌢変軌車、腰矩聖戯曲  
妄語だ首う∴私ぼ、二喜「徴漸三繁ぎなゴ戸〕く欄猟  

寸秒ぎな軌－と述琴鞋野、湊厳には；■何百方媚＝  
何樋円七川）う単位繭変動をゐで∴大企業と濯  

い、小溺磨兼煽水の小売店舗にはi－強い影響を  

及ぼす変動で添箔うと思われ為。「－・：、一子1r  

∴続Vさ奉二現在の経済活動に掬わ毎回容結果を  

まとめておくま     †〔l・キー  

・，①客層チl最多客層転・・J振建地区商で老人層  

－（回春癒敦盛人中相好）i－1伝建地区外牽iま修学  

旅行生（回答馳4火中8g％）で萄らた忌■無記入  

が多から虎ため姿粍盆し感は正確啓を欠くが＼い  

臭際は歩∨‥、苛み■ると斗措め通り薄あ為ことがわ  

か墟；息め原因1如二両地区め商店ゐ性質の差に  

Lある巻¢iえ融！・伝建地区内牽は、比較的高級な  

東園気ゐ小売宿が多帆ゐ他対屯、伝建地区外吏  

軋・、観光客相暴あ土産物屋がほと脇密であ濾ム  

僅癌嶺痴新宿形掛・・1やは弥こ．歴史の苗V町並  

み軸るためか、自己所有が圧倒的多数澄凄也  

た（両地区ヤ■・畠制以迫）も・借地とん宣ごうミ人もこ▼貸  

主纏ずぺて京都府内庭居住しており′、二府外資本  

■によ福士地所有はほLどんどないむのと思掛れ  

る。＝‡うき、－           ヴ・．し  

（卦後継者 後継者の有無については、伝建地  

区商攣麗噛（39人中）rJ伝建地区殊更75腐（30  

人中）1鳩人が1「いる」・・息巻え車窓吟、：後継者聞   

一諭  

打i 

トト 
． 



が、両地区で89％の火力㌢［もっと増やす」お．答  

えた。京都市文化観光局の調査によれば、清水  

坂の駐車場への自家用車の年間駐車台数は1、88  

年に一時135，954台とピークを迎えた後、下落  

したが、90年接ば渠私感峰台む持為纏軋た志そ  

して、現在でも、常に農事場から辛が途絶える  

ことはなく、琴緊一手夢路瞳溢れ密愚儲。このよ  
うはこ1駐車場の増設は1＼急いで解決すべき瀾題  

となっているごUかしこ；∫駐車場の増設は景観破  

壊を引き起こし‘かねずミ‘難しい問題．憩いえる。．  

最後に、今後のまちなみについての意見をみぞ  

みようム■伝建地区内やミ÷伝建地区外よしりも㌻「兢  

⊥性由ある町並みむ‥にするという億見が少な  

かdLたのはこ照‡まり伝建地区内の住民が〔統プ  

性のある町並み」二にすることにま丁る規制や不利  

益を身近に感じ質甲牒かあ、だと考えられる。  

②伝統的建築物の保存lこついて∴  

∵Ⅳ一1∫⊥5、表を克てみると、やはり・、・、多くの  

人は、▼大筋におい1てこ保存↓淫サーべ方向に賛成  

智ある。だが、伝建地区内で・「保存の起めに積  

極的な方策を」という意見が45鱒と長粒多㍍の  

に対して、イ云建地区外では「保存のために、ある  

程度の開発規制を」セユいこう意見が56％芝最匁多  

ゆ占これは、伝建地区内ではJノ・ヤは．り保存に対  

じて積極的であ机伝建地区外では、最低限の  

開発は必要であると考えでいる考見ることも哲  

きる。しかし、これを裏返してみると、・伝建地  

区内では、住民が考えているほど、二、棟極的旺保  

存の美めの方策がとられておちず㌧伝建地区外  

の扱うしが、楽天的にJ「保存ユについて考えてい  

るとは仏像ないだろう′か云l‡，至まりヾ・伝建地区内  

の住民わほうfがこ保存臆姉す各市から．の援助  

やニ・保存する意・をによる不利益を身近略感・じて  

いるため、より「積極的な方策」・′を望‰源鋳る  

ととこら泉る‾ミともで藩洛云地蘭抒、「開発のた  

め転封丞七経度の、J規制穏和を〕lを選択捷だ汎滴㌔  

伝建地区内払お隕好∴地区外の牒僧の割創こ催  

する1℃％め人が選択した＝こ一也睦ぶ厳し隕規制に  

対す急反発が存在するこ鹿を率直とさ物語っでVl  

るど瀞鬼戊だろ？う）も・；［．〕二▲二‾ 二∴■＼†・ヾ  

■ 
j  

⑦こちらで商売を続けてい嘗た仁1かぎ1伝建地  

区内の1人を傲炎と◆11i′残りす職論究′［続  

けていきたい」と答えた。当地での商売に対す  

る愛着が強1く感じちれ恥  

【4：】・：清水における住民のまちづくエリイこ≡∈  

対する憲議L■l’   

さて、以上のよ・うを経済活動であるモとを踏  

まえたうえで∴いよ恒まほちザノくり．に対す有意  

諸についてミ′iアンケ「ト調査の結果を見宜ぬ・く‘  

立とにする。・  

し①伝建地区指定の知悉腋十牛  

コ1ミ＝／r∴い享雨・  

ミニ③景観保存繹惣■掛て混気庖掃けていることし  

ノ最忽多かる允意見軋耕端物聴調に気を付け  

てい蓋j†ら密漁り、、これに、r看板の色を抑えてい  

る」璃囁緑地成鳥の設問は姑複数回答を求めた  

もの管あ這たがミ伝建地区内め火侶御地区外に－  

比ぺi多くの項掴■を選択も甘いたb、ナなお産気を  

うけぞいぷ理由とこじては。べ．iぽとぎんざぬ．汲が、t  

F自分の住む美しい町並み濠保存ごしたレ淵鴫」三  

と答えてVニゝるヱとに注目■したい。、1（－一．11・  

‘！㊥まちなみ保存に対する行政施策につげlて‘）・ 

両地区で1ニ・住民は「不十分で溝為」′あ那）凝  

「全く、足二りぞいない」と考えて守一る人カざこ過半  

数に達したb伝建地区外に比拒㍍行政と，の関お  
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トⅣrl－4衰の通サ、てほぼ全霊の人が王その  

存在庖∵どヱに凝るのかも知ってぬ赴か訪れ腹  

地域の住民の関心の高鳥がユな′み巻数ならぬ、こ  

と：を物語っ雷阜るとむ－えよう㌻∵  



行政自身のノウハウの蓄積と適切な指導が望ま  

れるところである。∴．も，ちろん正れは、住民側も  

心得ておくべきことであろう。  

11  

2、節■西陣憶暴けるン住民意識  

［・1］ 調査地域の概要ユ∴   

本節では，く■、ご愁たち、がアンケート調査を実施し  

怨西陣地域ほお貯るヾエ近年の町並み変化とそれ  

に嫁すみ住底意識にウいで分析を行なろ∴伝統  

産業の集積するこの地域は、■・f970年代のオイル  

タ白ウ・久以降織物業の伸び悩み軍産業空洞化が  

進展じ、ト葛細淀伴う労働市場の蒙牝と住環境の  

悪化から88年偶の地価高騰を契機に町並みに変  

化がみら郭た所でもある√したがちて、ニ‥こうU  

た変動に対駁地元住犀は日頃どう感じてせ－るの  

忘妄り  
な事態と離顆摘細物業界と喪近寧軒並み変  
化の関靂細疲≡を：も¢た。と  

いうのも、㌍さこ悉新唖きぞ卿一夕で  

確認サる・挙脾軸摸凍際舶を運ば  
1： なけれぼ鼻の動線がヵかか扇南如或洩る。し  

たがづて洩以雷管は丁実際値野瀧琴た冒⊇ケー  
無の集計結果恕塞に∴≠分析を進めて♪、くこ挺に  

するごて三＝Lr†√・・、1－rこ   

調査を行なった地域は、＼上京区の北部峰位置  

する大黒町とその風辺5町内であり、乾隆、西  

陣蘭学区捉またが㊨所である占・，，私允簸が犬黒町  

に注目した理由は、この町潜斎都市の「西陣活  

性化モデルダラし≡をJl闇野頂「モデルプラン」と  

記す）こ・指定地填で1？、」町並み変化をただ受動的  

に受け止め遷汚みをあザ地元住民自・らが主体二と  

なってまちづくりを模索して．おり、その点℡周  

辺5町との差異が表猟各の詔橡嶽一号カゝ肇：予想し  

た牟ぅで垂孝女且阜レて．誉」忘ラムを享ちづく．り1の     ニ  ＝⊥どユ三占」」－  L・ユー⊥－ノ ▲こ∴rl  

．りが密接な地区内の方餌新行政応対或る不満を  

多く抱えでいると思われたが、意外にも、－一伝建  

地区内邦回答紆数甜人）■ンでは21％の人が、「十  

分であ忌日lト道潜えた′の・に対して∴伝建地区外  

ニ（回答総数28火）：「で上そう答えた人は1わずか  

A削ヨ射ぎなかbたJ・具体的lき郎行政に対して  

住民が望冷′野中盗ことは17二はっ！きり′■と’したプ  

矛ンめ捷示を〕トや打補助金の増額」、「点的な1・も  

のでなぷ∴／．もらと、面的を行政指導を」というも  

のなどであ鼻美恵・ノ 

揖1三し：fこ’；  

－こ【5】・まとめ  

ィ1・†以血ミび東山清水地区のアンケ栄ト調査結果奄  

見て音たがlごこで言えることては、．・この地域に・  

おF濱島ま．ちづく粉運動は√住民の意識からJとら  

兇射ぎ、▲・観光業老巧兼東食恒以前ほ、〔■F水間1の  

住む場所ユ．1卓抜窓掛芦、立ち’：こを造り二卜零封てゆ  

養運動だむやえ為ふい■7：チ‡■欄1、r Ji い】ゝしい  

∴㊨巻層ん、∴暇みを牒寿⊥てこそ達意都に数  

叔弼射川路胞で鋼捌酌噸．る。1当ぎ地亀経済  

が二．独特の町並射亘ホ．完全にではな齢が組儲讃  

し好椿㊨こをは否ぬな偵。トニ粘か心べ＼、住民のく：二＼ま  

ちヴく∴り1蔭対談番意甜は、■アン塀’ヰ脂調査の結  

果から見る限りでは、「我々が住んで椿㊨とこ  

ろ．寧触らゝ．患甲二幸姐象触違い  
ー 

く毒嚇ニ喜引こ二、甘藷賄塾頭暫雷雲聯う  

てV言kベき断とV≧￥う萄桝等車軸珊い  
怒よ瓦屋感あ姦臥二⊥  －・T，   

■確かに古い町並みが残っているということ  

はJ－；丞封ま丁周㌢西砂発展つ（開発わ！‾経取妙残遅れ  

屯営た立退？遅豹きた苛∵地域恐あ轟かも心軒な仇  

しか以1を者挽は同時にこ．常に人々が住み続けこ－  

地域軍き葦墨弄礪がこし挽か－りノと保も続けてられた  

た鱒撞や具開発め事箋析英慮ずよ、ほぬこ．’■入れずい入  

る必要ぬなからた逝■言語毎盤を意味し蒔いる・二よ  

うほ愚かる。ノ、さ私たちカ亘トごそこで】†‘雪情格”．rを感・じ  

る④偲u凍上にミ■・今扱お↓色槌「宙る・′こ．と1砂ない  

人々の‘一書ち，し’l．を感じるからではな齢麿ろう  

か訪■啓射i量産鱒蕃あぜ陥月，笥運動放さ将来に  

向碩怒鰍、住為に÷よる、≡住民鞭羞めの住環境の  

整備で海鳥ぺをであめ、それがし－歴史的な文化  

財の保護廃車地域幻経済発展三陸繋が各或鳶沌翫■j   
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くりの将来展望がみいだせるのではないかと考  
克たか海で鳴あ恐盲∴なおア射身重トの実施巨＝ま  

199g薙ユ1月」命日ヾアンサ十し下回収数は11Pで4  

割程度の回刃文寧にな1ろ滋bL，イ、ノ1、・ハ†巨＼．ミコ且   

さて、アンケー恥の分析にゑ偽前に、こ／大黒町   
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一e∴；t パⅥ軋弘∵」∴巨‥∵  

を中心と：した6・町の近年わ牧野を逓代‘ることに  

する云世取払r火口1はミⅣて－∴’2ト’1‘表折らわか  

るように、ともに全町を通じて減少傾向にミあり′、  

特龍夫黒町不対ま如こ％以上協二減少こむ亙いる意官爵女  

此で1まヰ僻旨を除くす唇音め町恰女性の方が多  

吋なふ啓齢鋸二ま－た、酉僻地城軋お柑る元学区  

別繊維王業数の変化払お匝て、∴本調査地域貯為  

る暦陣学区脅は76年浄ら85年の1¢年間に刃7％、  

乾隆学区貯腹痛㈲腰上も減か虹そおLり、他方で  

73年卦あ83年の〉間∫肉織物業建物め転用抵ごういて  

みると、西陣学区では落剥凱乾隆学区では商  

仁王菓施設や声建尊柑住宅べ．の帝用こが最料多く  

なちでV－るこ苧ldン二心たがらて、紬年代中期から8b  

年代中期野間に変容め激↓からた這の地域がそ  

の後どうな通常虻嶋かカ敬下の分析における焦  

．点となちてぐるのであるふ二、 †  ヽ，  

う’に思われ忍よ‾と椿う．の濾∵俳埋連年齢入口で  

ある15才以下及び鮎才以止の乱の家族における  

有無を質問ん絶とヱ各ご、ユ5才以下の汎がいミる家  

庭拇25軒密室体の23％なのに対じ∵65才以上の  

いる家庭は63粁密②軒に1軒起J倍付こ達して駆る  

からである。  ・、膏   

このことは本地域における相対的な若年層の  
少な引猷薗辟者原初多溝，雛ち為増ンかがう・王虹が  

や1き慈す本矛、汐啓一～ト：か鞄、創動卸し尤回騨の  

家族乱数総計全社15人IS対：し十二韮5歳以軒は合計  

49尤府全体の12射165歳以止は名5二人で召1好逝い  

う結果がでた甘一方90年め国教調査にまぁと、、  

15歳末滞丸田の此率が京都市全体で‾は16■如こ対  

乱調査地域の属す埼也京区舶盗軋また65歳以  

止九日此率を之る左、市全体が始乳に対し上京  

隠％ぷ密ある、こ七かこらし，市内め中野比較的こ若年層  

が少資≪馬齢者確の多も1上京区のヰで三今回調  

査した地域はよ功、高齢化が進行した地域である  
Iウ  

こ忘芸慧還遠こ．議長蒜  
地域の特色鼎裏釘せサ変相＝。浅香■職種別で  

は製農業が激をぜ塊こ≡次し1歪サ丁常永業  
▼（蜂那が多一くなっぜし、為るもが二日8番目¶に多  

［2′］し†回苔着徽属性十∴ ・．て・■  

∴Ⅳ－′2丁、2表－を温、て頂思た玩i呈∴回答者は全部  

膏皿飢桓恐あサ、．男；女比は卦：▲1こ〉年齢構成はちD  

代をピークに40代から60代で85％を占めた。鼎  

性の中高年ボ多舶の蝕も÷1後・訃取払針「ト用紙澄  

回収するとVl・夢芳箕を取pた 
， 

－  

＼1∴・∴  
「
に
仁
軋
L
 
 

い聯ゞ野軒二（1肇％）－和‾管ム  ∃  
′  主に高齢者  

家族九放で  
率掛軸以  

芋三相  

や学生などは曹篭れて響寧いかぢ1  
が占めて心ミ盲モ恵蕃束右；▲次たニ1商時頼衛葉蘭  

廉か密かの凍聞で杜ミ＝常はサ織物業関係の丸は  

51■％魚津葡痍′占めてる甫異に怒ら嘲・トいご・   

こわ≡よ寄な特色杜職場所在地てに関「は亀うか  

宥3   

下2人（加％）、3人（17％）と続いている。  

私人家族壮至3ご人家族の多肇はご子供が独立心て  

いた鋸規と．同居してV〔享盈中高年夫婦が多くJ世  

許と・しては維持さ、旺てい竃ことを示㌘優布いる′よ  



たとこるJ、、セ昨年比ではJ下落した」が有効回答  

中7如上忽のに外し、・10雫漸と顔ヒ較では依  

然「高騰した」が8割を越覚る転乗ピなった。  
これ噴卯年代以降の異常盆清野とペブル崩壊  

後の慮近の下帯を示したⅢ＝要1瀞の地価動向と  

一致した結果といえる。・   

次に鐘民数変化であるが、二：そめ結果榛「減少  
した」ず6割強、「変わっていない」が3酎弱  

となづ美。さらィに「減少した」之答えた人に対  

して吏の年齢即ぎ減少しな軸沌剛）たとこ  

ろ、15歳以下が5割を超え、次いで39～16歳が  

2割以上になっねd、・占れは本章［2］で述べた  

ような、以前と比較して地域のヰに子供が少な  

薫なうたの湛絆し老人が多二くなbたということ  

を住民自身が・日頃から認一級じてい、る、■と頓－うこと  

であろ：うムーニ1‡針       三J〔∴，  

．、最後に土地利用形態にうⅤ－て述べ各邑上にす  

る・。’ここでほ増加丁した施設を聾つ遷択しても、ら  

うと．いう形式叡と占たことこ、ろ主最も多謡うたの  

は麿凄磯村如％）∴次いでアが←莱㌢マ勘シヲ  

ン（31％）「ら】「特にな七」：（14％；）という鹿果になち  

たぎ．Ⅰ、．2佐倉わせ洛と、8割弱に璃・なしり二1∴こ－の  

12つが最近卸町並み変化敵中ノむでぁる起▲住▲民は  

着えてける楼う‾評あるが亮巨工∵∵ノ1，ト  

②生活払の影響t①菅は地価㍍住民数ヾ吐地利  

・用形態の二3点・・を通して近年この地域が昌■まぐる  

しく1変化してこきた直と澄示じ舟わ櫛であ乳が羊  

£うした激しレ斗変化娃甘々め生活・にどのようを  

影響を及ぼしてきたの憩あみうか。二そこで住民  

がこのことについてどう考えているのかを知る  

ために、プラス・マイナ演舞無関断わからな  

唇の・4pの選択肢二の中から選ん潜も・らモー1・その  

艶由滝記入してもらう‡こざはした′（Ⅳナ2三十：1  

図）。■‥1   こ′卜  ：ネ■－、  

†1▼．2㌧でヨ¶iヰま化が生錯鵡だたf■t二ごごぐ腐■紀）   1  

がうことができる小色宅が職場の人が56％、京  

都市和事ある人粥5％と、両者倉わせや8軌こ  
達して磨り、磯往の一致もしくヲは近接如この地  
域にお壕音義華的転生活バ名亘γとをう：ている  

こと部分かる0、  ノ・r   

最後た住民d居住に閲し七見㌍いくごとにす  

る。まずi都凄絶㍗握硯・33年な鴎し64年  
という各がq鮒上もいる。・モ丸はi，事こ述べ り】  
たように中高集中ら男尊爵蜃髄鮎聖経といっ ヽ－・■  

た回答者の慮りカーら、生まれて奴来、1煙たは働  

き始めでから居住を開始じ紗kは掛かと推  

察でき高三ニ次に住由雄憾野球射沌、一戸  
建に住む人が9劃そ二持ち豪と借家め比率は約  

■往■：11と躯う1結潔那でた。そじて借家の人に対  

しでは考偲■所有者碇閲す各賞隙をしたむこる■J  

市内居住者が95溺’ミー法人所有と個人所有＠此は  

4：f9、こ‘と†隠ウたも「■：この、こと∴からiく・1本地嫁に関す  

る・限り、：他の東都市かち狩資本施入は見られな  
⊥トーTl   いようである。ニ・■  

ノ・〔坤1し∴ヤ王      ノ！二Il払こ■∴1  

・二っ［二3】ト1∴町並み変化に射す√る住民閣議三′ニ・・  

①町内膵怠け漆変化の実態織物業の不振が西  
陣にお相恩紺並み変化のづ千舟に■ある＆恕は鹿  

・に述べ】て肇．た初夢こ．町並み旅地域社会を変容んて  

いく上での稟紫蘭各推進力・練、地価の動向やそ  
れに伴ふ忠生芳名低層洒嘲動や土地利用変牝で  

ある。上そ迄で地域変化め蒋棟と↓て地価針住民  

数、土地利用形態を取り上航この3■指標に対  

する回答動向からメ住民の目粧写る最近の地域変  
化を明らかにb凍埼と愚か■凋折鶴2rキ，3・衰）ミ■b■・1  

∴邸二■り来せ羅虻摘め咽．こト          【  

■鐘i人 （）内：ヽ  

雲垂空と．．．．ユ ニf：お：ご；、Jこ1∴七さ  

． ■＼む■寧＝艶1．」  1i－、■一滴・：二∴ 」○  

ロ岬畔割印  呂∴∴て∴  日録謁．如ト■：  
・；モl・ユ‘‾・峯  

i準■・－‾てュニご  ．J．エ‘．  
▼■   

有効回答数をもとにぬした結果は以下の′よう  

⊥にならた；d・こF無関係である、」：（4割）＼「わからな  

い」≡（3剖）．ヾ㌧Fマイナスヰごなったム‘∴（、2軋5分沢   

∴まず地価匿肇モ匝て源あるがこ高騰－・′下落こ・硬  

化なしの3択形式貯■∴昨年おはび明津覇二と比婿  

てど新変跡最適艦漸練絹撒照れ庫聞を行っ   
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叫12－2瞬桁隷に対tる紳  
l■拉：％）  

「プラスになった」（4％）。－町並み変化が生活  

にプラスに働いたと、叶う′の．は皆無に近かbたけ  

れどもこ あとは回答匿ばらつきがみら、れた、ムそ  

こで選択肢別際選んだ渡由を澱～り上げで考察し  

てみることにす、る。■、まず「無閻係姑ではミ  

∴「あまり変わっていなうい」′・のノよJう鳩変化そのも  

のを意鼓してや庖里れr「交通農場加均斉那町  

L並みよ・＝り気障なる」！の・よ．為に町並激変化と生活  

環嵐とを区別して考え各人が1この選択肢を選ん  

だようである。■また「わからない」では、町並  

み変化と生活のつながりを普段意識していない  

ために、プラス・マイナスの選鉱周った入が  

回答したように思あれる。・   

それに対、して．「マネナスにな台た」菅は、一  

1往事場の増加で町並みが不満がになぅ東」この  

ように、遍路か㌫建物をセツ、トがツク√させ町駐  

車用の空間慰設妙各最近の傾向を見苦しく感フじ  

でいる．人やL－■才凪童、Li若者の減少や人間閥係の  

希薄化から町に滴気がなくならたjせ離巷肌  

専、最近の地域変化庖敏感淀察知んてWる人が  

選・沢したもぎの・と声考えられる。  

票数讐悪賢‡雷雲誓言慧慧呈 ＝ぺ封  
対   

1’加斗サ朋 ′由  血’ニーニご  

⊂坤，てい卑  

騨症坤、 

，J・、、、一  

iムプラウ  

（W始〉  

‾∵ しト：二≡・≡   

国有十分てあ専  
ひく足りていなII  l 口車町中‖  ¶j監への規  

（N一丁l）  

、，・  

1j～▲ユ」 のみな二号滞京欄辺ふ摘ぬ臨も食め謹この  

ブラシ通牒真弓敷革懲磨雛づタそ  
も注目され  

それに対し函称頑前頭敲町襲撃忙対  
G 一ユ」r・一－－－、一乙  

さ する行政当和明嘩骨璽や奄恥二「不十分であ る」が62％、魯そ足り一哉穣ヤ斗・が22％と、  
合か咄芯審判を起点挺の北村し、ダ「十殊紆巷届  

いてい為∫【ほ遁％に過ぎをかっ史√西陣地域入  

の行政施策は中小の織崖に神韻る一産業政策が中  
心で∴この地域特有の三毅並執複雑持する景観政  
策は軽視思れ訂きた芯こ恕二が前述吟町並み変牝藩  
許し符造東要因のゴ1つとい′え笥がヽ】回答甚表れ  

患住民の不滴の猥漁ろさ・もヱ：軌最にあ捲くように感  

二じられ卦許む机⑥の…も・■に1．伝奇デルプラ㌢オ：．㊥指  

定地域登ある大黒町では、≠；「十分」が4件なの  

■転辟しこ〔不十分」瀬畑一件ヤ華金lく足∫りて小磯腑〕  

‾臥1■件を拡1す結果をごな畑、・ノ回答件数の少嶽鼠に  

歎があ苛も▲のの、■行政施策に満足二している人が  
釣沸教も妻、：るか：ら′やある主ょ：■心東部払て大黒町周  

辺の住抵砂多く倣、逆に何らか痴景観面方の政  

策淀望んでいる逮や－え．る′の督はをⅤぷだ希うか。1  

．．．⊥′たがってミ二住民の大勢は町並み紗変化忙対  

する何らぬの行政施策を望ごんでレ鳩芯地が判明  

したがミぺ【どか炉う方向を甘持した政策二を彼らは  
望ふでや名吟かが次に問題とな匂1せ成るせ孝籠  

・で；＼÷体おの遊卦な町並み濠住民ば望（んで辱ゞ洛 

卵か匿つ心．でぬずねlて、みる・塁上江ご’した房1選択肢  

濾云1．薪もい建築物の量的多さと‘従来の町並み龍  

射す啓基本的庖スタンスを座棟鰍二とこして、■L「伝  

統的な町並みで統ナも町家型鉄外めめ建築物は  

・55   

・         l  

かについては個人  
差がみられるこ・とが確認狩をるig，溝1：〕、？ノ  

：バJ  ：ハ・て．トニ†）  

・［4］，行政施策に対す各位民の評鳳‘ユ†   

このように町並みの変化にりい雫■は取洛程度  

共凰した認識がみ．られる二もjの、のJそうした変化  

が生括にどのような影響盈与えで∨ラ‡るのかlさつ  

やて膵住民拶周で差薬がみ′られた㌫では町並み  

みるいは地域社会の変容とセ、、．る状況の中で、て町  

並み；に対す番こ．れ温での行政滝泰を住民自身は  

ナ体暦う、評価  で撰昭  

に、西陣における産業すと景観L◎同時的活性化落  

狙いと心て大黒町に連何番れた「モデルプ浸ン」  

につk、て1・．■ど郭ギけの人が知ケで中名か俊頚間  

．しこ第し2に、町並臥院射すノる行政当舟の取組碇  

つk・－て住民がゼう評価しでいるの恋を尭ずねて  

みる三途にした了（Ⅳナ2†・2図）。1  こ～ニ   

第1甲「モ貫ノ軒プテン」の知悉附こ関しでl喪  

中人に艮入が知うてkユノる患答えて終り、大黒町  



二■とセかあき）～地域の現状が、ニ部を残しであ’と  

ほ訂由に掬発するのが地域溶性化の遺七受け取  

る傾向を生み臥して小■ると■函釘ようふこめ傾向  

ば年塵軌繚は50代が37二％，4d代が26％と号強く、  

ま‘た職場i弼檻地で見ると、・〔新しくつくりかえ  

る」わ向春の朝倉が自宅に近V－ほビ商ぐ、「伝  

一統的町並務礎盤調に」の回答と逆の結果が出て  

j沫翫烏通峻恕軋．癒域を舞台として鰍く中高  

年世代ほ紡機意識が親ぐ表われる思いうセーと  

がやきrま■■う。一ご  しj  

J l ’・t     ・＼  

一い［も］ 惚恕猷   

以上、西陣の地域内に住も人々が町並み簿地  

域の変化を日頃どう認識して∨’与る；かについて分  

析を行なちて埴弛が，最後陀∋‘埼後こジの地域が  

‡どち蒐ちて）¢くかを占う癒昧培い地域の担¢一手  

鳴る住民鮮爛唖詠線け協3か密か■につ小夜  

の分析憶行登熔融きらた老守個展望濠赤心て本  

，節を常勉式ぐりたかと思う．dl－。   

ト芯・〝⊥う．右紅蓮】論敵毎l扁揖ぷ巨・（I世＃i．J  

J 一ン，て畔醒＝舶・乙∴一L  
I Zl    爛    l灯    1ロ   1叩  

一切排除すべ漕だユご‘「ぼ就縛な町並みを基調と  

ボ：lJ  

い 
新しくつ4遮蔽羞過度きだ」、「伝姦品㌻豪示並み  
全体をガラリと変えてしまうべきである」「わ  

㌧．て卑た卿－2－3  からない」昭丁芦ザを   

■l  

、  
別 11氾  

⊂脚職で轟書一  
昔開票驚■  

呂琵琶怒号  
一≠ミンl二．  

■小ナ  

I・‘ヅ1t▲し、  

頑さ仁：巨I】  

∵、・・・ミ・！  

40碓こ・′、く〔二     くⅣ一叫）   

7こtミF   別状     （N－3T〉．  
十∴．如転換炉  

（N－由）  

小‘■’′‾し已・I二子  

珊瑚   、くIてア〉  
川、金御結果ばごL・呵去就風町並朗を基調池首が  

・約票数粧次い茸・nキ部保存ペニ軌！尋、中電りかえ  

る～欄軌L朝野～4瀞卸1弱藩！以下げわ添必敷い」  

二ご、て噴甜銘丸七闇統称畔並泌野瀧誇も．「ぎ一l（咽％）∴「伝  

瀧脛町並み金棒落密患慈ペ：き諒闇磯擾乱な毎私  

：広劾∵邑認粉鞋まi軒転ゞ食る切断勒住民がミ‡  

浄ま呼物跡並ぷ嫡掛ヒ濠ある聴慶都制：し牡緊め空  

瀾構造を土台と世売町並緬調和が望遠地心と  

考：おだいさる、こ像・恵あ．る㌔他∃斉しÅ「聴農駒さ耶並激  

で哉㌣すせVl搾回啓砂廿きばミ蝉濠思保存で  

ぼ莞展性が産油後納う共通認識が恐き二あ：がらぼ  

ミぬふと†いうヱ逆流㌢B艶よtうぎし弛が如翫・同鞄  

域掟鋤る敵意過状態濠前に卓折吐か建物の  

貴け人丸は認わていく。くきだが、や硝合で－も  

元来の町並み歪配族サ壌。き呼あるとこむ1う意識恵  

根強いといえるのではなかろうかムその意味で、  

瑞デルプ該ジホの嘘感電新狙欄幼を許容し  

な釈毎従来申町並み三を盤執簿覇どしで戦｝るまち  

轡く瑚済参考め丁朝とな：り薇為商各軸トニ  

そ湘遁謙抑長打彗新札牒竜■《かかえ～る、ぺ：きゴ、の  

国嘗カざ樋野の毎強ち湛払甘ぬ恕磯醸さ包うー虹鞋 l  

町並みの閤和樹ナ努ほ地域勿発展ぽあンわ■えなや一  

過：Jミ・衰退豪渓刻挺象材血め好い鳥丸の恵静を反  

映屯免磯⑬夏着えち1軋ら盗ム1轡畔地城′は狭か道路  

二三に沿dて建築物葡萄密集＼しこ■ルか組袋戯評拶塚■建  

物め東新が懸か牧場1進まな・い漣恥う周題があ鬼   

56  

⊂睦み絶すたい  
琵鯵りたい  
）l雲評．ヤ笹It  ・リ∴1＝＼！く．、〕J・占  

ノ、∴1 一．r、ハ     ・ミ：’汽‾∴・   

イ今後坂町内粧住訝続相克小かりをいサ質問  

に対して、「住み続けたい」と回答した人は7割、  

「移りたミ師草牌都’1・「扱が夢顧慮耳う1が云郵と  

二小村結果Irな台－たふ押匿み掛諌潅いjと回答し  

．た丸は、48代か吟唱0代をヰ心を：しぬ回答者詮体  

の偏サ息関係してい竃■まうに思える’。＃方1「移  

・り発い」二琶答えた人檻ほ海瀬た炬地減給記入し  

博も三ら1ら勉めこ穆あるが、・老荘紅ば京都市外の郊  

外地触即領凍執拗再ご鋸む善部れ忙あ軋  

，日頃の生活環味ゎ悪化か移転せ考える動機七  
な嵐定し？1る二蓮堰切喝，かが温海壷．Lこキ丁  

・了このよ摩lご生活琴境鱒郵ヒほ西棟地域庭・とら  

せ渓刻恕問題七な㊨てか偽と・特紘先述の・ように  

地域尉の建築物め密集指事畳あ増加iこ対症でき  

で倫を廉道爛幅の狭さ等、㌧亀漁上の不便はこます  

ます深刻にな云玩沌－」る£・己准を町並みめ変化一と  

結び付げて考怒るがどう：かは奉節1［3］しこで示し  

憩よ′うに住民間車窓見が分か推貯翫通計ぬゐ   



［1］ 調査地域の概要・‥   

アンケートは東山i上二之町■上三之町′・本  

町・■箇飢摘録茂っの地区にもいて行なった。  

東山；：土±乏町：1こ上宝之軒加地区は高山高市  

街地恵観鱒毒筆卸こ二真之粛軍塊恵蓼保養年齢こ  
指定きれせ¢）るH租虜．「榎動牒閲嘩薬  
物の周辺地掛算牢終日斧帝や慣れ懲ナて建  

築物と調和覧てY、ゝ争輿帝や東野郡囁境の  
保全に配慮ずる地軌ことJ㌧曙1禁嘩幣域に 【ロ麒l  

指定され∴そ行特性■を「禄渡も、東■山を背景に由  
長久℡a．バ・1－n℡こLぷTil－÷  

緒ある社寺群と坂道に沿って並ぷ風趣ある民家  

が調和・し三・陰影昭深k瀾かなたたずまいを示し  

でV；†御仁あ心で煉る表地＝之町・上三之町は「伝  

統的建築様式に選詔構成されている町並乳∴ま  

たは、二、伝統的建築様式町家居が庶在軋風趣あ  

るたどたず乳町忽示心て折る地城狩し一その景観を  

保存する地観」－と心耳弟2．こ種曝存区奴に指定さ  

れ、そ甲特性を土＝之町㌻（以汎上二）・二はイ落  

ち着きのある民家が建ち並びくi亙レニーに調和を保  

ち淀がらし明る、レ蛸鼓正、ななた‘ず漂いを示してい  

るj▼と虹、止三茫町（以下、′上三）∴は．「落ち着  

■をのある民家、古い格子入、りくの民家が互堅一に調  

和を保ちながら、美心い町並みを保わ打曳決る」．  

七してりる・l〉。本町はその立正こ′≠」二重掟隣接す  

る商店街であ思。日の出町笑（以下、月の出）⊥はミ  

町並為保存粧直接影響を受掛ることは少ないと  

思わ軋る普通の住宅街であこるも二・ノ  

．一事㍉■・  

t2】り∴回答者の属性、▲、り ン，∴ノ1ヒ′  

屯紅からアンケ．ぺトの蘇束子上．控つ鞋）（て労・析を  

試みるわ頼であるが、初ぬl呈こと1ね切でお．く・と、  

こ跡アシケ気．トは平一日・の月中・に調査を狩づ′たた  

め∴またアンケ計トが各棟置敷き激動しか回  

答でき患セ）もの狩ある、た・め擬その集計結果には  

〉ど童心キi′も偏こりしが生泌忙心まう。各地区はそれ  

ぞ乳脂徴恕持ぬね地区狩あ澄1から、むし許それ  

がそ㊤地区の特性せ示’じて飯場・と軋せ、汰洛のだ  

．が扶他区間恐か尭り▲の差異があるこ遭は頚英で  

ある壷まず1昧その点忙うシ洋才見し甘扱くも起」にす  

る。主な項目は一括してⅣ－3－1表にまとめ  

たの′腎参照七て、もらいたいら．．さ；・♪柚  

．宜ず性別に草いて▲であるが√各地区間で大藩  

ご57   

例えば織物業にとっては生産手段であサ住民に  

とっては生活手段である車の需要増がこ建物を  

道路からセットバックさせそ駐車用めスペース  

を作漆という事態を招いてV－るように、・一仕事や  

生活の事情から従来から：孜軋並みを変質させて  

いるこ上が今回の調査料通犯て感じ7られた。そ  

．して駐車場ヤアパてもマ、ンご☆ニヨン等への立地利  

用形悉の増加の基層にはこ初地．に集穣する織物  

業の停滞が存在し、その上さケに地価高騰を契  

機広町並みの変化や高齢化針招ゅで髄るそ凄も  

これまでに述べてきた。■そ∴して＼：†こうした状況  

に対し今まで行政棚卸ま遅丸橋・きたことか  

ら、．住民の不満が根強管ユこ∴とも朋洛部に′したと  

おりでょる。   、   

これに対して、調査地城内の住民の半数以上  

が従来の町並みを基調一とLした叶・景観を望んで小  

Lるこせ為」ト今回の調査℡明ら應になった㌶実際1  

「モガルプラ㌢〕の指定を受けた敦黒町刊鶴  

従来の町並みを速かじつつ単なぁ保存を越lえ昔  

産薬面濠ノも考慮心な瀞均の新し筍ゝまちづくりが  

行なわれており、上記の住民め望む町並みィ申あ  

りかたが先取りされようとしている。もちろん、  

今後こうし恋動倭が†抄ここに向浄尋勿糾ま予断浄  

許さな毎）がご・西博に素敵、た地球問題の側面だ  

けで放く、許しかま疇づく．りゆ側面掲見てヰ一三く  

こ・ともこれからは必要ではな世だろ・うこか云・   
，J吏＝＋し ト  

l  

・1、）「モデルプ浸凱についでの詳しい内容は、   

．∴ニⅢ十4節参照ふ．てL  

’二一2う∴西陣活性化研究会、『西陣活性化研究会報   

∴著書Jて1992年ミ1二3虜囲十6ノ∴4頁表8参  

照。  

，3）．1上林研二「西陣地区の蘇生に向はての課  

しヾ題・・一瑚柿瀞蘭止の聞落を附かとして澤・ム  

．⊥イ京都商工情報鵠1Nふ′．ユ鵜鮎1991年ヾゝ54貢b  

il∵、ネ。． 】l  ／ノL  

．㌣節 墟京都高山の住民蔚詠   
1   

こ‘こまでは東山，，西陣とiいっ■た」て京都管の住  

民の意識絶つし－で分析を：行う・てき籠がぎ本筋で  

は京都の比較対象と∴してぺ‘、う小京都高山の住民の  

意識碇や朋て分析凌宥ってみ・たレ㌔∴  



Ⅳ－8－1よ丁ン偽恥如こ岩＝1二ぷ．i  前後七均等に分かれでいるが、東山ではユ2人か  

ら3火で住んで恒各人が約60。％を占める。これ  

は60代の夫婦世子供が1人同居している形態が  

多かためと思われる。このため■1世帯平均人数  

が他地区が318み前後、なの丁に比べで、3漣九と低  

め。月の出は核家族化ゐ〃ためかミ・∴2人からし5人  

専任む火が錮％と極めて高い■。＼他の地区は1人  

恕らしかごら二6人家族ぐちいまで比較的世帯に或  

るぼらつきがみちれる。．・，1  

1ニ最後に居住年数である。′全体的忙は40年以狙  

住礼でい る入が半数以上を占めでいる。特に本  

町では約8椚射取入が40年以上住んでい－る。これ  

は商業・飲食業が代々ぞめ場で商売を行なって  

いるということであろうか。日の出で僧住宅地  

むレiうむとせ5年凍浦勿こ丸が26三％．もいるがこ■一  

方50年ミ臥上位んセリ）る入梅＝2（湧いる。⊥部が住  

宅地化しつつあ㌫ため＝か東山では20年未満の都  

合が20％を超え瑠′も、るっ∴鼠三でも意外に居住年  

数の雇い人が目立った（2り年未満が116射ぬだ  

が、これは「その他りの職業め人身が比較的多  

臆）からせあ‘ろう。．    ′．  

【J3］∴町並み偏扉についての意識ノ∴・ニ／こ．車  

①町並み偏存地域の知悉痩▲．前述の‘とおりく高  

山市は市街地県観保存条例に「よ量h膚市街地景観  

保存区域を指定もて偏るよ’・患克文化財保護法に  

より、三町伝統的建廼物保存地区が選定されて  

いるbそれらが、どの程度住居に知ちれでい恕か、  

アンケートで「高山市内に即道路保存地域があ  

るこ‘とをご存℃やすか寂滅煩悶繚心紆みた（Ⅳ  

⊥3・」て1図）．。ニI全般撒に知う′でいる塾答えた人  

は非常に高く、東山では94％、上二、ニヒ三では  

些もに100L％J！華町、懲は97％、日の出剖ま名2％  

である。三町伝統的建造物保存地区内陀あり、  

なおかづ許21種保存区域密ある之ではんご、え、上二、  

上三は全員知？ているというのは別の意味で驚  

きであった。泰郎は奇妙ニ2地函顧陳曝し、1簿こ  

に来る観光客への依存もあるということで、保  

存地区あの関心が高いむやえlるの剰まなも、か。  

東山碩廃止種保有地放と・はいえ、．三町をこ射心と  

し∴た伝統的建築物弾から少し距離的に凝れてお  

り、自らは一般的イメーがで串ペ尋ノ「町並み」r．せ   

‡■山  上＝  卓三   坤   8出  嫡山車全体   

生 ♯．人 鐘   りI人  ．丸損n    人  抽入   1】火1  1li．緬  

†「  l墾  脛・、二    ヽ  11ヽ   ▼■ヽ  †I＋†ヽ＋ 】    ト－女．●■  51ガー  Sl％・－   ヽ  ■ヽ†     ・5と童％′・l   
「李 ‡→▲  匂淑；漂∴  儲≧  11ヽ＋＋ もiこ    打ヽ ヽヽ  同 弼 旨r％・   ．42％ 1奴  ・；l，けi．  
；F事∫  ．■ご代鼠上∴  ＋叫．一  即札  即事．   ＋廿▼   ．】51l，  鱒．叫ト■   

▲T一榔】水■L  一ねP  頭  

l■  

用   
㌻零  

llノ  

圧けい咽拍㌢二 1－汀㌍拍ト  
■ll－▼■●Otlll■l■■■一  

県≧i粗ン ・ドニ1；凪吉㌣ナ軋．  

な達しヽがみ∴られ忌諺違憲は男女間慨差があま・り  
．みられないがト出家と本班、こ東山は男性が60％  

前後握患占守W‾るぶこ丸は南東十飲食業等㌧「そ  

の他少の職業届物荒野紆が男唯紆あ‥つ尤からで  

あるよ∴亙れl三郷軋蛍ホ‘白の出7昏緻女性が釦％を  

占めせ心趨酢沌漑地平日ノのチ日ミ中め調勧た、軌  

多くめ男性が出勤根て心モ在宅しせい牽かっ虎  

効らだ逸思われる毛「亮 守★日中“、・ご・r  

・■次に職業と年齢階暦訟の瀾連であぁが二．東山  

健約劫％が無職ヤ、．七′か′も全景が60代以上であ  

払ふいま．■た塞線分柁5蕗盈占めて如る戯・；．釦廃部昭  

と6¢代の（分層隠分か軋てい鳥。′己う「した－とをか  

ち全体の68％が60代以上と替ろている。、上二は  

製造勅曾3壱％、牒僕ljl岩飲食業が鈷i％なぉミとな占  

でいる寮‡1どの戦業遜40声絶代膚集獣ち喀飯場  

ため1▲40－50代が50虜と恕ラ有小感■孟；本町も同  

様で、70％を占吟る商業・飲食業の大部分が40  

”50代に集中しでいろた吟財制霹′5峨は6i％．喜と  

高率密みる益虫∈蔓出産物業が相称こ「そ’の他（医  

師、・食社員がこほとみ摩），匂．が16銘、商業・云・飲食  

業が1橘恕折とな‘ら好、恥偽がも・土産物業物ほと  

言んどが世俄交代訝ぬか劫伐と6P代に集中もてお  

坤ン暑掬磯漉直見各年代が均等檻分かれて‘いる  

ょうにみ嵐あ。七．か、し30件翳60代め割合でみれ  

ぼ本町と憶とんど変ゎちなぬ＼（共濾85溺「前後）。  

月の出払主婦が弛％；T無職が摘％・など退廃ちて  

‘い葛■がこ÷新ニレ苓東右耳車た30件の主婦瀕比較的  

多ん♪点かち高山全体に領似もた構成と奉っ・官僚  
る。∴・．j篭【一丁＝・」J ・．ト †】、ヽ■さ   

続いて同居人数につかてであるがぺ∴金体的に  

は．2人から、i5人で住んでいる▲人がそ胤ぞれ20％   
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仁一  ′鋏己′・Ⅳイ8毎叫唱u＃山市内に軒並捗1粟棚鰯窮rの慮労っでl拍描い  

（単位；％）・  

d止ケろ．．三さ′ニ＝欄riI骨■田植か由㈲－  
顔′Fさ・t㌔て■ITる十手メスl～景岬て軸さ昂・舅：l～ニ1nIl肪・ゞ  

扉ニ3｝一2周布削珊抑鰐封加越露宝島i従詣温．・崇  
、■■ － － 

．・ 

I－・ 

、 ：：  

く．り甜 二’亜三＿「二t†  

．．√≒  

－l   

，】 ＝卜粟三勤  

四廿分  

洒恥骨柾．こk∴  
甲ぎユ鱒繁 

二二J∴．ト・、；せ7く：  

号＝イ・ド；大t‡■薫つ■■て音：  

’ 
ンー巨ノこ・ヒニ【二Jく（も（kt拇；l  ・i∴ヽ点▲療：燕馴  

J；悼上l童∂山九・上：轟細線．F盲J  

二j葉蘭・ゝ露和冷点謹1耳ぎ  
ナ1  

・ここでfモ：†；l・綱  

．い  り岩一重  

二■1ご・1ナや：∴ミ執  

白の血   
＼∪－∴轟丁土  

：＼二う1キ甜小・品，‘兵－・伊㌔月刊セ トキ（も「一rlrさ；・ノ＝、1■，巨  
持，て‥ノぐ・＿Jrjヾい三ぺ．；†亨  

一頭1ニトナさ；一汁甘粕ハ．  

やノ㌧ニ■＼貴賓±ミニ、註与†ミザ■キ這‘阜∴申L舅；1．キ′‡川  

、・●∴・：一二丁ミい 一、：こ∴∴、・、ト；こ∴、・ト：、  

答克た人は盛溜登な嶽増ぬ感ふ地区別弔コ疏容態ミ  

ま頭目催ウ噂㈲疎浪昆琴数値め異食客守あ豪よ  

乎雛沓勉奄A浄瀞督野∴他ゐ地区が30％前後  
⊥▲1  

軍馬る由鱒対姐率ニ■車重郷4蕗及飛が抜け富商  

衰三保帝区域空車寧車呟幸恵地区で帯分占魯文た  

加減翫瑚怨敵敵地・も均れるのだが、憧  
机牽態上遥漆感都合が突赦♭てい為。職業別鑑  
み礪お拶汚職葉葡萄盤士釣針は十分と癖奇人の  
割合許多鳴錘痘濁理由甘いl免職バ本来保存区  

域憾地区庭崖彗遼東樽幾分紆尊属齢だい腐彪感  
：じ啓軌如樋労癒如裾蛸キ東山ほ百分境地区．陸  

離唾雛頻硝離職油槽削替迄利親慮  
迩蛸断裁沌ほ漑対す竃反発かぢ二）ツよ三は迷産  
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ぺ∴ト㍉－キ・㌻代一卜■‥ T－1▲．聖5ぐニ∫J二‥【」群  

は少：じ違鄭重いる遺せ協犠フ亭苛少虔物見劫壌蘭、∴  

結果と猿隠たが胞の阻は真狩毎g5％がぐ知遇官  

セゝるがゼロにあ率瀞は知ちな阿智簡灸兼好めめ  

結果だが（、ノこれ佼新鑑三高地転住叙始め宛忠∠畠  

な∬直接的にほ保存地匪密殆関係が渾¢一地域：遊  

ん’皐う・迄担が影響止ているの管均等奇ふム∴ン．l・章1■  

⑧行政の取：り組申くモノ指導準再議拳固布陣保存区  

域を定めるだけでなく、市街地景観保全計画に  

よlわ保存区城恥ぬ様々Jな傑雪南郷葛添隆替か  

る畠ゴー遭うい毒殆帝政の勅苫i三位民はぎう1か透起  

意識を韓っぞや鳩のセあるうか；‾牽こです国語  

市さ‘、行政当局の景観保熟字紆す慈取り組射パ指  

導ほ十分だと思ゞaま如ゝJ‥●との質問を鱒掌らた  

∴こ（Ⅳ声．3ヰ2」図）よ■金棒恐み光ぼJ、ニ十分好き届   
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ある現収開発を抑制するぺきである  古である  
る叔踵裁卯を劇めたほうカiいぃ  そのこと壊してしまうべ去である  

物業に商売との兼ね合いから不十分と準え串本  
が多いからと－いう 

街である本町に全く足りていないという答えが  
6％もあることからも、産■業．とし）う観点カミらゐ  
景観保存を求める声は強いといえるだろう。  

して勝手にY、ろ㌧、う制限するの・かという不満が  

ここに表れているといえよう占住宅地で制限の  

ない日の出の回答の割合と比較しゼも、このこ  

一とは丁目瞭然である。上土と上三は似たような  

傾向を示しており、町並み保存の中心地として  

積極的な回答がめだつ。規制を緩めるべきとの  

回答も若干み声れるが，肝心の南軍・飲食業や  
土産物業の中にはそのような画答はみられな  
’′－ 
いこ三ゐ了うに観光呑頼幸たも商売を行なって  

いる人々は町並みを保存することで観光客を維  
持していこうと思っているものであろう。それ  

を如実に示したのが本町である。積極的に方策  

を取るべきとの回答が42％、．開発を抑制すべき  

との回答が55別このぼり、1残りは不明の3％し  

かない。しかもそれは二重回答のため不明にし  

ただけであって、実質的には全貞が保存を進め  

て行くことを望んでいる。ここかちも町並み保  

存は産業と切り離せないものとの意識がうかが  

える。  

④町並み保存の影響 では町並みを保存するこ  

とによって、住民はどのような利益、、．不利益を  

受けているのであろうか云アンケートでは「古  

い町並みを保存することによらてプラスになる  

こと、あるいは、マイナスになったことがあり  

ますか」との質問を設け、12の項目から特にそ   

③町並みの保存と開発についての意識そ咋で  

は住民は町並みの保存にづいてはぜのような意 1  

識を持っているのであろうか。一そ土で「古い町  
並みの保存についてどのよすi≒お考えです茄」  

との質問を設けた（Ⅳ－i．÷．き図）。】全体でみ  

れば積極的に方策を取るべきと答えた人が  

37％、、、開発を抑制すべきと答えた人が46％と、．  

合わせて80％以上の人が保存を進めていくべき  

と考えてお’り∴規制を緩めた方がいいと答えた  

人は6・％．にすぎない。．また放置していくべきで  

あると答えた人もいっそのこと壊してしまうづ  

きであると答えた人も皆無であった。ただ「放  

置していくべきである」の選択肢が、「そのま  

までいい」といったものであったなら、結果は  

少し変わっていたかもしれない。、地区別にみる  

と、東山は積極的に方策を取るべきとの答えが  

他地区に比べて半分の21％にとどまり、規制逐  

緩めた方がいいとの答えが12％と高V）ふ まさに  

地場産業とも観光とも関連が薄く、町並みとの  

意識ももっていないのに、′なぜ保存区域に拍走   
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項目に回答が散らばdたが、どの職業粍も落ち  

着し＝1た生活ができないとやう意識がみられたd  

また土産物業の意識は此疲的多梯なものであ争  

たのだが、商業・飲食業はここでも美しい景観  

に意識が集中七てuゝ各云他地域はこのZ地域ほ  

ど商業t，飲食業、土産物業の．割合が高くないた  

めか、特にそう思う、こも－のが．な一い人が多Vチ。建て  

替え中濃制が多V、と特に思う；人が1．＼東山に16％  

もいる・のは二ごれま∴での推測を裏付けるものであ  

るが、う∵上こに13％こもいたのは意外であったふ与  

れは行政の指導に十分と答えた人が多いことを  

みると二J＝■七分すぎて逆に厳しすぎるとの意識が  

あるということであさうかょ！蚤たその他の回答  

阜こつ串てであるが、ノ共通した奪取ほみられなセ  

ガ、主なものとして精魂的一三落ち着く、連帯感  

が高まる、ゴミが多い、住民のためのノ公園など  

の施設がないといった意見がみられた。   

⑤町重み保存へのや糾ナ 80賂以上の人が町  

並み保存を進ぬていく乍きを考え・ていることは  

すで拉明ち・かになうているカ亨：1では個人レベル  

に和潤滑暦ゆ封如こ町並み保存に取り組んで  

い奇ぬ頂萄番号かがぞ竿でFあなたは町並森保  

有りな松構特車埼さっ耶商量む心掛けでり  

ら暮しヤる÷とがあり、ますか」．▲との菊間を設け  

た（Ⅳキヨ竜ナ4国政。－予想、ゼ窮乃上ニハ上三で  

建ある七答えた人が48％、、慣％と多セ′ミ。・本町や  

日の卦は自分の地区が保存区域でな頃力めか、ミ  

あるせ答えた人が20％前後iさとニビ享うているj。  

？f Ⅳ一8－2裁古い雌み確符丁卑．ことによる．”又とマけス  

「特にモう1う」  （鳩・％） 

蝿  ふ  、（椚｝1・・1  

l．†凋〔「÷；     l ‘1i七1  

1．餌、細書鶴の轟い奥しい畑締ること〆で書る  

聯監禁謂染…謡妄、董押号‘  
4・耳てせえなギの■岸畑が蓼Il・ ll■．●＿l 5．■地がぶか名、J〔  

6，賀j轟のtが■い  

、こ 

軋畑 ∴∴r †  
冒ノ鱒存ナることに綿l＝市町かりわーらbLい      】L全くない －  

】l．わオ・らない  

・l乙．穐ゐ檎＝七」  

う′思うものヒ、甘そう思うものを遵み；でも′らった  

（Ⅳ－3－2表）。ここでも特筆に催する■の：は  

景観を守竜三、とこが茫きLると答えた人がう番多  

か？たのが、保存区壊ではなく帝店街の本町で  

あ呑とてV－うこ直筆あ▲り、ト特にそう思うと答えた  

人が76％にも上っ克ということである。一美しい  

景観な痙七て観光客なし鼓峰った意識がここに  
も表れているといえょう。上三は・「その他」の  

職業の人に：ブラニス抵取っていなレ異人が多く．く・各  

〉・Ⅳニ8⊥1拘■」町並み保存のためと一頭拍て〔1もゼとポあーるか  

ヰニ之  

ート  

上三之  

キ  

＝J、   

J柑∴j   

■■ト♪t  t‖．二肘枕1八一ト∵  小＝・＝  〉ぐ斗＝i†  1   
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問題は保存区域である常山で、あると答えた人  

が21％しかいなホことである。この地域では町  

並み保存の自覚的意識が非常に希薄であること  

を示している。ま′たもこうひとつめ問題は、職業  

別にみた場合どめ地区の商業・飲食業も，ヾ20％  

准度しか、あるとょ答えで小ないことであるふ町  

並み保存ほ産業にとらて必要と考え七い．る十  

方、■ト保存は行政に任せておこう・、：ご自分は商売セ  

忙しくそんな上と考鬼ている暇が無いどいう√受  

動的な感度がみでとれる占′またミあると答えた  

人の具体的な内容だが、1ほとんどが美化に努め  

る、、家の外敵こ気をづ如す為、保存会め活動と・答  

えていた。美化が町並み保存につをがるとずれ  

ばJ商業ご飲食業は心掛けてはいないが無意識  

紆個人レベルの保存活動を行な云てい′るといえ  

なくもない。  

二し［4】、童とめ1t、ノ・■∴声量；己■（r／上∵－1十妃浮い・  

∴アンケ1トの回答の中にL「古い町並みが観光  

客日当でめもの－だ倒きなるでしま，らやi；ゝる占・そ  

のよぅなも‥のゐ保存た文化的伝統的価値は感じ  

ら領透い＝。むしろ東山寺院群の方が保存に対し  

意味がある」とこいこう改革があちたも靡析痘行なら  

た結果ミ1億存を期待するのは商売をとている人  

に強く、高山でば町並みと観光客と産業が一本  

化しね図式たなづノぞいる■むいえよ、う、古本それは東  

山め人身の意識をみゃノもj、純粋な蘭並み保存は  

高山でさえも行政砂励をかけが践い七困難だと・  

も、うことがいえるだろう。なら．ば町並タと働糞、、  

落と産業を一本化するこ・とができず、またその  

必要のない大都市東都におⅥでゐ町並み傑泰・－  

る質問においては不明・無回答者は省い  

た。  

4節 夫景観を吟ぐる市民意磯  

【1】開発をめ翫錦諺   

これま薫払∴住民甲斐清野顔である小景朝を  

めぐる住民意識をみてきたが、京都の慕うな歴  
史的都市は小草鱒と大景観■とが争わさるてとに  

よってはじ吟で意囁をも？郡市セあろ。京都市  
民ほ大貴硯に粁してはどのような意識を抱いて  
いるのだろう・如ここでは、・シ払わゆる京都の3  

大問題掠都ホテル高層化東都駅ビル高層化、  
高速道路計画）に申す右京都市氏の意敵を手が  

かりに、東山および画陣弛区の住民奉識をとら  
えてみたい。その際、私宅ちのアンケ」トに加  

え、rねっとわーく京都JIこ照る1万3千人の  
アンケート（以下市民テンゲ⊥トと略）も参考  

にした。この市民アンケートは1990年11月に実  

施され、同誌虹年4月号にその集計結果が発表  

されそいる。  

・番おアンゲートの分析にみたっては、東山で  

／ は伝統的建造物群保存地屡のj内側と外側に分け  

て、また、西陣では西陣織関係者と非関係者に  

分けせ集計している。このように区分したのは1  

東山においては伝建地区指定の有無が大景観問  

題に対する住民意識上の差異となっているかど  
う：か、また西陣においては西陣織関係者とそう  

ではない住．民との間に意識上の相違があるかど  

うかを検出したかったためである。  

サ㌢プル数は100程度ずつ嶺模としては多  

くはないが、一度意外と；も思える蘇果が出てお  は、行政の指導．と住民の意識改革がなく＼でI紆  

可能である0住民と行政の草同歩調は必昇だがJ  

その歩む方向を誤っ七はごなぁ敬い。・今、三溝郁の  
行政はどこへ行こうどじて拝新釈Ⅳ私た首ほ－  

見守っていかなけれ畔ならない。，上   

1）高山市建設部哀歓保全課・下市街鱒景観俸  

全事業のあら壷しム．．1旦91集、‥1ヱ∵32頁。   

2）基本的に母集阿ほ回答者室長てすな着ち’▼  

東山43人、上土30人、．適三57人、∴本町33  

人、日の出43人）であるが、属性に閲す   

欝2  

りこ興味深い。・一一＿－   

①酉陣 Ⅳ－4－1凄からゎかるように西陣  
－1 

刊雨天間琴いずれについて竃全体で50％以上  

の人々が賛成を選んでいる。これは、京都経済   

は停滞している・という住民の意識の表れであ   

り、「京都の活性化」を渾然と渾麿ている人々  
が多いためでは丘虹1かと考えられる。織屋が直   

面している現在の不況昔よび先行きの不透明さ   

から生まれたともいえる。すなわち京都駅ビル   
を立派にして観光客や買い物客をより多くむか   



（輩鞘）アシケート捨兼てに七よろ’．∃▼－’Jl  しl  

えたい、そしぜさミら庵る需要を喚起℃た示せ症  

うことセはな⊇いだろうか。二と、くに高速道路計画  

でほ賛成が7繍と心う高率ヤあり∴京都の変通  

の不便さを反映じた紆束と甘ちたよ原材料や製  

品の搬出をスムヰ潔にじたいという画陣掬係者  
特有ゐ願望もあるのだぢう㌻る   ÷ハ   

②兼山 東山でも伝建地区内ば3・大問題につ  

いていずれも40％⊥55％め賛成杏ある。その理  

由は西陣せほ、ぼ両線であろう。■修学旅行わ京都  

離れなどにせり観光業の停滞も深刻であり’、■ご  

れらを打破し括催化しセ濾虻い七いう、筋いのあ  

らrわれだろうニ。ただJ‘東山め伝建地区外セは・、1  

反対意見が3大間短いずれも45∫％」59％と高率  

であることが注自，ぎれる、。これは何より沌、′近  

年土の地域ゼ瑞汐シ白ンがらみの景観問題廊続  

出したことによ、ると考え1られるか、そのはが住  

むだけの人々および「京都らし扇」一生活を」ぴた  

い人々にとって、外部からの観光客やその受け  

入れ施設は必要なく、むし畠■迷惑倭あるとレiう  

考えもある・。せらlと京都ホテルなどにづし：〉ては  

清水寺が反対しており－その意向に沿ら葉ととに  

よる、ど推測きれる。㌢なおきご・高速道路催増心ては  

40％近くの賛成がある。、しかじ高速道路が密き  

ても日帰り客が増え一るだけや観光収入の増加に  

はつながらないめセほ凍心かと＝いう指摘もされ  

てい「る（rね′らと瀬、－・、ぐ京都』＝9邑年ノ11月号）♂そ  

れよサも駐車恕不屈を嘆■ぐ声が数多く見られ  

る。  －j！・l   

⑨市民アンケートと、の相違点し1市民寓ンケ」  

トでは反対か京都ホテルで64兎しJ駅ビルで56ヲ‘  

にめぽり、‾賛成はホ浣）レ1、29‘、■軟ゼル21％l土ず  

ぎなかった。私たちのアンケート結果の方がは  

るかI三賛成か多い。とめよ＝うな開きの生じた原  

因としでは、判断材料が増え市民の理廉が増大  

したことや不況が続き妙デマ土だけでは生きせ  

いけなく、なうたこと番ぎも考えぢれる。しかU  

最も大きな要素嘗し乾2っのアンケ⊥■ドの設問  

の仕方、∵実施方法．サジプルの違いl主よると考  

えられる。ただい市民アンケー1トの分析記事に  

よ点と、京都ホテルl土賛成の人の88％か駅ビル  

l土も賛成で、反対の人々の畠1％は駅ビルにも反  

対だとV吟。これは私たちのアンゲJトにも共  
通した傾向やあ恵三        ニり  

［2］ 京痴市民由見だ京都ノ∴二  ・1  

二∫L ・  
・与≡ 巌煎痛民の京都億と紺地烏締ら卑官努  
よちL∴ん1 山  1、j   

（彰京都はどういう都市だと患いますか  

＝上記め套画廊対屯て、Ⅳ斗1御轟摘締悲乳ぼ」  

平均す諒と約40％の市民が∴r歴史醇菜化的に価  

値のあこぷ都市束を選んだ。；1だがこれにり－いノ亡はこ  

東山でば伝建地区め内と外で35・％と57％上心う’  

大差が出せいるらごれは地区内め久が自分美ち  

の■呵並み〆七自虐をゝも毒て潜軋u26■好の人が  

F町並み』を選んでいることによるdこしたが透：  

そ両者をあおせると－、歴史的景観的に価値ある  

都市として約半数め火が感じでいるといゑる。1  

い同様に西陣では÷『地膚産業の盛〉んな都市J、  

を・選ん超人が10％おりJ、’これ払耳自然j‘，’より多  

く、町町並如r庶民性』・と同数肇ある云磯物業  

の変貌するこの地区牽の期待感を営んだ住民の  

頑張りや自負かうかが温思さr相席拶塾泰なJ  

よサも F町並みゐ美い宥を遠近だ人も多かっ  

た。・とのようノな東山と」西陣と）の差異はあをもの  

の、ぺ約癖勧の人々はJ「京都恕何よりも歴史的文  

化的に価値ある都市と・してとちえ雄藩右左ことが  
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確認できる。∴．＿＿ ・拉」．  

以上の簡素革紐寄蔚孝準ご■噂皇恕鎧  
ている。市民㌍攣小串肇桓桓牒  

＿ が咽国の雌？髄璽勲2勧再蜃函 ，上し  
文化財が多V弓Lで5豆乳－▼う聴がイ落ち着VYた町  

並みムで笥％ぜ公転澱たち俊：常謝努－．トとき異  

なを風園庭㊤頂はJ－、1■つ日照市艮署ン倭木辛で  

ほ3J肇選択詔あ番ぬ担姉レ、jl私た考解ア圭慾十  

粧で峠．1】つ超排を選択じ耳転蜃うミ形式恵喫すた  

車塾■、二〉昌一9削こ私た恕吻扇・㌢ケ→ト時西陣ヒ素  

山という∵特性が明確な地域で布地郎廃港綾なぎ  

が考えられるム   

②京都はどうい怨都市賓あ雛春密 ミ1  

t■▲咋■■○■  γ   

苧呈芋i雛琴ヱi；；ニユ一  
∴－4  （注）独目革ば、Ⅳ  

㌣∴  ．・■「㌻㌻；ニ  

転経遥遠㌫露6鄭の高山市民が ‖，一・ゝ∴～・J一   
京都勧空席史的文化的醒価値あ奄都市」と考えミ  
昏廉騒頭町並み申姜tや都市J・址‰ゾ国際性  

豊かな都屯．9：解が棒録1京都菰酷良身時夫1る  

京都閥瓢湖も京歴史飽対ヒ的郡市套七牒愕材  
メ洞窟絢馬漁くなづ、℃頃竜塾とがねか考d嬢ね、  

将来の弱るべき京都像ぼつせ）て粗、享無印京都像  

に9V叩と・ほ峻同ぶ順滴腰でてい澱。墳ずれに  

や丸∵京都南宵顧阻肘掛．）．るA率よりて．もヾ∵京都  

野外師斉住申、加々の方織さ義都を歴史的対ヒ的  

な観光研削純絹軋ら息卑慎麻が領里長   

‥この塾毎溺、J東都嚇泉観閲琴吟栗東都砂ナの聞  

畢だけむし原電時粗く金国軋1全世界的玩視点  

触㊤室凱あげ；島執るj根拠憧腐サてや－、．ろ≦妙柑だ  

賂長都内部亀住艮に掛†て裾創部か毎の京  

都観如璃寮甥無謬馳、・地場産薬都軋に褒通御  
整備⑳遅観ち都市）】柵憮、二こ■の両者のズレポ、  

景観間唇を複雑奪籾周嘔し℃り各d′■  1  
l  て1さ宮津・・ ニ，∴てノ1こ＼）1∫：11童∴  

i3」 大t軋と小tⅥ 、  

＝「ま滝づ4り」iしの開零が日l々卑生括と＝密着b  

た二・r小景観11iの間藤だをヰ忍ならば、先l三挙げ  

恕筆太間翠療ぎ犠粛都全体の最観榛顛鍵怒る  

テ『太織芦丁畢間屠軍ある，藩京都準もヾ高山苛も斬  

重森傑慈陸葡成東を寮娃高吟副食であ亨た。しし  

かし、し盲・索都申場合八重随感便利になるならば、三  

奉る吋率経尚括経度醜薦めj簸ちば、r大愚観』  

は犠掛声額鯛・矧匪浄痺得李恒）こ由  
し衆人が多い。これは3大問題についてのア，ン  

努ヤ奄結果軒ら1執唄廟砲塔。ヰ嶺恕ねち素養都で  

は蝉の起埼句小泉観への関心髄漏斗こi、埴瑠瀾  

妙蜘砂窓小乗景観黙僻関心濾僧綱こ．由がわか  

載録一l－ Lil、■il才一！－一－rl、‡八′  し・こ  

畑なだ高山軽潟東て猷礪米菓＠修築廃みも・の  

偵ヤ苦り思±1市浩亡′Jぐう土l尊卦†  

、、こ  
由二1  品目扁lこl℡y誉タミヤ：▼ つ．Ⅳ℡り’■  

ニ≡節酒魯難解 什8貿 ￥べ TI下旬卜∞∴ヽち†■1ノウヤ・ 嘩ヰ早瀬格≡朝酒蔓与≒      ニ ニてで － し  m鞘一1ノ ダ－q・■・・：」■r、■  
－  

折崗健脚姦都南言親鼓紬よ崗感亜皇？  

勒感歴史的射』的郡市盗′b管轡発展泰向痘、一多  

根凋．脚砕牽寄せざし輪あ幸ノ軸綾恕る亀誉キ  

恥ヒは対照酔を芸ユ碩陣で妹郵モ弛場蹄の；豊か  

．】転都丸ミぐが御矧近肇華夢路能占婚碩値蛛東山  

軒㌘は0褒であi名聞商陣織関係者軋圃鋤拍沌  

I奄、ノ周降級御を贋う「住殿申期得職尭率きが  

・義盛堰転罷る。；iごi二こさ 、りモ・1∴昔し．，・支那l－1  

鼠ふ注目感づ轟噸i、㌻相磯の券反レ鞍部泡ず牽準み  

疇だ火脚蚤責＆憩やな轡怒り号う上勢率増訂一能樺眉  

j然麟生活【き潤担魔輌蝕すと言わ秘亀がミニ滴う  

如きうー・烏む蠍乱闘組．も．あ風習じ電歴史的玄低吟  

男鹿価健の庖應都蘭錮と｝い敵鳩」掛力写多   

や牒濾礎京都火勢軸を感切凱・、）二  一．j持・   

膚和銅絹物訝厨欄好針ボ紆暗阜パ坤一   

二∵＆卒琴平東都喫殊郡のÅ単軌ふ命笥■し官将来   

の京都権肇臍耳遁筍葡恕樗葡率零い在のだをう   

悌∂機番ち軋三顧也市掛；鰍b賓恕帝駆両局む   

1同様の棄問頚眉連声て；く－り一帯綿√轟ホl醸桁健1営  

翼戒町単級」嚢皐び  

太景観櫓翠Vち質も小月、昂観に剥き喝恕高七欄心を  

尾牽でい．、る．d膵「坤す畳表拉＝よ和ぎヾ；・帯出市民  

吻嚢滝90％が1鷹山牽観光都市ギミ舶V均ふ   



え方は賢明といえる。また、このような市民の  

意志のもと声こ∴住民、行政、産業界が一体と  

なったまちづくりが、小景観についても大景観  

についても同じように行なわれ、、「小京都らし  

さ」ではなく「高山らしさ」をつくりだしてい  

る。これこそ高山市の特質である。しかし高山  

の狭さでは大景観と小景観を区別する必要のな  

い印象もする。これからの京都では「大景観」  

の関心の低さからも、自分の知らないところで  

開発が進んでいても無関心なのに、自分の地域  

の開発には大騒ぎする人が増えそうである。私  

個人としては、モヒカン刈りになった⊥粂山を  

テレゼのこユースで見て「ひどいな、京都のど  

こヤ」■とは思っていたのだが、ある日それが自  

分の下宿から数キロのところだったと知ってと  

ても驚いたことがある。結局大都市で時、自分  

の生活がやはり何よりも中心なのだ。弓  
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そのため『どういう都市であるべきか」でも、  

観光都市の売り物である「町並み」「自然」を  

保存していこうという強い姿勢が見られる（Ⅳ  

－4－6表）。いたずらに「国際化」「情報」と  

いった外見のかっこ良さを追わず、少ない特徴  

を最大限に活かしていこうとする高山市民の考  
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下  

終章 明日の京都のために－今、考えろべきこと－   

はいえ産業も温存された？である。京都にとっ  

ては、戦後復興を担づて．、産業を大いに発展さ  

せる絶好の機会だったといえる。しかし、戦後  

の京都は、戦災を免れた歴史的・文化的遺産を  

活用する観光都市をめざした。それゆえ、産業  

政策でも、伝轟産業の保護に力料入れ、新たな  
産業の振興には積極的でなか？た。繊維産業や  
観光業を産業政策の中心にすえたのは、西陣織  

が高度な技術を有していたこと、観光資源があ  

まりにも豊富で、観光客がそれめあてに勝手に  

やってくることを考えれば、もっともだと思わ  

せる選択であるが、この選択は、後に大きな禍  

根を残すことになるのだった。  

∴千年の都と称される京都は、数多くの伝統文  

化や伝統技術を有し、歴史的・文化的遺産があ  

ちこちに点在し、大都市とは思えないような美  

しい自然に囲まれていた。それらの調和が京都  

らしさを形成していたといえるが、西陣織や観  

光資源などが産業にとりこまれていくにつれ、  

その調和はなしくずし的に崩れてゆくのであっ  

た。現在の京都は、全体で一つの京都らしさを  

作り上げていた個々の要素が、何の結びつきも  

ないまま」ポッンポッンとあるだけなのである。  

今や西陣織をはじめとした伝統産業は技術の担  

い手ではあっても、文化の担い手とは言い難  

い。繊維産業は時代に対応しきれなかったし、．  

観光業も京都のよさを十分生かしきれ古かっ  
た。このままでは、いよいよ文化ストックを食  

いつぶすことになりはしないか。今すぐ産業政  

策の抜本的な転換が必要なのである。   

一方、景観政策の必要性について京廓では早  

くから理解されていたようである。この点は評  

価できるが、どんなに早くても実効的な政策で  

なくては意味がないことはいうまでもない。現  

在ではかなり広範囲に景観保全制度が適用され  

ているとはいえ、それは景観が破壊されてはあ  

わてて範囲を拡大するということをくり返して  

きたからであって、何も始めからここまで広  

かったわけではない。いうなれば、後手後手の   

経済め不振や生活環境の悪化をさして、現在  

の京都は危機的状況にあるといわれている。し  

かし、こうした危機を迎えても、高山のように、  

市・市民・企業は一体となるどころか、保存か  

開発かをめぐっ、で議論は混乱を深めるばかりで  

あるよ解決の糸口もないまま、確実に危機は進  

行している。  

1994年には、京都は建都1200年を迎える。そ  

の記念事業として、・京都駅ビルの建て替え、1、高  

速道路の建設、地下鉄東西線の建設などが順次  

着工されつつある。京都の「地盤沈下」が叫ば  

れる中、こうした大型プロジェクトには経済活  

性化の起爆剤として大きな期待が寄せられてい  

る。しかし、その一方で、駅ビルや京都ホテル  

の高層化が景観破壊につながるとして、市民レ  

ベルでの完全なコンセンサスを得られないでい  

るのも事実である。   

本章では、現在直面している京都の危様につ  

いて探ってみることにする。  

［1］ 悪いのは行政なのか   

京都経済の抱える大きな問題に、繊維産業の  

不振と観光業の伸び悩みがある。繊維産業の中  

心をなすのは西陣織であるが、その不振は西陣  

織の街である西陣地区の町並破壊という副次的  

な問題をも引き起こしている。同様に観光業は、  

観光資源の破壊という深刻な問題に直面してい  

る。もはや、単純に産業政策で解決できる状況  

ではないと言えよう。   

近代京都は、現在の危機を迎える前に、東京  

遷都と第二次大戦という2つの大きな危機を体  

験した。東京遷都の時には心理的・経済的危機  

から、官民一体となり産業振興に努めた。その  

結果、琵琶湖疎水・水力発電・市電などの大事  

業を次々と行ない、都市基盤づくりに成功した  

のだった。また、第二次大戦では、各地の大都  

市の工業地帯が爆撃によって壊滅する中、京都  

は大した被害を受けずに済んだ。そのため歴史  

的・文化的遺産は無事残ったし、軽工業中心と   
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［2】し市民は犠牲者なのか   

市民は、絶え間ない開発、とりわけ戦後の高  

度成長期や近年のバブル時代の乱開発によっ  

て、次々美しい′自然や町並み∴そして自らの生  

活環境が破壊されていくのを目の当たりにして  

きた。市民は、そのたび市に景観の保存を要望  

するのだが、満足のいく施策は行なわれなかづ  

た。では、市民は犠牲者なのだろうか。そうで  

はない。市民もまたこれまで物質的な豊か．さを  

第一に追求してきたのである。経済の成長も文  

化の創造も何の努力も忍耐もなしに達成できる  

わけがないdそして、経済の成長に全力を傾け  

る限り、．同時に文化の創造を試みるのは簡単な  

ことではない。市民は悲鳴をあげることはでき  

ても、そのために十分な努力をする余裕がな  

か：ったのである。  

、しか．し、ここに来て∴これだけ京都が破壊さ  

れていようやく時代め流れは質的整備を目指す  

方向に向かい始めたこ市民の聞からも保存への  

力強い動きが出てきている。′このこと自体は歓  

迎すべきであるが、気になる点もいくつかあるこ  

それは、し保存か開発かをめぐる議論において、  

開発を悪のようにとらえていることである。こ  

れまで開発によって生活環境が破壊されてきた  

のだから開発を敵視するのも理解できるが、開  

発は径済め発展・安定のため必要でありこ－ また  

保存をすすめていく上でも不可欠なものであ  

る。開発の歯止めが効＼かなくなっで乱開発に  

なってしまうことがあるように、保存も狂気に  

走らてしまう要素をもっている。健全な開発力盲、  
決して妨げられることがあbてはならないので  

ある。また、これまで保存側と開発側は、高、さ  

を■めぐる攻防を行なぅてきた。しかし高さは必  

要条件であっても十分条件ではない。これから  

は質的整備の時代にふさわしい、発憩の転換が  

必要となろう。   

建都1200年の前年にしては京都は静かであ  

る。くもはや100年前と異なり官民一体とならて  

産業振興をめざす時代ではないとしても、市民  

がだんまりを決めこむのは良くない占京都の将  

来を真剣に考えるなら無関心であることは許さ  

れない。市が変わちないなら市民が動くしかな  
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政策だったのである。当初から現在のような景  

観保全制度が行なわれていれば、すばらしい景  

観が残存していただろうし、今でも景観を保全  

していくためにその制度を守っていくべきであ  

ろう。しかしここまで京都が変わってしまった  

今日、景観保全制度についての全面的な見直し  

が必要である。まちづくりにおいて、r最前線で  

機能するのは、まさしぐこうした条例や法制度  

に他ならない。したがって、決して作りっばな  

しで終わるので‘はなく、都市計画に沿うように、  

また現実に適合するように、常に検討が加えら  

れなければならないのである。   

行政は産業政策でも景観政策セも成功をおさ  

めることができなかった。これはまぎれもない  

事実だが、ある意味では必然的だったともいえ  

る。明治以来現在に至るまでこ 日本の課題は経  

済の発展であった。経済の発展では、生活条件  

の量的な充足に主眼がおかれるb したがって質  

的な整備はほとんどかえりみられなかったので  

ある。これまセに量的充足は達成されつつある  

が、一方で、質的整備がおろそかにされてきた  

ことの問題が表面化してきている。国民レベル  

で物質的な豊かさから精神的な豊かさへと生活  

の重点が変化しているのもその表れである。   

量的充足め段階では、国主導に－よる画一的な  

政策による達成が可能であったが、r質的整備iま  

地域の個性′と深くかかわって：く一るので、自治体  

が主導的役割を果たさないと実現は難しい。画  

一的政策が景観政策にまで行われると、京都の  

ような状況に陥ってしまうのである。すなわち、  

高さによる形式的な基準により規制がなされ、′  

基準より低ければ結構、高いのは許しませんと  

いうことになるのである。これは、質的整備に  

配慮がなされていれば、到底思いつかない規制  

であろう。質的整備がおちそかにされると地域  

個性は壊れていくムそうであれば∴個性が豊か  

な京都でこの間題が現在のような大危機の形で  

表面化するのは当然の成り行きなのである。京  

都が直面する危機は確かに京都固有のものであ  

る。しかしこの危機をいかに乗りこえるかは、  

京都だけでなく国レベルでも重要な課題だとい  

える。  



かりに関心が向けられていた。駅ぜルが露呈し  

たこの間題こそ、京都に関するあらゆる議論を  

不毛に↓てじまう原因ではなかろうか。ここで  

．も、市は大き・な汚点を残二したといわざるを得な  

いd†、∵   

とは∨鳩主用Omの駅ピルな1りの発展時約束さ  

れたのである。．ト駅ビルを足掛かりと．して」．今後  

京都奄ぜ泊発展させてセーくか軒、新たな課革と  

なろう。、  

．ィ 上＝‘弓 1  ）  

て【4］トさ軒ちか公娼めよう～一】   

これまでの景観政策や産業政策の大きな問題  

点は、1′現実駐朴狐で柔軟な対応ができなかった  

ことであ■る£農れからは安易に過去の政策を継  

続するのではな演Jlまた理想掟振り回されるこ  

生もなく、現状を正しく認識しむうえで、∴新た  

な政策づく鋸ことかかからねばなあな｝㌔ゝ’  

∴とは∨、うもの砂↓モう七た政策転換がいかに  

困難かは言うまで鬼ない。．そ扮点京都が思った  

ほ′ど成果を出廷薮射でや名のに対しで、‘高山は  

景観政策におやて一定の成果濠上げている。京  

都・と高畑接の違いは～都市親模の大小だけでな  

くi；・都市としでの多様な個性を持つ京都と、観  

光都市その、も搾の高山とV、う都市構造の差異に  

もあるぷ㌧高山では計，l市民・企業が丁数七て観  

光都市を二自霞もも1、景観政策を展【許しているふ∨と  

．牟・ろが個性豊かな京都は量的充足の過程では最  

喜も破壊さ恥照計坑、の∫にミ1いざ質的整備を行おう  

と滞ると最あ困難となるので墟堰けしかも三fぅそ  

の1困殊はこ．京都が大都市である．こと匿革9てさ  

らに増幅ごされ野V≡－る。】  

；1993年2月い新京都市奉本計画の答申がな．尊  

れ発も≡・計画ではまちづ、くりの基感洒針として次  

㈲掛つを出げ七V撞h・「人が主役の健康都市づ  

丸粉」［保全・再生・、創造の専断くり」■、「発信  

を続ける芸術文化都市づくり」「グロTパルな  

視野での都市づくり」や叡るb文化創造を京都  

策の中心にすえト文化首都をめざそうとしてい  
る。丘れは、1森都が進む解き落を示し，ている∴と  

言える。悉史跡9破弛的ストツクは十分にある。  

・これから必要数捌まこそうし黍ス」トック身生か  

す人材の確保となろう。そして、何より大切な   

いのであり、そう・じ・なけ軋ぼ嶽ち孜随時期にさ  

iしかかって中るのであぁb＞′1†さ】1  

＝∴∴て■  

二【3＝］’ご†忘れてはならない駅ビル1＝■  

Jノ行政の政策はぎ料なにすばちし申理念を経ね  

’て岬でを志†結果‥とし音現れ射ナれば評価するわ  

！どけははレiかなし章云∴現在行なわれ孫つある政策は  

巧まだ結果が出て蜘な煩が章票協衿産物ともいえ  

■シる駅ぜ沖が心た晦すであろう影響こについて考え  

i】てみたいbりト  ．・㌻  

二－京都の経済発展を妨，伊る要因の■．1つヰこ1：ト京都  

顆針南北感受つこに分断むてしまうJR線の問題が  

て∴あ．盗菖1′いらこう1ほ進まをW南部開発曳こ、－′市や企  

芯業ばもさらだ多可旗た紳斬ゼ戯計画はこう】也た背  

毎景のヰや持ち上がちてきたもの努あサ、／建都  

朝1200年事業の中でも超目玉事業であうた占く駅ゼ  

ごル：は観光都市京都の玄関日野ある占■，京都の抱え  

‘フ†る一間遭も殺気醒解決じ滞Lやれ忍かtもしれな甘、占：  

・■増ぞ計ぼら、』・申訳ゼ聞が建つか漣期称むオⅣノ†る  

胡紺何めこ患はない、．あうさ射十番高車の低い  

・作品那選ばれな曙兎あったふ＼1∵モ∴  

！∴ 駅ぜ弛払這の先30轟音京都関シン・ボルとなる   

ものであるよこの点こ一駅ビルと京都ホ唐ルせ巧  

ぬ去高著⑬意味合頑が蛮，妾、違うのであ蒋。あら  

炒る凝集物菅締高削三で評価ねて桓掩うちにこ  

イヱのを牡を見抜意立とすこら牽き冬美なわぬので  

、さ・●．・－・′・   ・  ・  

轍結論葱砂えぼ∴市や礫は最も京都搭とあさわ  

・ユしい駅ぼ・勅鯛飯られる．まこでせ、くらぞあ待つべ  

払袈倍量；たも：玲後30年を考えれぼ㌢2年労3年は太  

古しぬむと「はなトい。満搭陣ヂ聴イi∵ン〉めボ部で∨は  

iごあっても掛金でで掛か鉱層掴がゆえ匿、素購  

，らしい建築物もあるg私たも・のアンを十■ト調査  

晶取結果に見′られるよう拡ノ生偏に密着したか景  

暴観は保存サボきだが、：．駅ビルニ・「京都ホテル貨高  

う・遠道勝といった大景観では周発容認の意見隠多  

轟㌔こ啓一した意見㊨前の斉冊もbせ拾い上げて  

凱）く必要があゃたじ、二同時笹市民の理解が得ら  

彗汎濾よう■に働きか妙なければならなかう1尭葺■三1  

i転トビ㊥二弦う佼駅ビルを落有るかと同時に∴高さ  

娃規制iJザき言、ジグJい南部開発の方向性等掠考え  

耽るペき点嫡碑ペらで′もみるたのにヾ牒灘高二さぼ   
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のは、文化首都をめざして、市・市民・企業が  

一体となることである。それぞれの立場で何が  

できるのか。私たちは、このことを真如こ考え  

るときがきたのではなかろうか。  

［5］ 最後に   

現在考危機的状況と考えるのなら、私たちの  

先人がそのような状況にあってどのような行動  

をとって乗り越えて，きたか検討してみる価値が  

ある。そうすれば、私たちの創造性がいかに乏  

しいかかわかるはずだ。1200年の歴史は大変貴  

重なものではあるが、その全てを背負っていこ  

うとするならあまりに負担が大きすぎるといえ  

よう。   

ある世代が、かつての華やかな歴史や残され  

た素晴らしい遺産にばかり日を奪われだした  
ら、彼の世代が語るべき歴史、誇るべき遺産は  

失われてしまう。常に明日を将来を見据えて∴  

自らが歴史を作り上げていく気概が必要た。そ  

の点、市の見通しの甘さ、市民の関心の薄さ、  

企業の責任のなさ、そ？いず叫もが反省されな  

ければならない。  

千年め都はこれまセめ私たちの仕打ちにもかか  

わらず、かろうじて生‘きながらえている。京都  

再生のチャンスはまだ残されていると思う。し  

かしご それはラストチャンスかもしれない。  
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あらまし』こ19雛〆高山市鳩山論策四次総合計軌1白86／高山市F潤いのあるまちづくり』1986  

／高山帯建設部景観保  

感甘高山帝王町痔託醸             t  

F市街地考鱒保全事業のあちまし』、1992年版／高山市社会教育課文化財  

む群操轟地直のあらまし 昭和4ト60年度』／高山市藩士観光部漑光  

談牒鱒瀬計」・揮1年版〆、（葡）高山市青年会議所「集丁複葉行計画執19如年度／高山市教育委  

貞会『高山の町並』1991／西陣陪性化研究会喝陣活性化研究会報告執199ろ〆（社）日本観光協  

会一致字でみ与る観亀1991〆日本経済薪蘭越癒rビジネスマ■ンあための月廃部諒ジリーズ 女執  

日＝本年頭漸醜1由紀′奉っ純一．く京都軸緬貞会麗っとあーく景観かも－がわ出版．各号／  
H那？幽BraceJ¢Ⅴ抑両軋i叩診鞄γヱd触f如d触β玖199れ′虹釘∴胸痛＝毎卵離伊箱魂・ l】  

鱒頭率＝坤ti恥1992〆林産辰宇阻∫町衆上中東新善1964／原田伴夢懐の人 大阪の人」朝日連  

番1980〆＝J財）．飛勝地域地場産菓振興センターF飛騨地域土産物総合実態調査報告膏J、19郎／松  

下圭一触策塑患者と政治ら東女大学出版令1991／義春穆裾■魂瞬・高山の洩掛と閉塞点。聯9  

ノ軸木学食学部長岡セミナ十ルノr¶庭草的観光都市高山にお舶伝紋保存＝991／軍産毅’囁鱒 ≡⊥ト  

都市生活史6■三机柳原帯軋198レ草津琴済新報御地城経準稼動各年版／東津軽療新車牡牢92  

全国都市再開発マッ殉／東津軽帝都取杜『9え全国交通整骨マ少為   
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執筆分担（回生、執筆箇所）＆編集後記  

松井慎悟（3匝l生、fまじめに）私は、高校ま   

で関東の方にいたため京都のことはあまり知   
らなからたが、歴史的な観光地というイメー   

ジが強かった。大学で3年間京都で暮らした  

が、あまりそのイメージは変化していない。  

でも、それでいいんじゃないかなあ？  

北沢 健（3回生、Ⅰ－1） 木下恵介はファ   

インダーごしに高山を発見したと言われる   

が、彼はそこに映画村を発見したのだろうか。   

伏見には今も坂口安吾の下宿してた家が残っ   

ている。京都のよさは古さを許せるとこだが、   

→古いのがよい→古さを守るべき、となって   

しまった。  

吉田昌希（2回生、Ⅰ－2） 駅ビル、京都ホ   

テル、高速道路・・。京都に今、変化の激流が   

押し寄せようとしているが、行政その他が長   

期的なピジョンを持って開発を行なうことが   

重要であろう。そして今の京都の美しさをで   

きるだけ残していってほしいと思う。  

佐藤 剛（3回生、Ⅱ－1） かけがえのない   

4年間の大学生括を緑あって送ることとなっ   

た京都について、これだけ深く研究できたこ   

とは、たいへん有意義であったのと同時に、   

とてもよい想い出となりました。こうした場   

所と機会を設けてくださった先生と仲間たち   

に、深く感謝したい気持ちでいっぱいです。   

どうもありがとうございました。  

岡本 晋（2回生、Ⅰ－2） なかなか上達し   

ないワープロに四苦八苦。「こうなんねんやっ   

たらピアノでもやっとくんやった」全てが後   

の祭り。「もっと書くことあったんちゃうか」   

一息ついて背伸び。「あっ、エレキバンでフ   

ロッピーが血 」  

田村高明（3回生、Ⅱ－3） 両の中アンケー   

ト用紙を持ってうろつく私たちを暖かく迎え   

て下さった、清水門前商店街の皆様、ご協力   

に深く感謝します。でも自分の書いていると   

ころは、それとは少しかけはなれているよ   

う？  

大西博之（3回生、Ⅱ－4）、テストと重なり、  

この時期だれもが忙しいはずなのに、クラブ   

の仲間（先輩も含む）から毎夜お誘いの電話   

がかかってきた。多分この報告書を書き終え   

て得た一番の教訓は、「持つべきものは『真   

面目なj友達」であろう。  

西尾敏光（3回生、Ⅱ⊥1．）．10年という歳月   

の間に、‘街が驚くほど変化している様が読み   

取れた。しかし、出来上がらたオフィスビル   

と駐車場だけの都心がはたして都市の中心部   

として健全なものか、大きな疑問が残った。  

野口義直（3回生、Ⅱ－2）京執；住んで3   

年間、今年ほどあちこちに足を運んだことは   

なかった。町に住む人々の暮らしと意識と、   

大きな経済、政策との関わりが見えてきてお   

もしろかった。  

遠藤千栄子（3回生、Ⅱ－3） まもなく平安   

遷都1200年を迎える京都。ゆったりとした時   

の流れのなかで、人間の様々な営みを見てき   

た京都は、そのものが見事な歴史絵巻といえ   

ます。これから新しく刻まれていく歴史が、   

素晴らしいものでありますように・  

藤井直売（3回生、Ⅱ－4） 人によって造ら   

れた「景観」が、逆に住民の生活に大きな影   

響を与えるということが、とても面白く感じ   

られました。  

浅田利嗣（2回生、Ⅱ－5） 筆不精で有名な   

この私が何の因果かこんなに長い文章をかく  

ノ、メに・・・。苦しみながらひねり出した文章ば   

かりです。なお、内容への苦情・批判は岡田   

研究室のほうへ。私個人においては一切受け   

付けませんので念のため。  

野下俊暗（2回生、Ⅳ－1） この一年、保存   

と開発について勉強してきたけれども、とく   

に開発の面で想像以上の利害関係が存在する   

のを知った。日本人の本音と建前というもの   

を痛感した。でも、それなりに勉強になった   

から良しとしよう。  
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中谷仁史（2回生、Ⅳ－4） 大学生清始まっ   

＿｝ て以来甲ハ「中な毎日ヰあり、今はただ眠し～。  

もう誤字やミスがあっても、私を起こさない   

でほしい占・ではよぃ劫、ノ†∴ミ・－1しノ・  頭   

岡崎大無（法学部3回生、終）駅ビルはあら  

ゆる意味で私を失望著せた。．それは、私にふ   

：二てるさと京都を離れる決心をさせるのに十分潔う   

ものだった。京都はまた二人逸材を失った鑑∃  
とになる。：私にとっても京都にとらても、一   

大不幸娼わざる－をえな こ  
＝ jt  こ 

岩佐和幸（3匡l生、Ⅳ導入部＆Ⅳ－2） サン   

フランシスコやポア：÷l÷，ヰ．¢発展は、地元す・ 

企業の成長と伝統的な都市景観の維持という  

（涼博共通してぃるン類似した性格をもや京都  

て凱こう1心た‘す成長の管理」うの実践が発展の  

寓醜瑚酬那射ゝえるの剖まなかろ酢恥  

栗原哲也でヨ回生＼1－、Ⅳ⊥3）・一、憧れの高山に行  

二・▲1ナて樽じかった。二いしか烏調査砿追われ高山そ   

のものを見忘れて¢喪腐’もす芝時間があれば  
■1観光地だけでな《、l生眉て急病山倉見感回あ  

∴たの龍よ心の洗湿が：し乾く挙ったら，もう二一度  

飼j  ′  こ・J紆ちてみよう：かな。  
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